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　　　はじめに




　初めまして。

　あるいは「やぁ、またお会いしましたね」、はたまた「よーぅお待ちどう、待望の二巻だぜ！」……というわけで俺です。つまり著者の田中天たなか・たかしです。

　本書『日ノ本ビッグバン』は、『戦国ラグナロク』の続編であり、ＴＲＰＧ『ダブルクロス The 2nd Edition』（以下『ＤＸ２』）のリプレイが二編収録されております。




　幸いにして拙せつ著ちよ『ダブルクロス・リプレイ・ジパング　戦国ラグナロク』は皆様からご支持いただき、こうして二巻をお届けすることが出来ました。

　第一巻を前編とするなら、第二巻は後編。『接せつ触しよく編へん』に対する『発はつ動どう編へん』、『紅ぐ蓮れん編へん』に対する『螺ら巌がん篇へん』みたいな位置づけです。

　単体でも後述の「あらすじ」を読めばだいたいわかるかとは存じますが、やはり第一巻を既き読どくであることを前提としておりますので、まだお読みでない方はこれを機にひとつよろしくお願いいたしますぜ、お客さん！（ザ・宣伝）




　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（Table Talk Role-playing Game）の略称です。このゲームでは、ひとりにつき一体のＰＣ（プレイヤーキャラクター）を担当するプレイヤーが複数人集まり、ＧＭ（ゲームマスター）と呼ばれる司会進行役との会話を通じて物語を進めていくことになります。

　そのプレイ風景を文章化し、読み物としての体てい裁さいを整ととのえたものをリプレイと呼びます。

　本書『日ノ本ビッグバン』は、ひょんなことから戦国時代に迷い込んでしまった女子高生が、西洋の神々の力を得て魔人化した武将を相手に壮絶な戦いを繰り広げる冒険活劇です。

　とはいえ、別に戦国時代の詳細な知識なんか必要ありませんので、気楽にお読みください。

　また、戦国ファンの方々には、なにとぞ広い心でご容赦いただきたく存じます。なにせ、有名なあの武将やこの武将がトンデモないアレンジをされて登場しますので……。

　ただ、日本が誇る高名な武将たちを貶おとしめる意図は微塵もないことを明記しておきます。

　願わくば本作が、あなたに憩いこいと笑いのひとときをもたらさんことを。












本書に収められた文章は、すべて架空の出来事を扱っています。

実在の人物・団体・思想・宗教等とはなんら関係はありません。











　　　前巻のあらすじ




　天野真弓あまの・まゆみは、弓道が得意でポニーテールがよく似合う、ごくごく普通のノーマル女子高生。

　だが、ある日、何の前触れもなく、従弟の少年・南方勇太みなかた・ゆうたと共に戦国時代の日本へと召しよう喚かんされてしまうのであった。

　だが、その戦国日本は、〝第だい六ろく天てん魔ま王おう〟織田信長おだ・のぶながを頂点に、並み居る戦国大名がヴィーナスやアヌビスといった西洋の神々〝魔ま界かい十じゆう字じ軍ぐん〟に憑ひよう依いされ、超人的な力を振るう異形の世界〝ジパング〟と化していた！

　真弓は、彼ら神々を討ち滅ぼす神じん器ぎ〝トキジクの弓〟の唯一の使い手として、伊賀忍者・百地三太夫ももち・さんだゆうの忍法〝時とき滑すべり〟によって召喚されたのだ。

　大妖怪イクフサ、退魔師の山住浄ノ進やまずみ・じようのしん、女忍者の霧隠才蔵きりがくれ・さいぞうといった仲間を得た真弓は、同じく召喚され行方不明となった勇太を救い、本来の時代へと帰るため、織田信長に立ち向かってゆくこととなる。

　ヴィーナス謙けん信しん、ファラオ信しん玄げんといった強敵を討ち滅ぼした真弓は、魔界十字軍によって虐しいたげられたジパングの人々を助けることも決意するのであった。
















　　　PREPLAY




　──時は戦国。

　織田信長おだ・のぶながが天下に威い名めいを轟とどろかせ、後に「安土あづち桃もも山やま」と呼よばれることになる時代。

　日本の歴史において、中世が終わり近世が始まる……そんな頃ころ。

　覇は道どうを歩む信長の蔭かげで、怪あやしげな集しゆう団だんが暗あん躍やくしていた。

　奴やつらの名は魔ま界かい十じゆう字じ軍ぐん。

　南なん蛮ばんの神々の力を揮ふるい、世に破は壊かいと混こん沌とんをもたらす天てん魔ま外げ道どう。

　対するは、たったひとりの〝現げん代だい人じん〟、そして奇き妙みような縁えんで結ばれた仲間たち。

　史書に記されなかった異い形ぎようの戦国絵え巻まきが、今、紐ひも解とかれる！




　さて。

　ジパング一巻収しゆう録ろく分のセッションからこっち、俺おれは「はてさて、次はどんなシナリオにしてみようかしらン？」と思案する日々が続いていた。

　二巻完結の『ジパング』にとって、二巻の第一話は〝起き承しよう転てん結けつ〟の〝転〟にあたる。広げた風ふ呂ろ敷しきを、畳たたむ前に〝ひっくり返す〟フェイズである。

　どうやってそれをシナリオに落おとし込こむかと悩なやむのは、苦しいながらも楽しい作業だ。

　そうこうするうちに、その〝転〟にあたるセッション当日がやってきた。

　大事なシナリオの打ち出しを手に、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社会議室へと向かう俺。

　そして、時を同じくして集った四人の男女。

　ではここで、改めて彼ら四人のプレイヤーを紹しよう介かいしよう。




▼水野暁子みずの・あきこ

　シリーズの主人公・〝女子高生〟天野真弓あまの・まゆみを務つとめる人物。

　俺のゲーム仲間のひとりであり、セッション主人公を任まかせれば、カッコよく真ま面じ目めにやり遂とげてくれる〝主人公力〟に溢あふれている。リプレイへの参加は、このシリーズが初となるが、ジパング一巻で見事に主人公をやり遂げてくれた。〝トキジクの弓〟を手に、奇き妙みよう奇き天て烈れつな変へん態たい集団〝魔界十字軍〟を相手に大立ち回りを演えんずる真弓の勇ゆう姿しは、多くの人に感かん銘めい（＆「変な世界に迷まよい込こんで大変だな。でも頑がん張ばってね！」という同どう情じよう）を与あたえたことであろう。

　なお、ギャグがツボに入ると声も出せないほどに笑い、机つくえに突つっ伏ぷして動けなくなるという芸（？）を持つ。これが多発するほどセッションが面おも白しろいという指標になるのだが、時折、笑い過すぎで呼こ吸きゆう困こん難なんに陥おちいってしまうことも……つーか、二巻のセッションでも、幾いく度ども呼吸困難になっていた。つまり、セッションは大成功ということであろう。




▼細野君郎ほその・きみお

〝無む双そうの大だい妖よう怪かい〟イクフサを演えんじる。

　俺の幼馴染にして、御同業。現在、ＴＲＰＧ関係では『ゲーマーズ・フィールド』誌（ゲーム・フィールド刊）にてビーストバインドＮＴのサポート記事を連載している。

　セッション中、人間なんぞ「弱っちい連中」程てい度どにしか考えていない大妖怪イクフサとしてフリーダムに暴あばれまわっているが、押おさえるべき点はキッチリ押さえてくれるあたり、さすがのプレイ手しゆ腕わんといえよう。




▼矢野俊策やの・しゆんさく

〝超ちよう虚きよ弱じやく退たい魔ま師し〟山住浄ノ進やまずみ・じようのしんを演じる。

『ダブルクロス The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』のデザイナー。『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』『同・アライブ』等、数々の傑けつ作さくリプレイをものしてきた人物。昨年末、小説『アリアンロッド・サガ①　ルーズ・ソードマスター』を上じよう梓し、小説家デビューを果たす。

　担たん当とうキャラの山住浄ノ進は、人形に己おのれの血を与あたえて従じゆう者しやとして操あやつる退魔師である。黙だまってれば美形だし、喋しやべってもかなり真面目で一本気、しかもデータはしっかり強いという、上手うまくすれば主役だって狙ねらえる素そ材ざいなのに、「驚おどろけば吐と血けつ。感動して喀かつ血けつ。興こう奮ふんして流血」という異い様ようなまでの虚弱設せつ定ていが、親しみやすさと同時にブチ壊こわし感も醸かもし出している。




▼中村知博なかむら・ともひろ

〝天才美少女忍にん者じや〟霧隠才蔵きりがくれ・さいぞうを演じる。

　俺と同じくフリーライターで、トーキョーＮ◎ＶＡの記事を中心に、各種ゲームのシナリオ執しつ筆ぴつやゲームに使用するデータの監かん修しゆうなどで活かつ躍やくしている。

　データに強いだけあって、戦せん術じゆつ面めんにおいて矢野と同じく頼たよれる男。彼が演じる才蔵は、背せ中なかに背せ負おった大ヒョウタンから発生する〝霧〟で、敵てきを文字通り煙けむに巻まいて攻こう撃げきを失敗させるという、〝防ぼう御ぎよ〟の要かなめである。ただし、その言動はかなりヘッポコであり、〝おバカ〟の要でもあるといえよう。




田中天（以下：ＧＭ）：では、全員揃そろったところで、第二巻第一話の収録を始めましょう。

一同：はーい。

水野（以下：真弓）：（どこか遠い目で）今回はどんな変態武ぶ将しように会っちゃうんだろう……。

細野（以下：イクフサ）：貝の中から全ぜん裸らで現あらわれるヴィーナス謙けん信しんとか、アヌビス如によ来らいとか、どいつもこいつも正気とは思えンかったからな。

矢野（以下：浄ノ進）：いずれにせよ、今回も標的にされた武将と地方は、既き存ぞんのイメージを好き放題に蹂じゆう躙りんされてしまうわけだ。

ＧＭ：変態とか蹂躙とか、ヒデェ言い草だな（笑）。……ま、あえて反はん論ろんはしない。

やにお（以下：才蔵）：というか、反論できるはずもないだろうが（笑）。

ＧＭ：ま、それはともかく今回のハンドアウトを読み上げよう。今回は、話が大きく動くよ。

一同：おお!?




▼天野真弓用ハンドアウト

ロイス：森蘭丸もり・らんまる　　　ポジティブ：懐かい旧きゆう／ネガティブ：嫌けん悪お

　ヴィーナス謙けん信しんとファラオ信しん玄げんという恐おそるべき敵を倒たおしたキミは、仲間と共に日本国内を行脚あんぎやしている。

　魔界十字軍の食料である〝甘かん露ろ〟生成工場を破壊し、苦しむ人々を助けるためだ。




真弓：甘露……人間の生命力を原料にした、魔界十字軍の食料ですね。

イクフサ：第二話で〝おファラオ様〟が集めてた奴やつだな。




　あれから無数の魔界十字軍と魔界を打ち滅ほろぼすことができた。

　そんなとき、森蘭丸──キミの大切な従弟いとこ・南方勇太みなかた・ゆうたの姿すがたをした少年が現あらわれた。

　彼が語るには、これまで人知れず暗躍してきた魔界十字軍が各地で一いつ斉せい蜂ほう起きを始めようとしているとのことだ。

　詳しよう細さいを聞こうとしたキミだったが、そのとき、大だい音おん声じようが響ひびき渡わたった。

「聞け、第六天魔王に逆さからう者どもよ！」




一同：早っ！

真弓：もう何人も倒してるーっ!?

イクフサ：無数の変態どもの内うち訳わけが気になるな（笑）。

浄ノ進：そして、今度はそいつらが一斉蜂起か……。

才蔵：日本国中が変態魔界になったら……この世の終わりでござる（笑）。

イクフサ：しかも信長もおでましだぜ。

真弓：確たしかに、なんだか色々と一気に状じよう況きようが進みますね。……個こ人じん的てきには、蘭丸に会えるのはありがたいです。勇太のことをあれこれ聞かないと！

ＧＭ：うむ、頑張ってくれい。……そうそう、このシナリオに失敗すると日本が魔界十字軍の手に落ちて滅めつ亡ぼうするから。

一同：うおっ!?

真弓：こ、これまでの魔界十字軍を見ているだけに、説得力がありますね。頑がん張ばろう！




▼イクフサ用ハンドアウト

ロイス：織田信長　　　ポジティブ：感服／ネガティブ：敵てき愾がい心しん

　キミは、真弓たちと共に信長の本ほん拠きよ・安土パンデモニウムへと向かっていた。

　まずは偵てい察さつのため、戦せん闘とう能のう力りよくに優すぐれたキミと、忍しのびである才蔵が赴おもむくことになった。

　だが、偵察などという任にん務むで満足するキミではない。

　安土に乗のり込こみ、信長の首を獲とってしまえばよいではないか！

　だが、その望みが達せられることはなかった。

　なぜか、安土の地に立ち入ることができないのだ。

　どうしたものかとキミが思案していると、突とつ如じよ、大音声が響き渡った。

「聞け、第六天魔王に逆らう者どもよ！」




イクフサ：おお、ワシは信長を殴なぐる気満点なンだな。ワシらしいっちゃワシらしい。

真弓：前の話で、ライバルの骸むくろ火びが「信長を倒たおせるのはイクフサだけ」って言ってたもんね。

ＧＭ：とはいえ敵の状況も知らずに行くのは無む謀ぼう。よって、キミは才蔵と共に偵察に向かったわけだ。オープニングは、才蔵と合同ね。

イクフサ：真弓とは明らかに場所が違ちがうだろうに、信長の声は変わらず聞こえるのな。

浄ノ進：これはきっとアレだな。空にでっかく信長の映えい像ぞうが現れて演えん説ぜつする奴（笑）。




▼山住浄ノ進用ハンドアウト

ロイス：森蘭丸　　　ポジティブ：執しゆう着ちやく／ネガティブ：不信感

　イクフサと才蔵は、偵察の為ために安土へと向かった。

　真弓を守るため、キミは魔界十字軍の手に落ちていない宿しゆく場ば町まちに逗とう留りゆうしている。

　そんなとき、キミたちの前に森蘭丸が姿すがたを現あらわした。

　敵であるのは確たしかだが、真弓の従弟いとこの姿を借りているためうかつに攻撃も出来ない。

　そもそも、彼の目的がまったく読むことが出来ない。

　信長という将しようを射いる為には、まずは側近である蘭丸の思おも惑わくを探さぐるべきかもしれない。

　蘭丸を前にキミが思案していると、突如、大音声が響き渡った。

「聞け、第六天魔王に逆らう者どもよ！」




ＧＭ：イクフサと才蔵のように、君と真弓も合同のオープニングとなる。

浄ノ進：ほほう、真弓様の護ご衛えい役はいつものこととして……蘭丸か。確かに、あいつ、敵か味方かよくわからないんだよな……。

真弓：前回は、敵を倒たおすための助言をくれたもんね。

浄ノ進：それだけに、何が目的なのか不気味ですな。ふむぅ。




▼霧隠才蔵用ハンドアウト

ロイス：織田信長　　　ポジティブ：感服／ネガティブ：脅きよう威い

　敵てき方がたの様子を偵察するため、キミは安土へと向かった。

　だが、現げん地ちに着いたキミたちは途と方ほうに暮くれることとなった。

　安土に入れないのだ。

　天下一の忍しのびであるキミは、それが強力な結界によるものであることを看かん破ぱした。

　キミの知ち識しきと、退魔の術じゆつに通じた浄ノ進の知識とを組み合わせれば、その破やぶり方がわかるかもしれない。

　一いつ旦たん引き返そうかと思案していると、突如、大音声が響き渡った。

「聞け、第六天魔王に逆らう者どもよ！」




才蔵：なるほどなるほど。結界のせいで安土に入ることができないと。

イクフサ：ほぅ、そうだったのか。

才蔵：んっふっふ、妖よう怪かい風ふ情ぜいにはわかるまい！（[image: ]胸むねを張はる）

イクフサ：オメェが威い張ばるな（笑）。

才蔵：む、確かにそうであった。ともあれ、まずは殿とのや浄ノ進と再さい合ごう流りゆうをすればよいわけか。

ＧＭ：それではハンドアウト説明が終わったところで恒こう例れいのお楽しみキャラ成長タイム！

一同：はーい。

ＧＭ：前回、イクフサのデータで大きな過あやまちがありました。君は〝超ちよう血けつ統とう〟なんで、一いつ般ぱんエフェクトが取得できない。よって、第二話で取得した《クイックダッシュ》は……。

イクフサ：取得できないハズなんだよな。ワシもプレイ中は気づかなかった。スマン。

真弓：じゃあ、イクフサのデータはどうなるんですか？

ＧＭ：『ハートレスメモリー』に収録された、〝リビルド（再さい構こう築ちく）〟のルールを使おう。

イクフサ：全部作り直すのか？

ＧＭ：エフェクトひとつを間ま違ちがって取得しただけだから、《クイックダッシュ》を消去し、代わりに任にん意いのキュマイラのエフェクト１レベル分を取得してくれい。




　そんなこんなで、各人がキャラクターの成長作業を開始する。

　誰だれが何を取得するかお互たがいに話し合いつつ、小一時間ほどが経けい過かした。




ＧＭ：みんな作業は終わったねー？　それじゃ、各キャラの成長報ほう告こくをお願いいたします。







超血統　純血のキュマイラだけが取得できるＤロイス。エフェクトの上限レベルが４となる。

『ハートレスメモリー』　『ＤＸ２』のソースブック。追加データと、キャンペーンシナリオが収録されている。
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▼真弓の成長

ＧＭ：それでは真弓から成長報告どうぞ。

真弓：はい。えーと、例によって、取りたいエフェクトが一いつ杯ぱいありすぎて迷まよいました。

浄ノ進：ノイマン／モルフェウスだと、色々と伸のびしろありますからねー。

真弓：結局、攻撃能力を高めるために、《抜ぬき打うち》と《レインフォース》を、それぞれ２レベルに上じよう昇しようさせました。

ＧＭ：妥だ当とうなトコだね。

真弓：あと、前回のクライマックスで敵が隠れてる場所がなかなかわからなくて悔くやしい思いをしたので、《インスピレーション》を１レベル取得しました。

才蔵：おお、それがあると、情報を集める際に楽になりそうでござるな。

真弓：とりあえず、とっておいて損そんはなさそうなんで。

ＧＭ：ふむふむ。成長は大体そんなとこかな？

真弓：はい。……あ、それと戦国時代のオーガニックな野菜を食べて少し健康になった気がします。

ＧＭ：成長と関係ねぇっ！（笑）




▼イクフサの成長

ＧＭ：お次はイクフサの成長だな。

イクフサ：おうよ。まず、《クイックダッシュ》が消えた！

浄ノ進：それは退たい化かと言わないか？（笑）

イクフサ：そんな気もする。それはさておき、《フルパワーアタック》が４レベルになったぜ！

ＧＭ：初期状じよう態たいで４レベルか！　それは超血統の面めん目もく躍やく如じよだな。

イクフサ：ぐふふ、侵しん蝕しよく率りつ[image: ]％時には、こいつで殴なぐるだけで固こ定てい値ち30ダメージ確かく定てい。

一同：おお～（感かん嘆たん）。

イクフサ：そんでもって《竜りゆう鱗りん》が２レベル。装そう甲こう無む視しできない敵に対して、かなり防ぼう御ぎよ力りよくが上がったぜ。

真弓：攻撃と防御、どっちも強いね。

イクフサ：（嘆なげくように）ああ、これでセットアップで移い動どうできる《クイックダッシュ》がありゃあよぉ……（笑）。




▼浄ノ進の成長

浄ノ進：私わたしの番だな。まず、《始し祖その血けつ統とう》を１レベル上げて従じゆう者しやのダイスボーナスがちょびっと上じよう昇しよう。

ＧＭ：ふむふむ。

浄ノ進：そして、従者をまとめて作成する《愚ぐ者しやの軍ぐん団だん》を新しん規きに取得した。これで《従者の行進》を使えば、セットアップで従者が三体同時に登場！

ＧＭ：うげっ、従者三体!?　どれだけカバーリングしまくるか、想そう像ぞうするだけで恐おそろしい。

才蔵：この才蔵の力も加えると……防御の厚あついパーティでござるなぁ。よいことだ。

浄ノ進：あと、《忌いまわしき砲ほう弾だん》を取って、範はん囲い攻こう撃げき能のう力りよくも押おさえておいたよ。ま、とりあえずそんなとこかな。

ＧＭ：あれ、そんだけ？　まだ経けい験けん点てんあるんじゃないか？

浄ノ進：ああ。まだ４点残ってる。状況を見つつ、セッション中に成長させるつもりなんだが……いいかな？

ＧＭ：ん、異い論ろんはないね。




▼才蔵の成長

才蔵：（いきなり目を見開き）悔くやしかったでござる！

一同：うおっ!?

ＧＭ：いきなりなんなんだ（笑）。

才蔵：リプレイ一巻をよくよく読み返してみたら、浄ノ進の方が、天下一の忍にん者じやである才蔵よりも情じよう報ほう収しゆう集しゆうで役立ってて悔しかったでござるっ！

浄ノ進：（冷静に）……いや、だってそれは【社会】能力値の差だろ？（笑）

才蔵：とはいえ、才蔵の沽こ券けんに関わる問題なので、《地じ獄ごく耳みみ》を取得。これで、お猿さるの佐さ助すけがなんでも教えてくれる。情報収集で浄ノ進に負けないでござる！

イクフサ：それ、結局、有ゆう能のうなのは才蔵じゃなくて佐助じゃねぇのか？

才蔵：いちいち細かいでござるよ。しかし、徐じよ々じよに佐助が才蔵以上に有能になっていくのを現あらわすかのように、佐助単体でシーンに登場させるための《ハンドリング》も取得。

ＧＭ：そのうち佐助がＰＣになるような気が……。

才蔵：才蔵が死ぬか、ジャーム堕おちしたらその案を採さい用よう（笑）。……で、あとは回かい避ひ判はん定ていが〈ＲＣ〉技ぎ能のうで可か能のうになる《幸運の守しゆ護ご》と、リアクションダイスを増ふやすための《フルディフェンス》を取得して、成長終しゆう了りよう。

ＧＭ：情報収集能力と防御能力がかなり上昇したか。

才蔵：本当は《極大消しよう滅めつ波は》が欲ほしかったでござる！　結局、諦あきらめたんでござるが。

浄ノ進：[image: ]％エフェクトは諦めて正せい解かいだろ（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：こうしてみると、やはり浄ノ進と才蔵が経験点多目だね。

才蔵：（レコードシートを確かく認にんしつつ）前回、拙せつ者しやは経験点が９点も手に入ったでござる。

真弓：Ｓロイスを温おん存ぞんしたお陰かげだね。

イクフサ：ううむ、ワシは５点。まぁ、侵蝕率が[image: ]点まで上がってたからのう。二倍振ぶりで帰ってこれただけで御おんの字じといったところじゃから仕方ない。

ＧＭ：イクフサは超血統のＤロイスで、ただでさえ基き本ほん侵蝕値が高い上にメインアタッカーだからなぁ。

才蔵：ふぅーむ。しかし、経験点がないと「エフェクトレベルの成長上じよう限げんが高い」という超血統の利点が活いかせないでござるな。

真弓：経験点は他人へあげられませんしねぇ……。

浄ノ進：（真弓の言葉を聞き、しばし考え込む）……そうか、こういうやり方も面おも白しろいかも。

ＧＭ：ん？

浄ノ進：あのさ、今回は比ひ較かく的てき侵蝕率を抑おさえられる私や才蔵が頑がん張ばって、イクフサが一倍振りで帰ってこられるようにするってのはどうだろ？

イクフサ：なンとっ!?

真弓：（感心した様子で）おおお～。それは面白い考えですね！

ＧＭ：他者の取得経験点も考こう慮りよしたプレイか。さすがクレバー。

才蔵：うんうん！　才蔵的にはそれで文もん句くないでござるよ。つか、才蔵は攻こう撃げき力りよくが皆かい無むなので、ダメージディーラーが強いに越こしたことはないでござる。

イクフサ：（万ばん歳ざいしつつ）そいつぁありがてぇ、ありがてぇ！

ＧＭ：シナリオ外にも目的を設定する、というのは面白い試みだね！　上手くいくよう、頑張ってくれ。……俺も戦せん闘とうで容よう赦しやはしないけどね。

真弓：おお、マスターの殺意が高い！

才蔵：ふぅん、「容赦はしない」か。ほほほほほ……。

ＧＭ：なんだよ、その不ぶ気き味みな笑いは。

才蔵：だって、どんなに敵の戦力が厳きびしくても、天さんのダイス目でしょう？

浄ノ進：確かにそれならあんまり怖こわくないなぁ。

ＧＭ：（歯は軋ぎしりしながら）ぎぃぃぃぃ～！　殺す！　ゼッテー殺す！（笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それでは最後にＰＣ間ロイスを取得してくださいな。順番は、真弓[image: ]イクフサ[image: ]浄ノ進[image: ]才蔵[image: ]真弓で。




・真弓[image: ]イクフサ

真弓：前回までは〝好こう奇き心しん〟だったんですが、今回からは〝信しん頼らい〟に変わります。

イクフサ：おっ？　ワシを信頼するンか。なら、トキジクの弓で縛しばったりしないでくれるかのう？

真弓：いえ、ネガティブは〝脅威〟のままです（笑）。

イクフサ：ぬぅぅ～。




・イクフサ[image: ]浄ノ進

イクフサ：ワシから山住へか。……ふむ、ポジティブは〝誠せい意い〟だな。クソ真面目に変な女真弓に仕えてる姿を見て、そう思った。

浄ノ進：ほほう。

イクフサ：んで、ネガティブは〝食しよく傷しよう〟から〝敵てき愾がい心しん〟へと変わった。改めて、こいつはなかなか強い人間だとわかったので、いずれキッチリ刃やいばを交えてみたいと考えとる。

浄ノ進：好こう敵てき手しゆとして認みとめてくれたわけかな？

イクフサ：まぁ、そう考えてくれて構わンぜ。




・浄ノ進[image: ]才蔵

浄ノ進：私は、才蔵の技ぎ量りようには変わらず敬けい意いを払はらっているので、ポジティブは〝尊そん敬けい〟のまま。そして、戦いを共にすることでネガティブ感情の〝不信感〟は消えた。

才蔵：おお！

浄ノ進：……だが、よくよく観察していると、「こいつはもしかしてバカなのではないか？」という疑ぎ問もんが生まれたので、ネガティブは〝憤ふん懣まん〟。もっとちゃんとしろと怒おこっている感じで。

才蔵：バカ扱あつかいされた！　才蔵の知ち性せいは、猿の佐助よりもマシでござるぞ！

ＧＭ：猿と比くらべんな（笑）。




・才蔵[image: ]真弓

才蔵：最後は才蔵でござるな。才蔵から殿とのに対しては、ポジもネガも変わったでござる。

真弓：どんな風に？

才蔵：ポジティブは〝庇ひ護ご〟だったのが〝傾けい倒とう〟に、そしてネガティブの〝不安〟は〝偏へん愛あい〟にまで発はつ展てんした次第。

真弓：好かれ過ぎてるー!?（笑）

才蔵：謙信や信玄を討うち果はたしたので、この方こそ我わが主あるじと思い定めたでござる。




ＧＭ：……ＰＣ間ロイスも決まったところで、全員にシナリオ情報技能として〈情報：ジパング〉１レベルを差し上げましょう。

一同：はーい。

真弓：最初は〈情報：Ｋ市〉だったあたしも、すっかり馴な染じんじゃって……。

イクフサ：もう、ずっとここにいりゃいいンじゃねぇの？

真弓：いやー！　断だん固ことして勇太を連れて現代日本に帰るもん！（笑）

ＧＭ：それが果たせるよう、頑張ってくださいな。んじゃ、セッションを始めよう！

一同：おう！







《インスピレーション》　ノイマンのエフェクト。シナリオ内の情報について、ＧＭに直接質問ができる。

《極大消滅波》　サラマンダーのエフェクト。命中判定なしに範囲（選択）の対象にダメージを与える技。

天さんのダイス目でしょう？　これまでのところ、ＧＭ田中天は判定の際にひどいダイス目が多かった……という印象がある。だが、この世に〝ダイス運〟などというものは実在せず、単に出目が悪かったときの印象が鮮烈に記憶されているだけであって、俺は別にダイス運が悪くなど（以下略）





[image: ]







　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆「大たい妖よう、安土に潜せん入にゆうす」の段だん


Scene Player ─── イクフサ






　近江おうみの国くに、安土。

　織田信長の本ほん拠きよ地ち……すなわち、魔界十字軍の中ちゆう枢すうと呼よぶべき場所。

　その人じん外がい魔ま境きようを、ふたつの影かげが疾しつ駆くする。

　イクフサと霧隠才蔵きりがくれ・さいぞうである。




ＧＭ：さて、オープニングその一だ。シーンプレイヤーはイクフサ。才蔵も一いつ緒しよに登場ね。えー、偵察の為に安土へと向かった君たちは──

イクフサ：（ＧＭの説明を遮さえぎり）ちぃっ！　さすが安あ土づち城じよう近くともなると、魔まか界い衆しゆうどもの数も並なみじゃねぇな！

ＧＭ：お？（笑）

才蔵：むぅっ？（一いつ瞬しゆん驚おどろくが、すぐにイクフサの意を了りよう解かいする）……おお、まったくでござるな！　佐助、お主ぬしは敵てき陣じんの右う翼よくを崩くずせっ！

イクフサ：（いきなり佐助役）ウッキー、了解ッ！

真弓：いきなり激はげしいバトルが始まってるーっ!?（笑）。

才蔵：（ナレーションっぽい口調で）……かくして獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくの末、イクフサと才蔵は信長の眼がん前ぜんにまで辿たどり着ついたのであった。

ＧＭ：辿り着くか、ボケッ！（爆ばく笑しよう）……でも、魔界衆との激げき戦せんで開かい幕まくするという部分は、シナリオで想定していた通りの流れだったりするんだけどな。

才蔵：それは素す晴ばらしいでござるな。才蔵たちの超人性を遺憾なく演出できる（笑）。

ＧＭ：うむ、けど、とりあえず俺の描びよう写しやくらいは聞いてくれ（笑）。では続けるよ。




　安土城に程ほど近ちかい森の中。

　そこを抜ぬければ、もはや安土パンデモニウムは目と鼻の先である。

　イクフサと才蔵は、襲おそい来る魔界十字軍の面々を相手に死し闘とうを繰くり広ひろげていた。

　イクフサの腕うでが振ふるわれるたびに、魔ま人じんたちの首が幾いくつも血ち煙けむりを上げつつ宙ちゆうに舞まう。

　そして、才蔵の生み出した白霧は敵てきの感覚を惑まどわせる。




イクフサ：獰どう猛もうな笑えみを浮うかべつつ、敵を血祭りに上げていくぜ。（才蔵に向かって）おいチビ忍、ついてきてるか？　足を引ひっ張ぱったらテメェも殺すぞ。

才蔵：（冷たい声で）……それはこっちの台詞せりふでござるよ、ケダモノめ。殿とのの為ためでなければ誰だれがお前なんぞと……と言いつつ、イクフサめがけて降ふり注そそぐ矢の雨を〝霧〟で払はらう！

真弓：すごい、息ピッタリだね～。

才蔵：うひょ～、才蔵ってばカッコイイ！

イクフサ：ワシもワシも！

真弓：自分でうっとりしてるし！（笑）

浄ノ進：こいつら、「敵を圧あつ倒とうしてイイ気になりたい」という点では似にたもの同士だ。

ＧＭ：しばしの激げき闘とうの後、敵軍を率ひきいていた指し揮き官かんらしき魔界衆をイクフサが仕し留とめる！　「グワァァァッ！　妖よう怪かいと小こ娘むすめ風ふ情ぜいが、これほどの力を持っているとはぁぁぁっ!?」

イクフサ：あばよ、名もなき魔界衆。

ＧＭ：名前は用意してある。「このトラウィスカルパンテクウトリが敗やぶれるとは……！」

一同：え？

真弓：トラウィス……カル……何？（笑）

イクフサ：すまん、もう一いつ遍ぺん名前を言ってくれ。

ＧＭ：トラウィスカルパンテクウトリ。

浄ノ進：……な、なにそれ？

ＧＭ：アステカの神だ。金星と不ふ吉きつを司つかさどっている。かなり強い災さい厄やくの神だよ。

才蔵：かなり強いって言われても……。そうだ、南蛮の事情に詳しい殿なら知っているでござろうか。

真弓：ごめん、全然知らないよぅ（笑）。

浄ノ進：つーかＧＭ、なんでエキストラのザコ魔界衆に、わざわざそんなすごい名前つけてるんだよ。

ＧＭ：いや、昔むかし、仕事でアステカの神々の解かい説せつ文ぶんを書いたときに、こいつを担たん当とうしたことがあってな。名前のインパクトが好きなんだ。で、せっかくだから使ってみることにした。

一同：それだけかいっ！（笑）

ＧＭ：うむ。ちなみに名前以外はただのエキストラなんで深い設せつ定ていとかはない！

イクフサ：ええと、ともかく、その……トロピカルテクニシャンだっけか？（笑）

ＧＭ：「トラウィスカルパンテクウトリ！　フッ、東洋の島国に住む妖怪なんぞには覚え切れぬ高こう尚しような名だから無む理りもない」

浄ノ進：どこの文明圏けんの人間にとっても覚えにくいような気がするが。

ＧＭ：外野は黙だまってなさい。トラウィス以い下かり略やくは言葉を続ける。「俺を倒した程度でイイ気になるな。貴き様さまらでは信長公の御おん前まえどころか、安土に入ることすら出来ぬ！」

イクフサ：はン、弱い奴が戯ざれ事ごとを。踏ふみしだいて、先へ進むぜ。

ＧＭ：では、そいつは息絶えた。「ギャボッ！　つ、強過ぎる……」

才蔵：大層な名前の割には弱かったでござるな。

イクフサ：なぁに、ワシが強過ぎるのよ（笑）。……で、向かった先には何がある？

ＧＭ：森を抜ぬけた先に、宙に浮うかぶ安土パンデモニウムの威い容ようと、周辺に広がる城じよう下か町まちが見えてくる。

イクフサ：邪じや魔まな番人どもも弾たま切ぎれかい。じゃあ、遠えん慮りよなく入らせてもらうとするぜ。

ＧＭ：森を抜ぬけて歩ほを進めようとした瞬しゆん間かん、イクフサの全身に強きよう烈れつな衝しよう撃げきが走る！

イクフサ：何ッ!?

才蔵：（ハンドアウトを確かく認にんして）待てイクフサ、結けつ界かいでござるっ！

ＧＭ：いかにも。今いる位置よりも安土に近づこうとすると、目の前に光ひかり輝かがやく壁かべのようなものが瞬しゆん時じに形成されて、侵しん入にゆう者しやを弾はじき飛とばす。

イクフサ：厄やつ介かいなものを！

ＧＭ：どうやら、安土パンデモニウムを中心として、およそ一里り（四キロメートル）四方の空間は結界によって守られているようだ。

イクフサ：ええい、忌いま々いましい！




　忌々しそうに拳こぶしを眼がん前ぜんの空間に叩たたきつけるイクフサ。

　だが、結果は同じく、衝撃と共に弾き返されるのみ。




才蔵：これは……一いつ旦たん戻もどって、殿や浄ノ進に相談すべきでござろうな。特に浄ノ進ならば、なんらかの手しゆ段だんを講こうじられるやもしれぬ。と、ハンドアウトに書いてある（笑）。

イクフサ：畜ちく生しよう、信長の首を獲とってやろうとわざわざ出向いてきてやったってぇのによぉ！

ＧＭ：と、君たちが結界の前に立ち尽くすところでシーンは終しゆう了りようするが、最後にひとつ、イベントが発生する。




　突如、空が暗雲に包まれた。

　雷らい鳴めいが轟とどろき、強風が吹ふきすさぶ。

　イクフサたちが、いや、日本国中の万ばん民みんが空を見上げたとき、大音声が響き渡った。

「聞け、第六天魔王に逆らう者どもよ！」







近江国　現在の滋賀県辺り。

トラウィスカルパンテクウトリ　アステカの神。災厄と金星を司るとされている。

エキストラ　ルール上、データを持たない存在。通りすがりの一般人や、名もなき敵兵などが該当するが、トラウィスカルパンテクウトリのように「戦闘を演出する必要のない」敵や味方などもエキストラに含まれる。











◆Opening 02◆「女子高生、蘭丸と再さい会かいす」の段


Scene Player ─── 真弓






　安土へと向かう街かい道どう沿ぞいの、とある宿しゆく場ば町まち。

　乱らん世せいとはいえ、物や人が行き交う場所は、治安も守られ栄えているのが常である。

　その宿の一室に、真弓と浄ノ進の姿があった。




ＧＭ：次は真弓と浄ノ進のオープニング。とある宿場町に逗とう留りゆうしているところから始まる。

浄ノ進：その宿場町はローマとかエジプトみたいになってたりしないだろうな？（笑）

ＧＭ：安心してくれ。今のところ、魔ま界かい十じゆう字じ軍ぐんの影かげは見えない。

真弓：……浄ノ進さんの馬も、まだ普ふ通つうの姿だねぇ。

ＧＭ：うむ。

浄ノ進：人のアイテムを魔界探たん知ち機き代わりにせんでくれ～。

ＧＭ：細かいことはさておき、今は昼下がり。宿の部屋から見える光景は平へい穏おんそのものだ。偵察に出たイクフサと才蔵は、そろそろ安土に着いただろうかとか、そんな頃ころだ。

真弓：割わりと真しん剣けんな顔で安土の方角を見つめつつ、ふたりの無ぶ事じを祈いのってます。

浄ノ進：私は、イクフサも才蔵もいない以上は、自分が頑がん張ばって真弓様を守らねばならないと思っている。なので、張はり詰つめた表ひよう情じようで、周囲に気を配っている。

真弓：浄ノ進さん、そんなにピリピリしてたら、また血を吐はいて倒たおれちゃうよ～。

浄ノ進：ご心配いただきありがとうございます。しかし、幸いなことに最近では私の体も慣なれてきたのか、吐血してから復ふつ帰きするまでの時間を短たん縮しゆくできるようになって参りました。

ＧＭ：そうなのか。

浄ノ進：うむ、そうなのだ。

真弓：それって〝幸い〟なことなのかなぁ（笑）。

浄ノ進：さてさて、イクフサと才蔵めはちゃんと上手うまくやっているのでしょうか。

真弓：（こくりと頷うなずく）うん、あたしも心配だよ。無事だといいね。

浄ノ進：無事ではありましょうが……余よ計けいな騒さわぎを起こさぬかと心配です。

ＧＭ：ではそこで、浄ノ進の言葉を受けるようにして、突とつ然ぜん、少年の声が響ひびく。「いやぁ、騒ぎにはなっているみたいだよ」

真弓＆浄ノ進：!?

ＧＭ：いつの間にやら、部屋の隅すみにひとりの少年が端たん座ざしている。あの謎なぞめいた人物、信長の小こ姓しようを務める怪かい童どう・森蘭丸だ。

真弓：慌あわててかけよろうとします！　勇太！

浄ノ進：そっと押おしとどめる。……真弓様、あれは森蘭丸です。魔界の化け物です！

真弓：そこでハッと我われに帰ります。……うん、勇太……に見えるけれど、君は勇太じゃないんだよね。森蘭丸……なんだよね？

ＧＭ：（からかうような口調で）「ああ、君にとっては残念ながらね。けれど、そこの退魔師、化け物呼よばわりとはご挨あい拶さつだなぁ」

浄ノ進：当たり前だ、魔界衆め。何をしに来たかは知らぬが……。

ＧＭ：「手助けさ」

真弓：手助け？

浄ノ進：呆気あつけに取られるけど、すぐに我に返る。（厳きびしい口調で）何を言う。貴様は我われらの敵、日ノ本に仇あだなす魔界衆ではないか！

ＧＭ：「ははは。少し誤解があるようだね。厳げん密みつに言えば、僕ぼくは魔界衆じゃない」

真弓：魔界衆じゃ、ない？

浄ノ進：戯ざれ事ごとを。いつも信長のそばに侍はべる貴様が、魔界衆でなくてなんだというのだ。

ＧＭ：「システムの外側にある〝例外〟。チェスの指し手であって、駒こまとは違ちがう」

浄ノ進：しすてむ？　ちぇす？　……何を言っている。南なん蛮ばんの言葉か？

ＧＭ：「おっと。この単語、この世界で理り解かいできるのは真弓くらいか。失礼」

浄ノ進：とはいえ、何か企たくらんでいることはわかるぞ。こいつは信用ならん。

真弓：話くらいは聞こうよ。おファラオ様のときは、この子のお蔭かげで状じよう況きようが開けたんだし。

浄ノ進：それは確かに……そうですが……。

ＧＭ：「話を聞いてくれて僕も助かるよ。さて、手助けというのはほかでもない。君たちが魔界衆を倒たおすことに協力してやりたいんだよ」

真弓：えええっ!?

浄ノ進：……話が見えんな。明らかに罠わなではないか。でなければ、追おい詰つめられたがゆえ、仲間を売って命いのち乞ごいということか？

ＧＭ：「追い詰められた？　誰だれが？」

浄ノ進：お前たちが、だ！　貴様の仲間は次々と討うち果はたされているではないか。

ＧＭ：「それで追い詰められている？　ふふふ……ははは、はははははっ！〝神〟も安く見られたものだ！　じゃあ、君たちは、〝これ〟を見ても同じことが言えるのかな？」

一同：……？

浄ノ進：これとは何だ？

ＧＭ：「見るがいい！　そして聞くがいい！　〝第六天魔王〟織田信長の言葉を！」




　蘭丸の言葉が終わるや否いなや、天空より大音声が響き渡った。

「聞け、第六天魔王に逆らう者どもよ！」

　それは、これまで真弓や浄ノ進がまみえたいかなる魔界衆よりも荘そう厳ごんに、そして恐おそろしげな迫はく力りよくに満ちていた。







◆Opening 03◆「日本国、大だい魔ま界かいに染そまる」の段


Master Scene






「聞け、第六天魔王に逆らう者どもよ！」

　恐るべき大音声と共に天空に現れたのは、城しろよりも巨きよ大だいな人間の上半身であった。

　紅ぐ蓮れんの鎧よろいに身を包む、威い風ふう堂どう々どうたる武ぶ人じん。

　誰あろう、〝第六天魔王〟織田信長その人であった。




ＧＭ：というわけで、オープニング最後はマスターシーン。日本各地の上空に織田信長の立体映像が出しゆつ現げんして、迫はく力りよく満点に演説をブチかまします。

浄ノ進：おお、やっぱり出たな、巨大な立体映像。いいねいいね！

真弓：なんか嬉うれしそうだ（笑）。

ＧＭ：ちなみにこれは、配下の魔界衆の誰だれかが使うエンジェルハィロゥのエフェクト《天使の絵の具》の効こう果かね。

浄ノ進：うん、アジテーションにはピッタリのエフェクトだよな。アレは俺もどこかで使おうと思ってた。

ＧＭ：やっぱり？（笑）　……さて、信長は重々しい声で次のようなことを宣せん言げんする。




「これより、この日ノ本は、我ら魔界十字軍によって壊かい滅めつする！　見るがいい、我が配下どもの働きを！」

　信長の宣せん言げんに合わせ、映像が切きり替かわる。

　それは、日本各地で動き出した魔界十字軍の姿であった。




　──東北。

　奥おう州しゆうの雄ゆう、最上義光もがみ・よしみつの城を、ひとりの少年が訪おとずれていた。

　年としの頃ころなら十四、五。小こ柄がらだが引ひき締しまった体の上には、美々しい顔がある。

　右目があるべき場所を覆うは、漆しつ黒こくの眼がん帯たい。

「伊達政宗だて・まさむね、推すい参さん。伯父おじ上うえの首、頂ちよう戴だい仕つかまつる！」

　眼帯の下から〝闇やみ〟が噴ふん出しゆつし、たちまちのうちに城を吞のみ込こんでゆく！




イクフサ：ほぅ、やっぱり出てきたか伊達政宗。

真弓：この頃はまだ少年だったんですねぇ。闇ってことは……バロールかな？




　──小お田だ原わら城じよう、天てん守しゆ閣かく。

　そこには、関東一帯の支し配はい者しやである北ほう条じよう一族の首が転がっていた。

　鮮せん血けつの海と化した天守閣に立つのは、身みの丈たけ七尺しやくを超こえる屈くつ強きような老人ただひとり。

「相そう州しゆう乱らつ波ぱ・風魔小太郎ふうま・こたろう、ここに北条一族を討うち取とったり！」




イクフサ：北条氏、弱ッ！

才蔵：おお、武将ではなく風魔忍軍が敵になるでござるな！

ＧＭ：忍者が登場して、ヤケに嬉しそうだな（笑）。




　──京都。

　歴史ある都は、炎ほのおに包まれていた。

　愉ゆ快かいそうに見守るのは、南なん蛮ばん風ふうの外がい套とうで身を包む十五人の魔界衆。

　いずれの者も、その両りよう脚あしは異様なまでに鍛きたえ上げられ、筋きん肉にくははちきれんばかり。

　筆ひつ頭とうと思おぼしき男が、口元に笑みを浮かべながら呟つぶやく。

「京の都も、そして日ノ本の帝みかどのお命も風前の灯ともしび……」




真弓：じゅ、十五人？　多いよ！（笑）

才蔵：しかも〝鍛え上げられた両脚〟という描びよう写しや。一体、なんでござろうか。

真弓：足あし技わざが得意なことで有名な、十五人の戦せん国ごく武ぶ将しよう……？

浄ノ進：そんな奴やつは聞いたこともない！（笑）




　──西さい国ごく。

　洞とう春しゆん寺じと呼ばれる寺に、一基きの墓はかがあった。

　墓の前で一いつ心しん不ふ乱らんに怪しげな呪じゆ文もんを唱となえるのは、三人の若わか武む者しや。

　いずれも、その身に逆ぎやく十じゆう字じを刻きざまれし魔人であった。

　不意に、天より雷らい光こうが一いつ閃せん。墓はか石いしは微み塵じんに打うち砕くだかれた。

　やがて煙えん々えんたる砂さ塵じんが晴れ、ひとりの武人が姿を現す。

　若武者たちは一いつ斉せいにひざまずき、頭こうべを垂たれながら〝主君〟の帰き還かんを言こと祝ほいだ。

「父上！　現げん世せへの再さい臨りん、まずはおめでとうございます」

　若武者たちの言葉に、武人は静かに頷うなずき、そして──

「揃そろっておるようだな、隆たか元もと、元もと春はる、隆たか景かげ。……さぁ、毛利元就もうり・もとなりが軍ぐん略りやく、久ひさ方かたぶりに天下に示しめそうぞ！」




イクフサ：今度は毛利元就が蘇よみがえったか！

真弓：ああ、各地が大だい惨さん事じすぎる～！（笑）




「魔界の神々の意い志しにより、貴き様さまら日ノ本の民たみは、すべて我われらが食料……すなわち〝甘かん露ろ〟となって喰くらい尽つくされるのだ！」

　天正十年七月。

　日本は、南蛮の神々の手によって滅ほろびようとしていた。

　対たい抗こうできるのは、真弓たちを置いてほかにはない。

　だが、敵はあまりにも多く、あまりに強大であった……。







《天使の絵の具》　エンジェルハィロゥのエフェクト。幻影を作り出す。

最上義光　出羽の国に君臨した戦国大名。史実では、後に山形藩の初代藩主となる。

伊達政宗　〝独眼竜〟として名を馳せた隻眼の戦国武将。奥州一帯の覇者。彼にとって最上義光は伯父にあたる。

北条一族　小田原を本拠地とし、関東一帯を支配した一族。

相州乱波　風魔忍者の異称。

風魔小太郎　風魔忍者の頭領は、代々、この名を名乗る。

毛利元就　中国地方の全域を支配した戦国大名。隆元、元春、隆景はいずれも実子。











　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆「女子高生、魔界に立ち向かわんとす」の段


Scene Player ─── 真弓






　信長の日本壊かい滅めつ宣せん言げんより一夜。

　真弓たちは、逗とう留りゆうしていた宿やどにて再ふたたび合流を果たし、今後の対たい応おう策さくを練ねっていた。




ＧＭ：さて、それではミドル最初のシーンは全員登場だ。シーンプレイヤーは真弓。君たちが、宿で合流したところからシーンは開始される。

真弓：はい、わかりました。……そういえば、蘭らん丸まるは？

ＧＭ：信長の演えん説ぜつと同時に姿すがたを消してしまったよ。

真弓：そっかぁ……。じゃあ、ひとつでも大変だった魔界が一いつ遍ぺんに幾いくつも出しゆつ現げんしたんで、どうすればいいのかわからずにう～う～と唸うなってます。

才蔵：では、そこに音もなく窓まどからスルッと軽かろやかに登場するでござる。

イクフサ：同じく。

真弓：イクフサ、才蔵！　大変なことになっちゃったよ～と、すがりつくように、あたしたちの見聞きしたものを伝えるよ。

イクフサ：なるほどな。信長の野や郎ろうについては、ワシらも見た。

浄ノ進：奴やつは、日ノ本の民全すべてを〝甘かん露ろ〟にすると宣言した。これは由ゆ々ゆしき事じ態たいぞ。

真弓：普ふ通つうなら、ここでボスの信長を倒たおせばいいんだろうけど……安土には入れないってさっきのシーンであったよね？

才蔵：そうでござる。ここで、かくかくしかじかと安土の様子を描びよう写しやしつつ、結けつ界かいについて浄ノ進に相談。お主、何かわかることはないか？

浄ノ進：ふむ、それは……ＧＭ、何かの技ぎ能のうで判はん定ていしてわからないか？

ＧＭ：退たい魔ま師しとしての知ち識しきと、これまで戦ってきた魔界衆しゆうから得た情じよう報ほうを総そう合ごうすれば、判定するまでもなくわかる。その結界は、日本各地から集めた〝甘露〟を用いた儀ぎ式しきによって作り出されたものだ。

浄ノ進：なんと！

ＧＭ：そして、此こ度たびの魔界衆総そう決けつ起きによって、より膨ぼう大だいな量の甘露が集められては安土へと送られる。結界の防ぼう御ぎよ力りよくはさらに高まるであろうことは想そう像ぞうに難かたくない。

才蔵：人の命を喰くうだけに飽あき足たらず、守りを固める防ぼう壁へきにまでされておるのでござるか……なんとむごい。

真弓：浄ノ進さん、どうにかできないの？

浄ノ進：いやしかし、これは……ううむ。

イクフサ：大たい将しようの首を獲とればどうにかなるのかも知ンねぇが、その大将の所には辿たどり着つけないときてやがる。

才蔵：打つ手なしでござるか？

一同：う～ん……。

ＧＭ：そのとき、不意に部屋の隅すみの空間が揺ゆらぐ。目を向けると、オープニングと同じく、いつの間にか森蘭丸がひとり端たん座ざしている。

真弓：あっ！

イクフサ：ああン？　こいつが、噂に聞いた信長の腰こし巾ぎん着ちやくか。殺すか。

真弓：待ってイクフサ！　……また、来てくれたの？

ＧＭ：「君たち全員が集つどうのを待っていた、というところかな。説明は、一いつ時ときにした方が楽でいいだろう？」

浄ノ進：説明？　まだ何か語ることがあるのか。

ＧＭ：「言ったじゃないか。『手助けしたい』って。このまま手をこまねいて見ていれば、日ノ本の民すべてが甘露に成り果て、食料、あるいは安土の防壁代わりにされるよ」

才蔵：それをしているのは貴き様さまらでござろう！

ＧＭ：（肩かたをすくめ）「それが、こちらにも少々都合があってね。ともかく話を聞きなよ」といいつつ、蘭丸は懐ふところから和紙に描えがかれた日本地図を出す。この時代にしては精せい密みつだ。

浄ノ進：こ、これは？

ＧＭ：「この日ノ本を描いた絵図面さ」

真弓：地図？　ならこっちの方が詳くわしいかも。学生鞄かばんの中から地図帳出していいですか？

ＧＭ：ん、許きよ可かしよう。それを見て、蘭丸の表ひよう情じようはやや微び妙みようになる。「……なるほど真弓、君の時代の地図か」

才蔵：これはすごい。これに比くらべれば、蘭丸の地図はクズでござる！（笑）

浄ノ進：色ついてんぞ、色！

イクフサ：ワシは勝手に鞄を漁あさって日本史の教科書とか見つけて眺ながめては驚おどろいている。おい、「本ほん能のう寺じで信長死ぬ」とか書いてあんぞ！（笑）

才蔵：殿とのの地図上の、この印は何でござるか？　と、地図記号を指差す。

イクフサ：ん、それは果か樹じゆ園えん、そっちは工場だ。

ＧＭ：なんで知ってんだよ！（笑）では、蘭丸は一いつ瞬しゆんションボリとした後で気を取り直し、「ならばこっちを使わせてもらおう」と、筆で真弓の地図帳になにやら書き込んでいく。

真弓：ああっ！　なんてことを！

イクフサ：いいじゃねぇか。どうせあんまり使わねぇんだろ。

真弓：使うもん！　テスト前とかは！

浄ノ進：つーか、なぜイクフサが、真弓の教科書類の使用状じよう況きようを知ってるんだ（笑）。




　ＧＭは日本の白地図を取り出し、卓たく上じように広げた。

　地図上の各所には、マーカーで印が付けられている。

　その数、十箇か所しよ。内うち訳わけは次の通りであった。
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・東北／米よね沢ざわ

・関東／小お田だ原わら

・京都

・近きん畿き／堺さかい

・紀き伊い半島／飛鳥あすか

・北陸／魚うお津づ

・中国／安あ芸き

・四国全ぜん域いき

・九きゆう州しゆう／薩さつ摩ま

・天空（常つねに移い動どうしている）




ＧＭ：「これが、現げん在ざい各地で展てん開かいし、甘露を生成している〝魔ま界かい〟のすべてさ」

真弓：これ、全部が魔界なんですか？　ひーふー……十個こ！　多い！

浄ノ進：〝天空〟って何だ、〝天空〟って。

ＧＭ：ああ、それは空を飛んでいる魔界衆がいるってこと。

真弓：当然のようにすごいことを言いますね（笑）。

ＧＭ：「これらの魔界は、今も人々を甘露に変えつつ、その勢せい力りよく範はん囲いを広げつつある。すべての土地が魔界に吞のみ込こまれるのも時間の問題だね」

一同：…………。

真弓：じゃあ、これを全部潰つぶせばいいの？　って、さすがに数が……。

ＧＭ：「そう。ひとつひとつ回っていては、到とう底てい、時間が足りなくなるね。すべて回り切る前に、どれだけ多くの人々が甘露にされ、それを受け取る魔界衆の力が強大になるか……」

浄ノ進：（何か思いついた顔で）……これはアレか。制せい限げん時間内に、みんなで手分けして各魔界を滅ほろぼすという仕し掛かけか？

ＧＭ：はい、正せい解かい！　蘭丸のくれる情じよう報ほうと、今回のルールをまとめると次のようになるよ。




・各魔界に赴おもむき、設せつ定ていされた試練をクリアすることで、その魔界を滅ほろぼすことができる。

・ひとつの魔界はひとつのシーンとしてカウントする。

・ＰＣ四人全員が一回ずつシーンに登場し終えると、〝１ターン〟が終しゆう了りようする。

・ひとりのＰＣは、１ターンにつき一箇所にしか登場できない。

・魔界が日本を吞み込むまでの期き限げんは一ヶ月。制限時間にすると３ターン。

・最低五つの魔界を滅ほろぼせば、安土へ送られる甘露が減へることで結界が弱まり、安土パンデモニウムへの侵しん入にゆうが可か能のうとなる。

・信長の元へ向かうとクライマックスとなり、これを倒たおせば他の魔界衆は壊かい滅めつする。

・なお、倒しきれなかった魔界の数だけクライマックスで戦う信長の力が増ぞう大だいする。

・三ターン目が終了した時点で安土へ侵入可能な条じよう件けんを満たしていなかった場合、日本は魔界に吞み込まれ、このシナリオは失敗となる。




真弓：なるほど、個こ別べつで魔界に……って、個別で戦えるのぉぉぉっ!?

才蔵：一巻かんのときは、一匹ぴきに対して総そうがかりであんなに苦戦していたでござるよ！

ＧＭ：うむ、これまでの戦いを経へて、君たちも強くなっている。大だい丈じよう夫ぶだ！

浄ノ進：なんという力ちから技わざな理り屈くつだ（笑）。

イクフサ：まぁ、まとめて出てくると雑魚ざこになるという法ほう則そくもあるしな。

ＧＭ：イクフサ、いいこと言った！　ま、大まかなルールはそんなとこです。

才蔵：質しつ問もん。才蔵は《ハンドリング》をもっているが、これを使って猿さるの佐さ助すけだけをシーンに登場させることはできるでござるか？

ＧＭ：（考えて）うん、許可しましょう。ただし、使用できるのは１ターンにつき一回まで。

才蔵：了りよう解かいでござる。

ＧＭ：あ、それともうひとつ。ターン開始前、各人が任にん意いの魔界ひとつについて一回だけ〈情報：魔界〉か〈情報：ジパング〉で情報収集判定を行えるよ。

才蔵：情報収集！　得意になったばかりなので、その腕を振るうでござるよー。

ＧＭ：判定の達たつ成せい値ち次第で、魔界の概がい要ようや、必要とされる技能などが判はん明めいする。なお、同一の魔界を複ふく数すう回かい調べると、判定の度に目もく標ひよう値が２ずつ下がっていく。

一同：ふむふむ。

浄ノ進：まぁ、あとは実際にやってみるか。

イクフサ：話はまとまったな？　なら、蘭丸に一歩近づいて、ぎろりと睨む。

ＧＭ：それは薄笑いでいなす。「なんだい、イクフサ？」

イクフサ：聞くだけのこたぁ聞いた。なら、オメェの役目はここで終わりだろ。

真弓：イ、イクフサ？

イクフサ：なンだかンだ言うたって、いずれ倒す相手だろう？　なら、あれこれ動く前に首を落としておきゃあいい！　獰猛な笑みを浮かべつつ、襲いかかろうとずるぜ。

ＧＭ：では、ここでイベント発生。後で起こそうと思ってたが、ちょうどいい。

イクフサ：お？

ＧＭ：君が蘭丸に殺意を向けた瞬間、脳裡に不可思議な映像がフラッシュバックする。




　それは、刹那にも満たない時間であった。

　脳裡に、少年の映像が浮かぶ。

　着ている服は違うが、蘭丸そっくりの少年だ。

　彼は何事かを訴えかけているが、内容までは聞きとれない。




ＧＭ：……というところで、イクフサは我に返る。

イクフサ：ワケがわからンので、頭を抑えつつ蘭丸に吼える。てめぇ、何しやがったッ!?

ＧＭ：だが、どうやら蘭丸もまた何かを幻視したらしく、戸惑うような表情を浮かべている。「今のは……一体……」

イクフサ：ああン？

一同：…………？

ＧＭ：だが、蘭丸の表情はすぐに薄笑いに戻る。「まぁいい。伝えるだけのことは伝えた。……頑張りなよ、女子高生」ここで《ワームホール》を使用。虚空に穴を開け、退場する。

一同：…………。

イクフサ：むぅ……。

才蔵：なんだったんでござろうか。

イクフサ：さてな。何やら重要っぽいイベントだったことだけはわかるが（笑）。

真弓：イクフサが見た少年って、勇太……だよねぇ？

イクフサ：プレイヤー的にはそう思うが、それが何を意味するのかわからンな。

浄ノ進：ふむ。ともあれ真弓様、蘭丸の件はさておき、一刻も早く日本各地の魔界を打ち滅ぼしに参りましょう。

真弓：そうだね。早くしないと罪つみもない人たちが甘露にされちゃう……みんな、頑張ろう！

一同：おう！




　　　　＊　　　＊　　　＊




◆第１ターン

ＧＭ：それでは第１ターンを始めよう。まずは情報収集判定をどうぞ。




▼真弓の情報収集

真弓：ん～、どこにしましょう。十五人いるとか、すごく気になることをマスターシーンで言ってたし、京都にする？

ＧＭ：京都は目標値15。

イクフサ：目標値が高いな。そこらは才蔵か浄ノ進に任まかせた方がいいんじゃねぇか？

真弓：それもそっか。じゃあ、京都の次に敵てきの数が多そうな、毛利元もと就なりのとこにするよ。毛利は中国地方……でいいよね？

浄ノ進：それでよいかと。これで毛利が東北にいたりしたらＧＭを殴なぐりましょう（笑）。

真弓：んー、達成値は７。

ＧＭ：ふむ。それでわかる情報は……。




・主に必要な技能：〈回かい避ひ〉

・支し配はい者しやはオーディン元就。安芸国一帯は、北ほく欧おう神話の魔界と化している。

・領りよう民みんは皆みな、ヴァイキング装しよう束ぞくに身を固めた不ふ死じ身みの兵士〝アインヘリャル〟へと変えられ、毎日壮そう絶ぜつな殺し合いに明あけ暮くれている。

・元就の元へ辿たどり着つくには、迎げい撃げき用の戦せん術じゆつ兵へい器き〝グングニル〟による攻こう撃げきを回かい避ひしなければならない。

・回避に失敗したら、その時点で失敗となる。




真弓：中国がヴァイキングになっちゃったよ！

浄ノ進：中国地方の方に謝あやまれ（笑）。

イクフサ：ふぅーむ。オーディンは毛利元就に憑ひよう依いしたのか。同じ隻せき眼がんだし、てっきり伊達政宗だて・まさむねかと思ってたわ。

ＧＭ：政宗は右目、オーディンは左目を失っているので、隻眼性せいの違ちがいということで（笑）。

真弓：必要な技能は〈回避〉かぁ。みんな苦手……いや、才蔵が得意なんだっけ？

才蔵：いかにも！　ここはお任せあれ。《幸運の守しゆ護ご》で回避しまくってやるでござるよ！




▼イクフサ＆浄ノ進の情報収集

イクフサ：ワシは情報収集判定が苦手じゃ。目標値の低い紀き伊い半島にしておいて……（ダイスを振ふる）……おお、達成値はたったの３！

ＧＭ：そりゃ失敗だ。なにもわからん。ここの目標値は最低８からだ。

浄ノ進：ふむ。ならば、私わたしが二度目の判定を行おう。（ダイスを振る）達成値は７だが、複数回の挑ちよう戦せんなので目標値が２下がって６になり、一いち応おう成功。

ＧＭ：ふむ。大体わかるが、全部ではないな。




・支配者は〝ビラコチャ大だい仏ぶつ〟と呼よばれる黄おう金ごんの巨きよ大だいな仏ぶつ像ぞう。

・戦せん闘とうは発生しないが、大仏の破は壊かいが目的であるため、高い攻こう撃げき力りよくが要求される。




浄ノ進：ビラコチャ？　むぅ、プレイヤー的にも知らん。

ＧＭ：インカの偉えらい神様だよ。

真弓：インカ！（笑）南米が来ましたね。

イクフサ：で、それが〝大仏〟か。……一巻のときの〝アヌビス如によ来らい〟と同じような匂においがプンプンしやがる（笑）。




▼才蔵の情報収集

才蔵：では才蔵が、小田原について調べるでござる。マスターシーンからすると、きっとここは忍にん者じやである風ふう魔まがいる！《地じ獄ごく耳みみ》を使って、達成値13！

ＧＭ：そりゃ高いな。では、すべての情報が判明する。




・主に必要な技能：〈隠おん密みつ〉〈追つい跡せき〉〈知覚〉

・支配者は風魔パズズ小こ太た郎ろう。

・メソポタミア忍にん法ぽう〝バビロニアンキャッスル〟により、現在の小お田だ原わら城じようは六十階建だての塔とうと化している。

・各かく技ぎ能のうに自信があれば、ひとりでも問題なくクリアできる。




ＧＭ：……といった次第です。

真弓：メ、メソポタミア忍法……！

才蔵：何が〝バビロニアンキャッスル〟だ。忍者なめるな！（笑）

ＧＭ：何を今いま更さら。ここはジパングだ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、これで一いつ旦たん、情報収集フェイズは終了だ。

浄ノ進：残るは、誰だれがどこへ行くかという問題か。

才蔵：才蔵は、なんといっても小田原のパズズ小太郎と戦いたいでござる。

イクフサ：けど、毛利ンとこで回避できる奴が必要になるぜ？

才蔵：そこは安心せい。お猿の佐助を《ハンドリング》で登場させればよいでござる！




　しばしの話し合いの結果、第一ターンでは次のような行動配分となった。




・真弓＆佐助：中国

・イクフサ＆浄ノ進：紀伊半島

・才蔵：小田原




ＧＭ：ふむ。それでは、第一ターンの魔界行脚あんぎやの様子をＰＣ番号順に解かい決けつしていくとしよう。つまり、まずは真弓からだ。

真弓：はい！　おっしゃ、どんな変へん態たいでもドンと来ーい!!（笑）







オーディン　北欧神話の主神。隻眼の老人の姿をしており、嵐と魔術を司る。

アインヘリャル　オーディンに仕える不死身の戦士。

グングニル　オーディンの持つ魔法の槍。

ビラコチャ　インカ文明の祖神。

パズズ　メソポタミアの魔神。映画『エクソシスト』で有名になった。











◆Middle 02◆「隻眼の王神、槍やりを放つ」の段


Scene Player ─── 真弓






　安あ芸きの国くに。

　中国地方の雄ゆう、毛もう利り家けが支配する国である。

　真弓は肩に佐助を乗せ、毛利の居きよ城じようへと向かうのだった。




ＧＭ：シーンプレイヤーは真弓。

真弓：（自分の頰ほおを軽く叩たたいて）よし！　さぁＧＭ、どっからでもかかってきてください！

才蔵：才蔵も、お猿の佐助を《ハンドリング》で登場させておくでござるよ。

ＧＭ：了りよう解かい。安芸国へと向かった真弓が見たものは……。




　そこは、戦場であった。

　人々は皆、日本人離ばなれした濃こい目の顔つきになり、角のついた兜かぶとと西せい洋よう剣けんや戦せん斧ぷを振ふるって互たがいに殺しあっている。

　彼かれらは真弓たちには目もくれない。

　修しゆ羅ら道どうさながらの光景の遥はるか先には、一ひと際きわ巨きよ大だいな石いし造づくりの壮そう麗れいな城しろがそびえていた。




真弓：うう、想像以上に酷ひどい……。

ＧＭ：君が眉まゆをしかめていると、城の方から他を圧あつする〝声〟が響ひびいてくる。「我わが名はオーディン元就。女子高生よ、我われがアスガルド魔界を蹂じゆう躙りんせんとする汝なんじが野心、我と我が槍やり、そして我が三人の息子むすこ女神たちによって砕くだかれるべし！」

真弓：む、息子女神？（笑）

才蔵：あいつは何を言っているでござるか？

ＧＭ：「疾とく立ち去れ、招まねかれざる者よ。ゆけ、魔ま槍そうグングニル！」オーディン元就の号令一下、地平線の向こうから、三本の巨大な柱の如ごとき槍が飛来する！

一同：三本っ!?

真弓：グングニルって一本じゃないのぉぉぉっ!?

才蔵：来た！　やはり来た、〝毛利三本の矢〟!!

ＧＭ：なお、その柱にはそれぞれ優ゆう美びな衣い装しように身を包んだ運命の三女神、ウルド隆たか元もと、ベルダンディ元もと春はる、スクルド隆たか景かげらが搭とう乗じようしている。

浄ノ進：乗ってんのかよ！（笑）

ＧＭ：「グングニルは一本でも折れないが、三本集まった上に運命の三女神の力が宿やどれば、これはもう完全無欠絶ぜつ対たい無む敵てき天上天下唯ゆい我が独どく尊そん的にアンブレイカブル！」

真弓：息子だけど女神になってて、一本の槍が三本で、ええと……もう何言ってるかわかんないよーっ！（笑）

才蔵：混こん乱らんする殿とのの頭を、肩に乗った佐助がポンポン叩たたくでござる。落ち着かれよ！

真弓：はっ、そうだった、早く避さけないと！

ＧＭ：それではこの魔界のルール説明をしますよ。

真弓：はーい。

ＧＭ：三回連続で射しや撃げき攻撃の命中判定を行う。命中した人は《吹ふき飛とばし》によって強きよう制せい的てきに移動させられ、シーンから退たい場じようさせられる。

一同：げげっ！

真弓：退場したあと、再さい登とう場じようはできますか？

ＧＭ：できません（きっぱり）。再さい挑ちよう戦せんする場合、また別のシーンという扱あつかいになる。

真弓：うわわぁ～。それはキツイ！

ＧＭ：ではいくぞ、最初の一いち撃げき目め！　達たつ成せい値ちは13！

真弓：あ、思ったほど高くない……？

才蔵：ならば《氷ひよう壁へき》！　達成値は……（ダイスを振ふろうとする）。

ＧＭ：ストップ。それに対しては、運命の三女神が《時の棺ひつぎ》で妨ぼう害がいする！

才蔵：なんと！　……くっ、対たい抗こう手しゆ段だんはないでござる。やむを得ないので、《炎えん陣じん》でカバーリングを宣言。佐助が殿をお守りする！




　天空より、巨おお槍やりが迫せまる！

　そのとき、真弓の方から影かげが走る。

　猿の佐助であった。

　佐助は巨槍にしがみついてその軌き道どうを変え……そして諸もろ共ともに遥はるか彼方かなたへフッ飛んでいった。




才蔵：（佐助の声）バイバイウッキー！（笑）

真弓：佐助ーっ！

浄ノ進：え、えげつない……。ここ、ひとりで来てたら確かく実じつに失敗してたわけだな。

ＧＭ：うん、そういうこと。情報収集でもっと高い目が出ていればわかってたんだけどね。さて、残り二回の攻撃が行くぞ！




　二投目のグングニルは、出目に助けられ、なんとか回かい避ひに成功する真弓。

　そして運命の三投目───




ＧＭ：「これで終わりだ、女子高生！　いかな汝とて、過か去こに当たり、現在に当たり、未来に当たる槍ノルン・グングニルの前には無力！」（ダイスを振る）…………オゥ？

一同：…………あ。

真弓：（おずおずと）あの……その……１の目、多いですね。

イクフサ：多いっつーか……全部１だぞ。六個振ふって、全部１。

ＧＭ：バカなぁぁぁっ！（爆ばく笑しよう）




　三投目の槍は、真弓に届とどくこともなく明後日あさつての方角へと飛び去っていった。

　もはや邪じや魔ま立だてするものはない。

　真弓は、オーディン元就の居きよ城じようへと向かった。

　着いた。




一同：早っ！

イクフサ：ほかに番兵とかいないのかよ！

ＧＭ：ああ、そいつらはみんな外で仲良く殺し合いに夢む中ちゆうなので。

イクフサ：ア、アホだ……。

ＧＭ：（重々しい声で）「よくぞ、よくぞここまで辿たどり着ついた女子高生……」

真弓：ごめんなさい、撃うたせてもらいます。トキジクの弓で攻撃して、達成値は25。

ＧＭ：こいつは攻撃以外の能力は皆無だ。だから、撃たれりゃそれだけで死ぬ。（不気味に色っぽい声で）あふンッ♪

一同：弱ぇぇぇっ！（爆笑）

真弓：〝あふンッ♪〟って、そんな、あっさり！

ＧＭ：そしてオーディンが退たい去きよしたことで、元就は元の英えい傑けつとしての魂たましいを取とり戻もどす。「見事であった女子高生！　よくぞ恐おそるべきオーディンを倒し、この元就の魂を救ってくれた！」

真弓：いえ、その、なんというか……全然大した敵ではなかったような……。

ＧＭ：「友を得て　なおぞうれしき　桜さくら花ばな　昨日にかはる　今日のいろ香かは」辞じ世せいの句くを残し、元就もまた、再び塵ちりへと還かえってゆく……。




　かくて北欧の主神オーディンと、その一いつ党とうはまとめて倒たおれた。

　人々はアインヘリャルという修しゆ羅らの身分から解かい放ほうされ、終わらぬ闘とう争そうは終わったのである。

　日本アスガルド化計画、潰ついえる！







毛利三本の矢　「一本の矢は容易く折れるが、三本束ねれば折れることはない。だから三人仲良く力を併せろ」という、有名な故事。

ウルド、ベルダンディ、スクルド　北欧神話において運命を司る三姉妹。











◆Middle 03◆「熱風の魔ま神じん、塔に潜ひそむ」の段


Scene Player ─── 才蔵






　相模さがみの国くに、小田原。

　北条氏の城じよう下か町まちとして栄える地である。

　だが、訪おとずれた才蔵が目にした光景は、砂さ塵じんが舞まい、熱風が吹ふき荒あれる廃はい墟きよであった。




ＧＭ：では次に才蔵のシーン。事前情報でも判明しているように、小田原は現在、熱風が吹き荒れ、疫えき病びようが蔓まん延えんする地と化している。

才蔵：うげ～。疫病とは実にイヤな感じでござる。

ＧＭ：人々は、辛かろうじて生きているような状じよう態たいだ。病によって人々から失われた生命力は、熱風によってかつて小田原城であった六十階建だての塔とうへと運ばれてゆく。

真弓：うう、酷ひどい……。

才蔵：ちゃちゃっとこの地を平定するでござる。用心深く、塔の中へと潜せん入にゆうを試みようとするでござるが……？

ＧＭ：特に番人らしき者も存そん在ざいせず、容易に塔一階部分の扉とびらまで辿たどり着くよ。中は、石造りの迷めい宮きゆうになっている。

才蔵：ふむ。油ゆ断だんなく周囲を見み渡わたすでござるよ。

ＧＭ：すると、いずこからともなく重々しい声が響ひびいてくる。「身みの程ほど知しらずの侵しん入にゆう者しやか。神たる我われに挑いどむとは愚おろかなり！」

才蔵：この声、風魔小太郎ふうま・こたろうでござるか？

ＧＭ：「いかにも。小こ娘むすめよ、貴様は何者だ」

才蔵：天てん下か無む双そう、伊い賀が上じよう忍にん・霧隠才蔵！

ＧＭ：「やれやれ。音に聞こえし伊賀の霧隠が、こんな小娘であったとはなぁ」

才蔵：時代は変わったでござる。そろそろ隠いん居きよが似に合あう年とし頃ごろでござろう、風魔の御ご老ろう人じん？

ＧＭ：「我はパズズと契ちぎり、老おいも病やまいも超ちよう越えつした。我は上忍すら凌しのぐ神しん忍にんとなったのだ！」

才蔵：〝ぱずず〟……言うまでもなく、才蔵は初めて聞く名でござる。

ＧＭ：「パズズは疫えき病びようをもたらす熱き風の魔神なり。そして風魔とは風の魔と書く。つまり風魔忍者とは、古代メソポタミアより数千年も続くパズズ所縁ゆかりの者たちだったのだ！」

真弓：絶対に噓だーっ！（笑）

才蔵：しかし、知識のない才蔵的には「そういうものか」と納なつ得とくせざるを得ない！　ここに殿がいればツッコミようもあったでござろうに。

ＧＭ：「ま、それはともかく我は六十階建ての塔のいずこかにおる。見つけることができるかな、伊賀忍者！」

才蔵：首を洗あらって待っていろでござる、風魔忍者！




　塔内部の風魔忍者たちをやり過すごすための〈隠おん密みつ〉判はん定てい。

　入り組んだ迷めい宮きゆうを踏とう破はするための〈追つい跡せき〉判定。

　そのいずれにも才蔵は成功した。

　残る試練は、パズズ小太郎を発見することのみである。




ＧＭ：パズズ小太郎は、《不ふ可か視しの領りよう域いき》＋《領域調ちよう整せい》で〈交渉〉判定を試みる。その達たつ成せい値ちを目もく標ひよう値とした〈知覚〉によるリアクションに成功すれば、才蔵の勝ちだ。

才蔵：対決に負けた場合はどうなるでござるか？

ＧＭ：失敗するごとに、パズズ小太郎からの攻撃を一回受ける。なお、見つけることさえできれば、彼は即座にエキストラとなるものとする。

浄ノ進：見つかったら終わりなのか。

真弓：それは忍者らしいような、情けないような……（笑）。

才蔵：相手がオルクスのエフェクトを使うなら、対たい抗こう策さくは万ばん全ぜん！《支配の領域》で〈知覚〉判定にダイスボーナス＋５。こちらは〝霧〟の領域を展てん開かいして探さぐり当ててやるでござる！

ＧＭ：「風と同化した我を見つけることなど不ふ可か能のう！」（ダイスを振る）こちらの達成値は13！

才蔵：こっちは15！　勝った！




　塔に侵しん入にゆうしてから、ずっと感じてきた気配。

　まるでそばにいるかのように耳へ届く声。

　それが意味することは───




ＧＭ：パズズ小太郎の居い場ば所しよ……気づいてみれば、簡かん単たんなことだった。

一同：…………？

ＧＭ：答えは、〝入り口からずっと才蔵のすぐ後ろにいた〟でした。

才蔵：うおっ!?

一同：だぁぁぁっ！（脱だつ力りよ＆く爆ばく笑しよう）

イクフサ：な、なンつー低レベルな忍にん者じや合がつ戦せんだ！

才蔵：エキストラ化したなら話は早い。ヒョウタンで殴なぐって倒たおすでござる。えいっ。

ＧＭ：「あうっ。み、見事……お主こそ、まことの天下一の……忍者、よ……」

真弓：オープニングではあんなに強そうだったのに～！

才蔵：（妙みようにシリアスな声色で）パズズ小太郎、恐おそるべき敵でござった……。

浄ノ進：（冷静に）どこがだよ。

才蔵：情なさけない敵でも、褒ほめ称たたえないことには勝った才蔵の立場がないだろっ！（爆笑）




　かくてメソポタミアの魔神パズズは倒れた。

　大地は本来の姿を取とり戻し、人々を苦しめていた病も消え去ったのである。

　日本メソポタミア化計画、潰ついえる！







友を得て　なおぞうれしき～　毛利元就の辞世の句。











◆Middle 04◆「黄おう金ごんの聖せい神じん、仏ほとけを騙かたる」の段


Scene Player ─── イクフサ






　大和やまとの国くに、飛鳥あすか。

　古代日本において、大おお王きみの宮きゆう殿でんがあり、大いに栄さかえた場所である。

　その地を訪おとずれたイクフサと浄ノ進は、恐おそるべき光景を目にするのであった。




ＧＭ：お次はイクフサと浄ノ進。君たちが飛鳥の地に赴おもむくと、そこでは怪あやしげな邪じや教きようが人々の間に蔓まん延えんしているのであった……。

浄ノ進：邪教か……まぁ、〝ビラコチャ大だい仏ぶつ〟って名前だけで、それはよくわかる（笑）。

イクフサ：で、どんな教えなんだ？　おファラオ様か？

ＧＭ：いや、ちょっと違ちがう。町の中心部に小山のように巨きよ大だいな黄金の大仏が座ざしており、その前に無数の民たみが長ちよう蛇だの列を作っている。彼かれらは口々に「お助けくださいビラコチャ大仏様！」「オラ、ナスカ浄じよう土どさ行くだー」と呟つぶやき……。

イクフサ＆浄ノ進：同じじゃねーかよっ！（爆ばく笑しよう）

真弓：ナスカ浄土……！

浄ノ進：どいつもこいつも、どうしてあからさまに怪あやし過すぎる宗しゆう教きように引っかかる！（笑）

ＧＭ：人々が恍こう惚こつの表ひよう情じようのまま大仏に触ふれると、そのままズブズブと内部に溶とけ込こんでいってしまう。

才蔵：むぅ、グロいでござる。

ＧＭ：これはエグザイルのエフェクト《吸きゆう収しゆう》の演出として扱う。

浄ノ進：あまりのおぞましさにこみ上げてきた血を、なんとか吞み込んで抑おさえる。ぐっ、魔ま界かい十じゆう字じ軍ぐんめ。相も変わらず非ひ道どうなことを……！

イクフサ：はン。あンなもんにビビッてんじゃねぇぞ山住。前に見た信しん玄げんピラミッドの方が、あれよかずっと大きかったじゃねぇか。

浄ノ進：そ、そういえばそうであったな。

イクフサ：……しかし、なんでまた武ぶ将しようじゃなく、仏ぶつ像ぞうなんぞに取り付いてんだ？

ＧＭ：それについては、大仏の口から聞こえてくる声が説明いたします。「聞け、飛鳥の人々よ。我われはナスカ浄土より来た仏コチャ！〝飛鳥〟と〝ナスカ〟は似にていると思わぬコチャ？　よって汝なんじら飛鳥の民はナスカ浄土に往おう生じようできるコチャ！」

真弓：ぶふぅっ!?（[image: ]危あやうく飲みかけの茶を吹ふき出しそうになる）

浄ノ進：なんだその無茶な理り屈くつはぁぁぁっ！（笑）

イクフサ：バ、バカすぎる……。

才蔵：しかも、〝コチャ〟ってなんでござるか、〝コチャ〟って！　どういう語ご尾びか！

ＧＭ：大仏だけだといまいちキャラ立てが薄うすくてな。なんとなくつけてみた。

浄ノ進：お前、〝なんとなく〟で余所よその神様を弄もてあそぶクセをなんとかしろ（笑）。

ＧＭ：善ぜん処しよします。それはさておき、この場所のルールを説明しよう。目的は簡かん単たん、３ラウンド以内に破は壊かいするだけでいい。

浄ノ進：……制せい限げん時間以内に壊こわせなかったら？

ＧＭ：大仏内部に囚とらわれている人々は、完全に吸収されて死し亡ぼうする。そこから得た甘かん露ろは、余あまさず安土に送られるという寸すん法ぽうだ。

浄ノ進：ええい、そのような外げ道どう、一いつ刻こくも早く破は壊かいせねば！

イクフサ：おうよ。さっさとブン殴なぐって、ケリつけてやるぜ！　マイナーアクションで《破壊の爪つめ》を生はやしてから、《獣けものの力》＋《銘めい無なき刃やいば》で攻こう撃げきだ！




　ここで登場した〝ビラコチャ大仏〟には、高い装そう甲こう値ちとＨＰを設せつ定ていしてある。

　いかな豪ごう腕わんを誇ほこるイクフサでも、破壊には相当の苦労を強いられるだろうと考えていたＧＭだったが……。




イクフサ：お、なんか出目がいいぞ。クリティカルしまくっとる！

ＧＭ：んんんっ？

イクフサ：60……70……ヒョーッ、達成値86！

一同：おおっ！

イクフサ：ダメージは９Ｄ＋９で、62点ッ！

ＧＭ：なぁぁぁぁっ!?　だ、だが、こっちには《氷ひよう雪せつの守しゆ護ご》がある！

浄ノ進：厄やつ介かいなエフェクトを持ってるなー。

ＧＭ：黄金の輝かがやきが刃を弾はじいて３Ｄ10のダメージ軽けい減げん……って、なんじゃこらぁーっ！




　出目が１・２・２。

　３Ｄ振って合計５点しかダメージを減げん少しようできなかったのである。

　ビラコチャ大仏の（むしろＧＭの）悲ひ痛つうな叫さけびが、飛鳥の地に響ひびき渡わたる。




イクフサ：（ＧＭの肩かたを叩たたく）うんうん。大変だな、いつもいつもそんな目で。

ＧＭ：やかましいわっ！（笑）




　ビラコチャ大仏は、慌あわてて《がらんどうの肉体》でダメージを打ち消そうとするものの、判はん定てい失敗。

　続いて浄ノ進が《渇かわきの主》で装甲値無む視しのダメージを与あたえ、そこへダメ押おしとばかりにイクフサの二回目の攻撃が迫せまる。

　耐たえられるはずもなかった。




ＧＭ：……ダメだ。イクフサの攻撃でビラコチャ大仏は倒たおれる。全身に亀き裂れつが走り、木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけてしまう。「む、無念コチャー！」

イクフサ：ヘッ、他た愛あいもねぇ。

ＧＭ：制限時間以内に破壊したので、大仏内部に吸収されていた人々は解かい放ほうされ、安土へのエネルギー供きよう給きゆうも停止する。というところでシーン終しゆう了りようかな。




　かくてインカの神ビラコチャは倒たおれた。

　偽いつわりの黄金大仏は砕け、人々は邪教の支し配はいを脱だつしたのである。

　日本インカ化計画、潰ついえる！




　　　　＊　　　＊　　　＊

[image: ]




ＧＭ：さて、というわけで第１ターンは終了だ。今のところ、いいペースで勝利してるね。

真弓：酷ひどい有様でした……。

浄ノ進：勝ち進んでるのはいいが、笑い過すぎて腹はらが痛いたいのと、精せい神しん的てき疲ひ労ろうが激はげしい（笑）。

ＧＭ：しかしまだ序じよ盤ばんでな。まだまだ酷い場所が目め白じろ押おしなんだ。

浄ノ進：そうか。

ＧＭ：そうだ。

真弓：（ＧＭの顔をうかがいつつお茶を飲んでいる）

ＧＭ：……どしたの？

真弓：いえ、今なら奇き天て烈れつな台詞せりふもないから安心してお茶を飲めるなぁと。

イクフサ：茶を飲むにも隙すきをうかがわねばならンとは、大変だな。

真弓：だって！　このＧＭ相手じゃしょうがないじゃないですかっ！（笑）







ナスカ浄土　そんな浄土はない。

〝飛鳥〟と〝ナスカ〟は似ている　かつて『時空転抄ナスカ』という深夜アニメがあり、その作中では上記のような理由により、飛鳥地方の学生がナスカ人の転生体として壮大なバトルを繰り広げた。











◆第２ターン

ＧＭ：はい、それじゃあ２ターン目ですよー。




▼真弓の情じよう報ほう収しゆう集しゆう

真弓：それでは、とりあえず北ほく陸りく／魚うお津づを調べてみますね。達成値は８！

ＧＭ：ん、まぁまぁか。それだとわかるのは……。




・主に必要とされる技ぎ能のう：〈運動〉

・ヒンズーの破壊神シヴァが柴田勝家しばた・かついえと融ゆう合ごうし、シヴァ勝家を名乗っている。

・該がい当とう地ち域いきはインド魔界と化しており、シヴァ勝家の手により河か川せん拡かく張ちよう工事が推おし進すすめられ、あらゆる河かわがガンジス河がわの如ごとき雄ゆう大だいな流れに変えられている。

・人々はガンジスの流れに身を捧ささげ、そのまま甘かん露ろとなって河に溶とけ込こみ、安土へと運ばれてゆく。




真弓：シヴァ勝家～！（笑）

才蔵：日本インド化計画、でござるな。筋肉少女帯の歌で、まったく同じのがあったっけ（笑）。

ＧＭ：特に関係はないんだが、図らずもカブッてしまったな。

浄ノ進：〝シヴァ田〟じゃないのか？

ＧＭ：うん。なお、これにはちゃんとした理由がある。

浄ノ進：お前の〝ちゃんとした〟は信用できん（笑）。

イクフサ：〈運動〉が必要ってこたぁ、ワシの出番かな。破は壊かい神しんと聞いて、ちょいと興きよう味みをそそられるぜ。楽しませてくれそうじゃ。




▼イクフサ＆浄ノ進の情報収集

イクフサ：ワシは気になる京都について判定を……うむ失敗。だが、これで難なん易い度どが下がったので浄ノ進、頼たのむ（笑）。

浄ノ進：任まかせろ。よし、達成値14。

ＧＭ：おお、それなら全部わかるな。まず、ここには一いつ騎き当とう千せんの魔界十字軍が十人以上集っている。彼らの猛もう攻こうにより都は壊かい滅めつ状じよう態たいだが御ご所しよだけはかろうじて守られている。

真弓：あ、なんだかここはマトモそうですね。

ＧＭ：そして、チームを率ひきいるキャプテンの名は、足あし利かが・アーサー・尊たか氏うじ。

真弓：……は？

ＧＭ：んで、ポジションはゴールキーパー。

一同：ゴールキーパァァァッ!?

ＧＭ：最強の南蛮蹴鞠集団フツトボールチーム・〝足利ペンドラゴンズ〟を率ひきいる〝約やく束そくの将しよう軍ぐん〟で、愛刀は〝湖の貴き婦ふ人じん〟が鍛きたえ上あげた骨ほね喰はみエクスカリバー。

一同：足利ペンドラゴンズー!?（爆笑）

イクフサ：サッカーかよっ！

ＧＭ：足利将軍家十五人に円えん卓たくの騎き士したちが憑ひよう依いし、〝円卓の将軍〟と化した彼らは京都周辺を青い芝しば生ふに変えた。軍門に下った民みん衆しゆうは、異い常じようなほど熱ねつ狂きよう的てきに魔まか界い衆しゆうを応おう援えんしている。

真弓：フーリガン……。

ＧＭ：そして住民はみな、「〝じぇんとるまん〟であれ」と強きよう制せいされており、非ひ紳しん士し的てき行こう為いには黄札イエローカードが課せられ、黄札二枚まい、または赤札レツドカード一枚でこの世から退たい場じよう。甘露にされてしまうという。

イクフサ：な、なんという馬ば鹿か馬ば鹿かしさ……スゲェ、スゲェよ天！

才蔵：戦国時代に……サッカーがあるの？

ＧＭ：サッカーの起き源げんは、なんでも十六世紀のイングランドに遡さかのぼるといわれている。まぁ、そんなわけでここは〈運動〉判定と、あと人数が多い方が有利。

真弓：な、なるほど……。

ＧＭ：なお、ここをクリアすると、京都御ご所しよの中に隠かくれている人物が登場し、とあるイベントが起こる。

一同：おおっ!?




▼才蔵の情報収集

才蔵：では最後に才蔵が天空を調べて、達成値９。

ＧＭ：９、ね。では、情報は次の通りだ。




・遠えん距きよ離りへの攻こう撃げき能のう力りよくが必要とされる。

・敵てきは、織田信長の所持する安あ宅たけ船ぶね〝鬼き宿しゆく丸まる〟を魔改かい造ぞうした〝ゼウス丸〟。

・乗組員は、オリュンポスの神々に憑依された九く鬼き水軍、通称〝九鬼天空水軍〟指し揮き官かんは、九鬼水軍の長・九鬼嘉よし隆たかこと〝ゼウス嘉隆〟。




才蔵：水軍なのにポセイドンじゃないのかよ！

ＧＭ：ゼウスが憑依したから天空船になったのだ。

イクフサ：遠距離戦か……となると、ここは真弓だな。

真弓：え、あたし？　あたしサッカーやりたいかも……って違う、時間がないんだから、遊んでちゃダメだ！（笑）




　再ふたたび協議の結果、第２ターンの割わり振ふりは次のようになった。

・真弓：天空

・イクフサ：北陸

・浄ノ進＆才蔵：京都







シヴァ　ヒンズー教の三柱の最高神のひとつにして、破壊を司る者。

足利尊氏　室町幕府の初代将軍。

アーサー　イギリスの伝説的な王アーサー・ペンドラゴン。彼に仕える騎士たちは〝円卓の騎士〟と呼ばれる。

湖の貴婦人　アーサーに伝説の剣エクスカリバーを与えたとされる神秘的な存在。

骨喰　足利尊氏の愛刀は、骨喰吉光（藤四郎）と呼ばれた。もちろん、前述の湖の貴婦人とは何の関係もない。

安宅船　室町後期から江戸期に至るまで長く用いられた大型軍船。

鬼宿丸　織田信長の乗る安宅船につけられた船名。

ゼウス　ギリシャ神話の主神。なお、オリュンポスはギリシャ神話の神々が集う場所であり、ポセイドンは海の神である。











◆Middle 05◆「神弓、天空の船を討うつ」の段


　Scene Player ─── 真弓






　ひときわ高い山の頂いただきに、真弓の姿すがたがあった。

　彼かの女じよが待つのは、天空を駆かける魔ま性しようの船。




ＧＭ：それでは２ターン目最初のシーンプレイヤーは、ゼウス丸迎げい撃げきに向かった真弓だ。

真弓：はい。山の頂ちよう上じようとか、高くて見晴らしのいい場所でゼウス丸を待まち構かまえます。目を瞑つぶったまま、髪かみの毛けやセーラー服のタイをカッコよく風になびかせながら（笑）。

才蔵：おおっ、確たしかにカッコいい。殿とのはスッカリ歴戦の勇者っぽくなったでござるな。

ＧＭ：そうやって待まち構かまえていると、天空の彼方かなたより地上を睥へい睨げいしつつゼウス丸が姿を現あらわす。




　大理石を磨みがき上あげることで建けん造ぞうされた、一ひと際きわ巨大な安あ宅たけ船ぶね。

　船首には、オリュンポスの神々の王にして雷いかずちを司るゼウスの顔が彫ほられている。

　ゼウス丸から発せられた怪かい光こうが地を撃うつたび、大地は荒こう廃はいし、人々は甘露へ変じてゆく。




真弓：酷ひどい……！

浄ノ進：むっ。これは一目でわかるほど非道な振ふる舞まい！

真弓：絶ぜつ対たいに許ゆるせない。厳きびしいまなざしをゼウス丸に向けたまま、矢を弓に番つがえます。

ＧＭ：真弓の怒いかりを知る由よしもなく、ゼウス丸は進み続ける。ある程てい度どまで接せつ近きんしたところで、ゼウス丸から地上の民たみに対して発する勧かん告こくが聞こえてくるよ。

真弓：どんな内ない容ようですか？

ＧＭ：（廃はい品ひん回かい収しゆうのアナウンスのように能のう天てん気きな口調で）「え～、ゼウス丸、ゼウス丸が参りました。日本の皆みな様さま、我われ々われ九鬼オリュンポス軍へのご協力をお願いいたします」

一同：えええええっ!?（爆笑）

イクフサ：なんで廃品回収のアナウンスなんだよっ!?

浄ノ進：このセッションが始まって、ようやくカッコいいシーンが来たと思ってたのに！

真弓：（[image: ]笑いがツボに入り、机つくえに突つっ伏ぷしてジタバタしている）

ＧＭ：（やはり廃品回収のアナウンス風）「しばらく当地の上空に停てい泊はくしておりますので、ご家庭でご不要になりました生命がございましたら、漏もれなく甘露へと変へん換かんさせていただきます。私わたし、ゼウス嘉隆が、誠せい心しん誠せい意い、日ノ本の民を根こん絶ぜつさせていただきます」

真弓：ひっ、やめっ、ダメッ……もう……ぶふっ！（[image: ]笑い過ぎて息も絶たえ絶だえ）

才蔵：殿、しっかりしてくだされ！　殿ー！（笑）

浄ノ進：（真弓の様子を見ながら）……いかん、水野さんが完全にダウンしてる（笑）。

真弓：だっ、大丈……夫、です！（必死に息を整ととのえつつ）ふぅ、ふぅ……よし、なんとか……。（自分に言い聞かせるように）あたしの弓じゃないと届とどかないものね。頑がん張ばらないと！　お祖父じいちゃん、あたしに勇気をください！（笑）

ＧＭ：そうこうしていると、ゼウス丸の方でも君に気づく。スピーカーから大だい音おん声じようが響ひびき渡わたるよ。「そこにいるのは女子高生!?　よろしい、我われもゼウスである。妻つまのヘラには内ない緒しよで、汝なんじを我わが魔界王おう妃ひにしてくれようぞ！　さぁエロース愛の神のように愛し合おう！」

真弓：ゼウスって色んな女の子と浮うわ気きしまくってる神様ですもんね……って、誰だれが納なつ得とくするかーっ！（笑）　ふざけんなーっと叫びつつ矢を撃うつ！




　怒ど号ごうと共に、狙ねらいを定める。

　トキジクの弓が大きくしなり……そして、光の矢が撃ち出された！




真弓：組み合わせは《オウガバトル》＋《抜ぬき打うち》その他で、達成値は26！

ＧＭ：ゼウス丸は、周囲に雷の奔ほん流りゆうを展てん開かいさせて攻撃を弾はじこうと試みる。《ＭＡＸボルテージ》＋《磁じ力りよく結けつ界かい》でリアクションだ。

真弓：《抜き打ち》があるんで、そちらのリアクションダイスは４つ減へりますよ～。

ＧＭ：ぐっ、ダメだ、ダイス目が酷い。攻撃命中だ。

真弓：では、ダメージは26点！　装そう甲こう値ちは有ゆう効こうです。




　光ひかり輝かがやく矢は、大理石の装甲を砕くだき、船体を貫つらぬいた。

　内部で働くオリュンポス水すい夫ふたちの間に動どう揺ようが走る。




ＧＭ：「ぬおっ!?　さては汝、噂うわさに名高き魔界ツンデレ！　すなわち、いやよいやよもゼウスの妾めかけ！　バトルで始まる恋こいもある！」

イクフサ：すごい、まるで会話が成り立たねぇ（笑）。

ＧＭ：なお、痛いダメージだったが、まだ撃げき墜ついはされない。

真弓：むむっ、反はん撃げきが来ますか？

ＧＭ：いや。退たい場じようを試みるよ。

真弓：（虚きよを衝つかれたように）えっ!?

ＧＭ：《群むれの召しよう喚かん》で大量の雲を発生させて、それに紛まぎれて逃とう亡ぼうする。そっちが〈知覚〉のリアクションに成功しない限かぎり、敵が消え去るのでシーン終了となる。

才蔵：げげぇ～。そんな手でくるとは。

浄ノ進：なるほど、そういうタイプの敵もいるのか。面おも白しろい！

真弓：面白がらないで～（笑）。このままじゃミッション失敗しちゃう～。

ＧＭ：では判定だ。こちらの達成値は24！　高い！「それではまた会おう我が妻よ！」

真弓：うぐぐっ！　でも頑がん張ばる！（ぎゅっとダイスを握にぎり締しめた後、一いつ斉せいに振ふる）……やたっ、クリティカル！　２回目もクリティカル！　達成値28で成功！

ＧＭ：何ィッ!?

真弓：それでは次はあたしの番ですね？　さっきと同じ組み合わせで攻撃します！




　天を覆おおう暗雲の隙すき間まに、僅わずかに見えるゼウス丸の影かげ。

　第二の矢は狙い過あやまたず、魔ま性しようの船の動力部を目指し───




真弓：ダメージは35点！

ＧＭ：……ぐおっ、それは耐たえられない！「ああっこれが愛のタルタロスー！　信長様、バンザーイ！」ゼウス丸は爆発轟沈し、中の魔界十字軍も船と運命を共にする。

真弓：なんだったんだろう、アレ……。




　禍まが々まがしい叫さけび声ごえが天を揺るがし……直後、ゼウス丸は爆ばく散さんして果てた。

　やがて、雨が降り始める。ゼウス丸が集めた甘露が雨となったのだ。

　見る間に、大地には緑、人々には命が蘇よみがえってゆく。

　日本ギリシャ化計画、潰ついえる！







◆Middle 06◆「破壊神、大地を破壊し大たい河がを築きずく」の段


Scene Player ─── イクフサ






　北陸。

　本来ならば美しい河川と水田が広がるはずの場所に、突とつ如じよとして大河が出しゆつ現げんしていた。

　漢語で恒こう河が、すなわちガンジス河を彷ほう彿ふつとさせる大河であった。




ＧＭ：では次、イクフサ。君が北陸に向かうと、そこはインドになってました。

イクフサ：あまりにも酷ひどい説明だが、もうそれで十分理解できるようになってる（笑）。

ＧＭ：腕うでを無数に生やした山の如き巨きよ人じんが、大事な田畑を砕くだいてはそこに河を作り上げてゆく。それがシヴァ勝かつ家いえだ。

イクフサ：ひでぇことしやがるな。

ＧＭ：「田はいらぬ！　田はいらぬぞ！　田を破壊し、ガンジスの流れへと変えるのだ」

浄ノ進：……なんでこいつ、田んぼにこだわってるんだ？

真弓：わかんない……。

イクフサ：てっとり早く頭を潰つぶさせてもらうかい。シヴァのトコまで一足飛びに向かうぜ。

ＧＭ：特に邪じや魔まする者はいない。不意に姿すがたを現あらわした君を見て、シヴァはにやりと獰どう猛もうな笑えみを浮うかべる。「イクフサだな？　貴き様さまの名はよく聞いておるぞ」

イクフサ：かの織田の重臣・柴しば田た勝家ともあろうものが、天てん竺じくの神にたぶらかされたかい。

ＧＭ：「否いな！　目覚めたのだ！」

イクフサ：おおっ？

ＧＭ：「信長公はおっしゃった。柴田の〝柴〟はすなわち〝シヴァ〟！　つまり、〝田〟を捨すてることで我われは〝柴＝シヴァ〟へと目覚めたのだ！　だから、田はいらぬ！」

一同：くだらねぇぇぇぇーっ！（爆笑）

浄ノ進：そういう意味だったんか、さっきの台詞せりふ！

ＧＭ：うん、ただそれだけだ。

浄ノ進：（呆ぼう然ぜんとした顔で）なんという……なんというくだらなさ……。

真弓：ひー、ひー……（[image: ]あまりのくだらなさに机に伏して笑っている）

ＧＭ：まだきっと大だい丈じよう夫ぶ。「……で、このシヴァ様になんの用だ？」

イクフサ：（ニヤリと笑って）テメェの企たくらみをブッ潰つぶしに来たンだよ！

ＧＭ：「ほう……このシヴァ様の日本列島改造計画、ひいては日本インド化計画を邪じや魔ましに来たと？　ならば、勝負と参ろうか！」

イクフサ：おうよ。（拳こぶしをグッと握にぎって）こいつでな！

ＧＭ：音に聞こえし日本の大だい魔ま縁えんの力、見せてもらうぞ！　シヴァはガンジス河へ入る。

イクフサ：ぬ、水中戦か？　面白ぇ！

ＧＭ：（首を横に振る）うんにゃ、違うよ。シヴァは、拳を川底に叩たたきつける。すると大地が揺ゆれ動き、川かわ沿ぞいに広がる田園地帯が崩くずれ、見る間に水すい没ぼつしてゆく。

一同：…………？

ＧＭ：「シヴァの破壊と、貴き様さまの再さい生せい……どちらが上か、河川改かい修しゆう工事で勝負だ！」

イクフサ：土木工事かよっ！（爆笑）

ＧＭ：「我わが異い名みようはガンガダーラ……すなわち〝ガンジスを支ささえる者〟なり！」




　ＧＭが提てい示じしたルールは次の通りであった。

・互たがいに〈運動〉による判定を行う。

・複ふく数すう回かい判定を行い、最も短い判定回数で達成値の合計が50に達した方の勝利。




真弓：なるほど、だから〈運動〉判定が必要だったんだ。

イクフサ：まさか『ＤＸ２』で土木工事をするハメになるとは思わなンだ（笑）。

ＧＭ：「さて、準じゆん備びはよいか？　シヴァの破壊を思い知れいっ！」




　シヴァが大地を突つき崩くずせば、イクフサは土ど砂しやを巻まき上げガンジスを埋うめ潰してゆく。

　高い【肉体】を誇ほこるため、〈運動〉は得意なイクフサであったが……。




イクフサ：ぐわぁぁっ！　またダイス目がヒデェ！　１個こもクリティカルしない！

ＧＭ：おほっ？　こっちは何やら出目が良いぞ。

才蔵：バカな！　天のダイス目がいいなんて！（笑）

ＧＭ：（嬉しそうな顔で）あんまり俺を舐なめるんじゃねぇ～ヒャッハー！




　その後もＧＭの好調は続く。

　数度の判定の結果、シヴァはイクフサよりも早く達成値合計が50に到とう達たつした。




イクフサ：ダメだ、負けた！

ＧＭ：「あきらめろ、きっと前ぜん世せが悪かったのだ」とインド風に励はげますシヴァ勝家であった。

イクフサ：ではガンジスの流れに身を委ゆだね、下流へと流されてゆくぜ。チクショーッ！（笑）




　かくてイクフサは破壊神の河川拡張工事技ぎ術じゆつの前に敗やぶれ去った。

　日本インド化計画、一歩前進！







タルタロス　ギリシャ神話における奈落。深淵。

ガンジス河　インドが誇る大河。











◆Middle 07◆「約やく束そくの王、芝しば生ふを駆かける」の段


Scene Player───浄ノ進






　京。

　長い歴史を誇ほこる都も、今は広大な緑の芝生と化していた。

　芝生の上に立ち、待まち構かまえる魔まか界い衆しゆうは十五人。

　対するは、浄ノ進と才蔵の二名のみ。




ＧＭ：さて、というわけで次のシーンプレイヤーは浄ノ進。才蔵と一いつ緒しよに、足あし利かがペンドラゴンズにサッカーの試合を申もうし込こみに行くわけだな。

浄ノ進：改めて聞くと頭がおかしいとしか思えないシチュエーションだが、そういうことになるな（笑）。

才蔵：サッカーがどういうものかについては、殿とのから大体の説明をされたということでよいでござろうか。

真弓：うん、いいよ。あたし、サッカーのルールそんなに詳くわしくないんだけど（笑）。

ＧＭ：さて、京の都に向かった君たちは、ほどなくしてアーサー尊たか氏うじ＆足利ペンドラゴンズの面々と出会う。

浄ノ進：さてさて、一体どんな連中か……。

ＧＭ：（爽さわやかな笑顔で）「やあ、僕ぼくはアーサー尊氏。みんな僕のことを〝約束の将軍〟って呼よぶよ！　君たちが信長公に刃は向むかう愚おろか者ものたちかい？」

一同：ぶふっ！（[image: ]一いつ斉せいに吹ふき出だす）

浄ノ進：なんでそんな不自然なまでに爽やかな喋しやべり方かたなんだよお前っ！（爆笑）

ＧＭ：「南蛮蹴鞠フツトボールは、紳しん士しのスポーツだからね。それに我われ々われはキャメロットの騎き士し。君たちのような民たみ草くさに対する慈じ悲ひの心は忘わすれないのさ。はははははっ！」

才蔵：浄ノ進！　こいつ、上から目線でムカつくでござる！　早くやっつけるでござるよ！

浄ノ進：まったく同感だな。おい、アーサーとやら。

ＧＭ：「なんだい？」

浄ノ進：卑いやしくも将軍たる足利の方々を侮ぶ辱じよくするのみならず、この日ノ本の都たる地を汚けがした罪つみは重いぞ。

ＧＭ：「はっはっは！　これは随ずい分ぶんと鼻息が荒あらい。じゃあ……南蛮蹴鞠フツトボールで勝負だな！」

才蔵：望むところでござる！

浄ノ進：何が〝じゃあ〟なのか、全然わからんがな（笑）。

ＧＭ：「ところで、南蛮蹴鞠フツトボールは十一人必要なんだよ。君たちはたったふたりしかいないみたいだけど？」なお、頭数は十一人必要だ。足りない場合、後の判定でペナルティを受ける。

浄ノ進：うむ、それについては色々と考えた。まず、私が自分そっくりの従じゆう者しやを二体作り出そうじゃないか。

才蔵：才蔵は、《アニマルテイマー》があるので、佐助を。

ＧＭ：猿さるかよ！　……まぁ、いいけどさ。

浄ノ進：ほう、ならば私のアイテムである馬はどうだろう？

ＧＭ：（少し考え）……馬は参加できないというルールはなかったな。認みとめよう。

真弓：認めるのー!?（笑）

ＧＭ：アーサーはにこやかに宣せん言げんする。「競きよう技ぎ場じようでは皆みなが平等だ！　馬も猿も、闘とう志しさえあれば試合はできる！」

イクフサ：既すでにサッカーでもなんでもねぇ（笑）。

ＧＭ：まぁ、ここは頭数さえ足りていればよいという設定がしてあるんで、多少強ごう引いんにでも理り屈くつさえくっつけば好きなように連れて来ていいよ。

才蔵：ふむ。なら才蔵は、山本勘かん助すけを連れてくるでござる！

浄ノ進：ふ～む。他にツテか……。あ、そうだ。あの人がいたな。

ＧＭ：誰？

浄ノ進：私にトキジクの弓をくれた、伊い勢せ神じん宮ぐうの巫女みこさん。

ＧＭ：ああ、いたなぁ！（笑）ロイス取ってくれれば連れて来ていいよ。

浄ノ進：うむ、では取得。ペコペコ頭下げながら連れて来よう。いや～、ホント面めん倒どうなこと頼たのんじゃってすんません！　ただ突つっ立ってるだけでいいんで！（笑）

ＧＭ：巫女さん、そうだな名前はヤエさんとしよう。彼女を入れて、これで……（数をカウントする）八人か。あと三人足りないね。

イクフサ：うおお、ここは出たかった！

真弓：あたしも～！

ＧＭ：残念ながら君たちはゼウス丸を打ち落としたり土木工事をしている最中だ。

真弓＆イクフサ：ううう……（笑）。

浄ノ進：やむをえん、こちらは八人で挑いどむ！　判定ペナルティは覚悟の上だ。

ＧＭ：アーサーは「いいだろう！　足利ペンドラゴンズの攻こう撃げき力りよく、たった八人で抑おさえられると思うなよ！」……ところで、適てき当とうにでいいんで君らのチーム名も決めてください。

浄ノ進：チーム名？　ぬぅ、どないしろと。

才蔵：んん～……〝女子高生〟の文字は入れたいでござるなぁ。

イクフサ：チームに女子高生が入ってねぇのにか？（笑）

才蔵：いいんでござるよ！　よし、〝女子高生レネゲイズ〟で。

ＧＭ：ひっでぇ名前！　つか、〝レネゲイズ〟ってどっから出てきたんだ（笑）。




　ともあれ、各チームの編へん制せいは決定した。

　チーム名とポジションを紹しよう介かいしよう！




▼足利ペンドラゴンズ

・ＧＫゴールキーパー：〝約束の将軍〟アーサー尊氏

・ＤＦデイフエンダー：ケイ義よし詮あきら、ガラハッド義よし量かず、ラモラック義よし政まさ、ガヘリス義よし尚なお

・ＭＦミツドフイールダー：トリスタン義よし持もち、パーシヴァル義よし勝かつ、ベディウェア義よし栄ひで、パロミデス義よし澄ずみ

・ＦＷフオワード：〝湖みずうみの剣けん豪ごう将しよう軍ぐん〟ランスロット義よし輝てる、〝緑の日本国王〟ガウェイン義よし満みつ

・控ひかえ：アグラヴェイン義よし教のり、ルーカン義よし材き、ボールス義よし晴はる、モードレッド義よし昭あき




▼女子高生レネゲイズ（三名不足）

・ＧＫ：山住浄ノ進

・ＤＦ：霧隠才蔵、従者〝い〟、従者〝ろ〟

・ＭＦ：山本勘助やまもと・かんすけ、ヤエ（伊勢の巫女）

・ＦＷ：猿（佐助）、馬（浄ノ進の愛馬）




ＧＭ：（表を眺ながめながら）……つくづくヒデェな、このメンバー（笑）。

真弓：まさに〝頭数だけは揃そろえた〟って感じ？

浄ノ進：いえ、全然揃ってません（笑）。

才蔵：しかも攻こう撃げきの要かなめは猿と馬！

イクフサ：（真しん剣けんにリストを見ながら）うーむ、レネゲイズは中ちゆう盤ばんが薄うすいな……。

真弓：真ま面じ目めに論ろん評ぴようしてるし！

イクフサ：ちょっとプレイヤー的に、実じつ際さいの状じよう況きようを脳のう内ないでシミュレートしていた。

ＧＭ：では、審しん判ぱんの魔ま術じゆつ師しマーリンが杖つえを振ふるうと同時に、キック・オフです。




　ＧＭが提示したルールは次のとおり。

・代表者同士の〈運動〉判定を五回行い、三本先取した方の勝利となる。

・達成値が同じ場合は振り直し。

・人数が足りない場合、不足一名につき判定ダイスが１個減る。




才蔵：こちらは三人不足してるから、ダイスが３個減へってしまうでござるな。

真弓：ちょっと難むずかしいかも。頑がん張ばって！

浄ノ進：お任まかせあれ。まぁ、ダイス数の問題で、判定は従者にやらせます。

ＧＭ：ではその瞬しゆん間かん、観客席のサポーターが手鏡で太陽光を反はん射しやさせてそちらの動きを阻そ害がいする。《フラッシュゲイズ》として扱うので、判定ダイス１個減少。

一同：えええーっ！（爆笑）

才蔵：き、汚きたないでござる！

ＧＭ：アーサー尊氏、答えて曰く。「汚くない！　サポーターは十二人目の魔界衆だっ！」

浄ノ進：おい審判、今のは……！

ＧＭ：審判のマーリンはアーサーの味方なので、今の妨ぼう害がい工作を見て見ぬ振ふり。

浄ノ進：ぬおおーっ!?　憤ふん激げきのあまり、喀かつ血けつして果てる私であった。

才蔵：ああっ、浄ノ進っ!?

真弓：酷ひどいーっ！

イクフサ：ホームタウンディシジョン……どころの話じゃねぇな、これは（笑）。

才蔵：浄ノ進、こんな卑ひ怯きような連中に負けてはならんでござる！　エースになって、才蔵を甲こう子し園えんに連れて行くって約束したでござろう！

浄ノ進：んな約束してないし、そもそも甲子園は高校野球だろうがっ！（笑）

ＧＭ：「さぁ来い、浄ノ進君！　僕らも、ありとあらゆる手を使って君たちに勝つぞ！」

浄ノ進：お前も爽やかな顔でそんな宣言せんでいいわーっ！（爆笑）




　判定前から波は乱らん含ぶくみの試合であった。

　ダイスペナルティを受けた状態での判定により、女子高生レネゲイズの敗色は濃のう厚こうかと思われた。
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　攻こう勢せいに出るレネゲイズだが、いかんせんダイス数の問題により、達成値は８。

　満面の笑みで防ぼう御ぎよダイスを振るＧＭだったが……。




ＧＭ：（ダイスの出目を確かく認にん）……おい。全部３以下なのだが。

浄ノ進：そっちの技能レベルは？

ＧＭ：……４。だから、達成値は７。佐助の放ったシュートは、ペンドラゴンズのボンクラディフェンスを潜くぐり抜ぬけ、見事ゴールを奪うばう！




　と、蓋ふたを開けてみればかなり一方的な展てん開かいとなった。

　試合結果は、３─０で女子高生レネゲイズの勝利となった。




一同：よっしゃああああっ！

ＧＭ：敗北したアーサー以下円えん卓たくの将軍たちだが、その表情は奇き妙みようにすがすがしい。「ナイスファイトだった！　これほどの試合ができて、我々に思い残すことは何もない！」

イクフサ：いや、３─０のストレート負けでナイスもなにも……。

ＧＭ：「これは友ゆう情じようの証あかしだ。蹴け鞠まりは友達、怖こわくない！」と、アーサーは浄ノ進にボールとユニフォームを手て渡わたし、すぅっと消えていく。

浄ノ進：あいつら……なんだったんだろう……。




　かくてキャメロットの騎士たちは現げん世せを去り、京都には平へい穏おんが戻もどった。

　フットボールの熱気は鎮まり、フーリガンたちは正気に戻ってゆく。

　日本ブリテン化計画、潰ついえる！




　　　　＊　　　＊　　　＊




浄ノ進：これで二ターン目終了か。

才蔵：かなり良い勝しよう率りつでござるな。

真弓：京都で勝つと、イベントが起こるんでしたっけ？

ＧＭ：うん。丁ちよう度ど２ターン目が終了したので、３ターン目に入る前に一いつ旦たん全員集合して、イベントが発生としよう。

一同：はーい。







馬も猿も、闘志さえあれば試合はできる！　できねぇよ。











◆Middle 08◆「真弓、怪かい僧そうより真実を聞く」の段


Scene Player ─── 真弓






　京都御ご所しよ。

　帝みかどがおわす禁きん裏りである。

　真弓たちは、〝ある人物〟の招きを受け、その一室へと通されていた。




ＧＭ：それでは、解かい放ほうした京都御所内でのシーンだ。ターン終了時に全員集合したから、そのままみんな登場で、シーンプレイヤーは……そうだな、真弓にしておこう。

真弓：はーい。……現代でも、京都御所の中には入ったことないんで、ドキドキしてます。

イクフサ：ワシは、後からズブ濡ぬれ状じよう態たいで登場するぜ。すまねぇ……シヴァとやらとの戦いでしくじっちまった。

浄ノ進：ぬぅ？　イクフサ、お主ぬしともあろうものが……と驚おどろきを示しかけてから、思い直したように首を振ふる。いやいやいや、お主ならまぁその程てい度どであろうな、はっはっは。

才蔵：すごいツンデレでござるのう、浄之進は（笑）。

浄ノ進：知らぬ。

真弓：お疲つかれさま、イクフサ。それにしてもイクフサでも負けることがあるんだねぇ。

イクフサ：殴なぐり合いならともかく、工事なんざしたこともねぇ。しかもあいつ、腕うでが何本もあるし！（笑）

ＧＭ：さて、そうこうしていると、君たちを御所の中へと招まねいた人物がやってくる。襖ふすまを開け、現あらわれたのは、高位の僧そう侶りよの装しよう束ぞくを身にまとった六十歳さい前後の男性。ただ、一見して戦場で鍛きたえた体であることは推すい察さつできる。

イクフサ：なんでぇ、オメェは？

ＧＭ：僧は着ちやく座ざし、礼法にかなった所しよ作さで深々と頭こうべを垂たれる。「初めてお目にかかる。拙せつ僧そう、南光坊天海なんこうぼう・てんかいと号します」

一同：天海!?

真弓：（思わず）聞いたことある！　徳とく川がわ幕ばく府ふに関わったお坊ぼうさんだ！

一同：徳川幕府？（笑）

才蔵：殿との、それはなんでござるか？　幕府といえば、足利家でござろう？

真弓：あうっ。いえ……なんでもないです（笑）。

ＧＭ：ここで、〈情じよう報ほう：ジパング〉を振ふってみて。一番高い人の数すう値ちを採さい用ようする。

真弓：５。

イクフサ：２。

浄ノ進：６。

才蔵：おお、なんとクリティカルして13！

ＧＭ：では才蔵だな。君は、この僧侶の顔に見覚えがある。……かつて、明智光秀あけち・みつひでと呼よばれていた武ぶ将しようだ。

一同：おおおっ!?

真弓：光秀、生きてたのっ？

イクフサ：なるほど、明智光秀＝天海僧そう正じよう説か。うん、そうくるかもしれないと少し期待してた（笑）。

才蔵：では、目を細めて淡たん々たんと喋しやべろう。……よもや、あなたほどの武将と、このような場所で相あい見まみえるとは思いもしなかったでござるよ、明智光秀殿どの。

ＧＭ：天海は穏おだやかな笑えみを浮うかべる。「やはり誤ご魔ま化かせるものではございませぬな。さすがは天下一と名高い霧隠殿」

才蔵：御所に匿かくまわれていた人物とは、あなたでござったか。

ＧＭ：「左様にございます。主に刃は向むかい、敗やぶれ去った愚おろか者ものではございますが……あなたたちのお噂うわさを聞き、このような場を設もうけさせていただきました」

真弓：本ほん能のう寺じで信長に反はん撃げきされて、それでも生きてたんですよね。すごい……。

浄ノ進：これは貴き重ちような生き証しよう人にんですな。信長の情報が期待できそうだ。

ＧＭ：天海は真弓のほうに向き直り、じっとあなたの目を見つめる。「澄すみ切きった良い目をしておられる。あなたが、かの有名な女子高生でございますな？」

真弓：あ、はい。天野真弓です（深々とお辞儀）。

ＧＭ：「かかる美しい女じよ性せいが、あの第だい六ろく天てん魔ま王おうと戦っているとは……感服仕った。ヴィーナス謙けん信しん、ファラオ信しん玄げん、オーディン元もと就なりといった魔ま人じんたちを撃げき破はした武ぶ勇ゆう、よく聞きき及およんでおります」

真弓：それは、あたしだけじゃなくて、ここにいるみんなのお陰かげです。

ＧＭ：「それも存ぞんじております。ううむ、拙僧が信長に戦いを挑いどむ前に、あなたたちと出会うておれば……いやいや、いうだけ詮せんないことですな」

浄ノ進：（なんだか嬉うれしそうに）よし、それじゃあ天海に色々と聞いてみるかな！

才蔵：浄ノ進、妙みように嬉しそうでござるな。

浄ノ進：いやー、やっとマトモなコミュニケーションが取れて、しっかりしてるＮＰＣが出てきてくれたからさぁ！　待ち遠しかったよ！

イクフサ：確たしかに、これまでのＮＰＣがカッ飛び過すぎてたからな（笑）。

浄ノ進：というわけで天海殿、信長についてご存ぞん知じのことあらば、お教え願いたい。

真弓：それと、蘭らん丸まるのことも聞かせて！

ＧＭ：「承しよう知ち。では、拙僧の知る限かぎりのことをお話しいたしましょう……」




　天海は、さまざまなことを語った。

　五年前、森乱丸もり・らんまるという名の信長仕えの小こ姓しようが現れて以来、信長の周囲には胡う乱ろんな者たちがうろつくようになったこと。

　その後乱丸は姿を消し、まったく別の姿をした〝森蘭丸〟が現れたということ。

　振る舞いや知識、語り口調において乱丸と蘭丸は酷似していたこと。

　古くからの家臣は遠ざけられるか、もしくは人じん格かくが一変していったこと。

　そして、その現げん状じように天海（当時の明智光秀）は疑ぎ念ねんを募つのらせていったこと……。




才蔵：それは、明らかに蘭丸が後ろで糸を引いているくさいでござるな。

真弓：蘭丸について、もっと何かわかりませんか？

ＧＭ：「調べたところ、奴やつの正体は〝ロキ〟なる神のようです」

真弓：ロキ。北欧神話の神様だね。

ＧＭ：「奴が器うつわとしている童子の肉体は、それ自体が神の如ごとき不ふ可か思し議ぎな力を宿やどしており、それを手に入れるため、その肉体に憑ひよう依いしたとか」

真弓：え!?　つまり、勇太はオーヴァードだった……？　いやでも、そうと決まったわけじゃないし……。ＧＭ、あたし、そんなことは知らないですよね？

ＧＭ：ああ。真弓の知る勇太は、ちょっと生意気だけど、心こころ根ねは優やさしい普ふ通つうの小学生男子だ。

真弓：（ほっとしたように）で、ですよね。

ＧＭ：……けど、よく思い返すと、夜中にこっそり家を抜ぬけ出したり、放課後になってもなかなか家に帰ってこなかったり、やけに体力を消しよう耗もうして服をあちこち破やぶいたり、知らない黒スーツの大人と謎なぞめいた会話をしていたようなことがあったのは事実だ。

真弓：ちょっとぉー!?

浄ノ進：思い切り怪あやしいじゃねえかそれっ！（爆ばく笑しよう）

才蔵：おおお……いい！　それいい！　親しん戚せきの姉ちゃんたちの日常を守るため、人知れずジャームと戦うオーヴァード少年!!

イクフサ：なんでそんなに喜んでいる（笑）。

才蔵：（嬉しそうに）そういうの好きでさぁ！

ＧＭ：天海は言葉を続ける。「かつて、拙僧は、いや、家臣は皆みな、魅みせられておりました。途と方ほうもない夢ゆめを掲かかげ、それを実じつ現げんしてゆく織田信長という男に」

一同：…………。

ＧＭ：「だから、少々の不都合も、おかしいとは思いませんでした。……例えば、城しろが浮うくとか」

一同：おいっ！（爆笑）

真弓：そこは納なつ得とくしちゃダメーッ！

ＧＭ：（真面目な顔で）「南なん蛮ばん渡と来らいの技ぎ術じゆつだと説明されました。考えても御ご覧らんなさい。南蛮人は、火ひ縄なわ銃じゆうという不ふ可か思し議ぎなものを作り上げたのですぞ。城を宙ちゆうに浮かせる技術があったとしても、おかしくはありませぬ」

真弓：おかしい、おかしいよ！

ＧＭ：「そうでしょうか……」

浄ノ進：こいつ、マトモそうに見えるけど、なんかところどころ変かも（笑）。

ＧＭ：「しかし、信長の語る夢は怪かい物ぶつじみた妄もう想そうへと変わってゆきました。日本のみならず、朝ちよう鮮せん、明みん、天てん竺じく、さらなる西方までをも制せい覇はすると。この世はすべて、我われが造つくり直す、と」

真弓：この世すべて……造り直す？

才蔵：まさに誇こ大だい妄もう想そうでござるな。

ＧＭ：「そして彼かれは己おのれを〝第だい六ろく天てん魔ま王おう〟と名乗り始めました。それが何かご存知ですかな？」

真弓：仏ぶつ教きようの敵てき、ぐらいのことは。

ＧＭ：「いかにも。第六天魔王……他た化け自じ在ざい天てんにあり、万物の生成と消しよう滅めつを自在に操あやつると仏ぶつ典てんに語られております。つまり、この世界を作り上げた造ぞう物ぶつ主しゆと読よみ替かえることができます」

浄ノ進：造物主。随分と大きく出たな。

ＧＭ：「拙僧は僅わずかな同どう志しと共に、信長とその周囲の内ない情じようを探さぐり、明の道どう師しや南蛮の宣せん教きよう師したちの手を借りて必死に調べを進めました。そして、魔ま界かい十じゆう字じ軍ぐんの存在を知った」

一同：…………。

イクフサ：やっぱり、信長にも何かの神がついているってのか？

ＧＭ：「ええ。この上もなく強き神が。東洋においては第六天魔王と呼ばれ、西洋においては唯ゆい一いつ神しん、至し高こう者しやと目される存在……世界を造つくる力持つもの、すなわち〝デミウルゴス〟」




　デミウルゴス。

　それは、哲てつ学がく者しやプラトンが提てい唱しようしたこの世の創そう造ぞう者とされる存在である。

　この世の全すべては、人も大地も草木も、そして神々すらも彼の被ひ造ぞう物ぶつなのだという。




真弓：デミウルゴス……。

ＧＭ：「信長……いやデミウルゴスは、この世の真の王になろうとしているようです。そして、この世を意のままに造り変えようとしている！」

イクフサ：そいつが勝つと、世界はどうなっちまうんだ？

才蔵：むぅ、どんな世界か想そう像ぞうもつかんでござる。

ＧＭ：「いえ。世界はおわりです」

真弓：終わっちゃう？　世界滅めつ亡ぼうするのっ!?

ＧＭ：「ですから違ちがいます。おわりなのです」

一同：？？？

ＧＭ：（真しん剣けんな顔で）「神の思考は、憑より代しろとなる者からも影えい響きようされる。ゆえに、武田信玄に憑依したエジプトの神は、甲か斐いの国くにをエジプト化しようとした」

一同：うんうん。

ＧＭ：「信長の出身国は尾お張わり。これはすべてが尾張になる……すなわち世界が……尾張」

一同：…………。

ＧＭ：…………。

真弓：あの……。

ＧＭ：「聞こえませんでしたかな？　世界が尾張に……」

浄ノ進：聞こえとるわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！（爆笑）

真弓：えええええっ!?

才蔵：ちょ、お前……え？　え？　何いってんの？

イクフサ：この期ごに及およんでオチが駄だ洒落じやれって……そんなン許ゆるされるかっ!!

真弓：（ＧＭに詰つめ寄よる）天さん、マジですか？　それ、マジなんですかっ!?

浄ノ進：（地の底から響ひびくような声で）せっかく……せっかくやっとマトモなＮＰＣが出てきたと思ったのに!!　ＧＭ、これはどういうことだーっ！

ＧＭ：「あれあれ？　なんだかさっきまでとみなさんの雰ふん囲い気きが変わっちゃいましたよ？」

才蔵：尾張……つまり名古屋でござるか！　なんでも八丁味み噌そつけるようになるの？　結けつ婚こん式しきはすごく派は手でになるの？（笑）

ＧＭ：「ううむ、恐おそろしゅうございますな」

真弓：（これまでにないハイテンションで）じゃあ、喫きつ茶さ店てんのモーニングはトーストとゆで卵たまごが食べ放題になって、イタリア人がピザに味噌付けて、インド人は味噌カレー作って、西洋のお城の上に巨きよ大だいな金のシャチホコが乗っかっちゃうのっ？　そうなっちゃうんですかゲームマスタァァァッ!?

ＧＭ：（能天気な声で）「はっはっは、そうかも知れませんな。これは愉ゆ快かい！」

一同：ふざけんなーっ[image: ]（爆笑）

[image: ]

真弓：う、くっ……（[image: ]机つくえに突つっ伏ぷし、お腹を押さえつつヒクヒク痙けい攣れん）。

浄ノ進：謝あやまれ！　名古屋の方と、信長と、あと、俺おれたちとか色々な人に謝れぇぇっ！（笑）

ＧＭ：「……と、まぁ、冗じよう談だんはさておき」

真弓：冗談だったのっ!?

イクフサ：ＧＭの目は十分本気に思えたんだが……まぁ、冗談ということにしておいた方がお互たがいのためだ。信長はもっとカッコイイ奴なんだよな。な!?

ＧＭ：お……おう、もちろんだとも！

才蔵：う、噓うそ臭くさい……。

ＧＭ：「まぁ、世界が尾張になるというのは拙僧の部下のそのまた友達の幼おさな馴な染じみのイトコのハトコの推すい論ろんに過すぎませぬが、そいつは本ほん能のう寺じで死んでしまったので、もはや本気か冗談かわかりませんな。はっはっは！」

イクフサ：遂ついに死人のせいにしやがったぞ。

浄ノ進：ああ……天海……もう、こいつのいうこと全部信じられそうにない（笑）。

ＧＭ：ともあれ、君たちは蘭丸と信長の正体について重要な情報を得たのであった……というところでシーンを終しゆう了りようしておこう（笑）。

真弓：ええと、信長に憑ひよう依いしてるのがデミウルゴスってことと、蘭丸はロキで、体に何か秘ひ密みつがある……ってことでいいんですよね？

ＧＭ：ＹＥＳ！

浄ノ進：あー、大だい惨さん事じだった……。







天海　南光坊天海。後の江戸幕府において、金地院崇伝と並び、徳川家康のアドバイザーとして仕えた怪僧。「彼の正体は、実は生きていた明智光秀である」とする俗説もある。

八丁味噌　名古屋名物の豆味噌。独特の風味が実に美味。

トーストとゆで卵が食べ放題　名古屋の喫茶店には、モーニングでこのようなサービスを実施している店が多い。

金のシャチホコ　名古屋城の天守閣に輝く名物である。





[image: ]




◆第３ターン

ＧＭ：はい、そんなわけで最終ターンです。

真弓：一いち応おう、もう五個こ以上は潰つぶしたので安土には侵しん入にゆう可か能のうだよね。

浄ノ進：とはいえ、相手の力を削そぐにこしたことはありませんな。

才蔵：では、情じよう報ほう収しゆう集しゆうでござるなー。




　ここでの情報収集判定は、皆ダイス目が振るわなかった。

　判明した情報は次の通りである。




・米沢では戦闘が発生する。

・堺は判定の手数が重要。つまり、人数が多いほど良い。

・四国では戦闘や判定が発生しない。

・薩摩では、敵の攻撃に耐える／無効化する能力が必要。




イクフサ：戦闘ってんなら、ワシがいくぜ。きっと、伊達政宗との戦闘じゃろう。興味がある。

浄ノ進：堺は私だな。手数が必要なら、従者を大量に動員すればよい。

才蔵：敵の攻撃を凌ぐのであれば、薩摩には才蔵が。

真弓：あたし、四国でいいの？　もう一度シヴァ勝家に挑戦してこようか。

浄ノ進：あの〈運動〉判定はキツいですよ。さすがに。

真弓：ん～。それもそっか。じゃあ、あたしは四国で。

ＧＭ：了解。それじゃあ解決していこうか！







◆Middle 09◆「蝙蝠こうもり神、慟どう哭こくす」の段


Scene Player ─── 真弓






　真弓は舟を仕立て、四国を目指していた。

　舟の櫂を漕ぐのは、唯一のお供である猿の佐助。




ＧＭ：さて、四国に、真弓が乗り込むことになるわけだが……。

才蔵：才蔵は佐助を《ハンドリング》で登場させておくでござる。

ＧＭ：ん、了解。

真弓：ここ、戦闘も判定も必要ないって言われてたけど……どういうことだろう。

イクフサ：四国か。長ちよう宗そ我か部べ元親が出てくるっぽいよな。

浄ノ進：真弓様、もう安土に乗り込むことは可能なのです。危険があれば、すぐに撤てつ退たいしてください。

真弓：うん、了りよう解かいだよー。

ＧＭ：四国の浜はままでは、何の障しよう害がいもなく真弓は辿たどり着く。だが、漁村であるはずのそこに人の姿すがたはない。ただ風だけが、無む人じんの地に吹ふき荒すさぶ。

真弓：あうぅ、不気味だ。

ＧＭ：周囲を見回していると、そこへ蝙蝠の群むれが出現する。その群れの中心には、漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包んだ、壮そう年ねんの男が不ふ敵てきな笑えみを浮うかべて立っている。

真弓：その変態的な登場で魔界衆と判はん断だんして、すかさず距きよ離りをとります。

浄ノ進：すっかり慣なれてきたなぁ（笑）。

ＧＭ：（軽薄そうな声で）「よぉう！　あんたが〝女子高生〟天野真弓だな？　ヒューッ、こいつぁ別べつ嬪ぴんだぜ!!」

真弓：だ、誰だれよあんた！（笑）

ＧＭ：自信満々の表ひよう情じようで、その男は宣せん言げんする。「俺様は、大地下世界シバルバーにその名を轟とどろかす……」

真弓：え？

浄ノ進：シバルバー？　は？

ＧＭ：（両手を広げて声高らかに）「吸きゆう血けつ蝙蝠の神、カマソッツ!!」

真弓：…………。

ＧＭ：「…………？」（[image: ]小首をかしげる）

真弓：カマソッ……ツ？

一同：知らねぇぇぇーっ！（爆ばく笑しよう）

才蔵：聞いたこともないでござる！

浄ノ進：〝シバルバー〟の時点で「何？」って感じだったのが、さらに神の名前が〝カマソッツ〟。すごいな、この上なくマイナー感が溢あふれまくっている（笑）。

ＧＭ：だが、カマソッツ本人は自分がマイナーだとは露つゆほどにも思っていない。「おい、どうした？　お嬢ちゃんは世界各地の神々の名に通じてるって話じゃねぇか。まさか、このカマソッツ様を知らねぇってことは……」

真弓：……ご、ごめんなさい。全然知りません！

ＧＭ：（目をクワッと見開いて）「なんでよぉぉぉっ！　なんで、ヴィーナスやファラオは知ってて、あたしの名前は知らないのよぉーっ！」

真弓：ごめんなさいごめんなさいごめんなさいっ！　でもなんでいきなりオカマ口調ーッ!?

ＧＭ：「ちとエキサイトし過ぎちまったな。まぁ、ともかく俺はマヤの神なんですよ。マヤ」

真弓：ああ、中南米の。

ＧＭ：「あ、僕ぼくの故こ郷きようは知っててくれてるんだ。あはは、うれしいなぁ。で、その神が、四国の雄たる長宗我部元親ちようそかべ・もとちかに憑依したんでやんすよ」

浄ノ進：今度はなんだか卑ひ屈くつになったぞ（笑）。

イクフサ：あーやっぱ長宗我部だったかぁ。

真弓：うぅ、ごめんね。その人も名前くらいしか知らないよ……。

ＧＭ：「……ま、いいさ。さて本題に入ろうか」

真弓：あうっ。トキジクの弓に手を伸ばして、身構えます。

ＧＭ：「待った待った！　戦うつもりはねぇよう。……むしろ、俺はお嬢ちゃんの味方になるつもりさぁ」

一同：味方ぁ？

真弓：不審げな表情で聞き返します。味方になる？　信長を裏切るの？

ＧＭ：カマソッツは、おどけたような声で答える。「機を見るに敏と言ってくれよ。あんたは俺ら魔界十字軍を易々と打ち破ってる。こりゃあ信長といえど旗色は悪そうじゃねぇか」

イクフサ：ふン、こいつ日和見主義者か。

ＧＭ：「信長は俺を〝鳥なき島の蝙蝠〟とバカにしやがった。へっ、なら蝙蝠は蝙蝠らしく振舞ってやるさ」

真弓：それで、あたしたちにつくの？　……どうしよう、みんな？

イクフサ：そこにワシはおらんぞ。

浄ノ進＆才蔵：同じく。

真弓：ああっ、一緒にいるのはお猿さんだけだー！（笑）

ＧＭ：さて、ここで彼と手を組むかどうかの選択をしてもらう……はずだったんだけど、ここでイベントが発生する。




　突如、声が響いた。

　幼く涼やかな……それでいて、どこか禍々しさを帯びた声。

「余計な動きはしないでもらおうか、蝙蝠」

　肉を裂き、骨を砕く音。

　見れば、カマソッツ元親の胸板を貫いて一本の腕が生えている。




一同：おおおっ!?

ＧＭ：体を貫かれ、苦痛に顔を歪めるカマソッツ。その背後には、いずこからともなく現れた蘭丸の姿。

真弓：蘭丸……！

ＧＭ：彼は君の顔を見てニヤッと笑みを浮かべ、「残念でした」と言い残し、カマソッツ元親を抱えたまま《ワームホール》で即座にシーンから退場してしまう。

一同：…………。

真弓：今の、なんだったんだろう……。

才蔵：なんというか、何かを失敗したような雰囲気が漂っているでござるが。

ＧＭ：うむ。四国の情報項目を調べると、次のような情報が出る予定だった




・カマソッツ元親は魔界十字軍を裏切り、真弓たちに味方しようとしている。

・彼と手を組むと、クライマックス戦闘が少し楽になると同時に、最終話において重要な情報の一部が手に入る。

・彼は比較的弱い魔界十字軍（エキストラ）である。そのため、手を組まない場合でも、「倒す」と宣言すれば無力化される。

・信長たちは、彼の動向に疑いを抱いており、三ターン目には蘭丸が処刑してしまう。




真弓：ごっめーん！

浄ノ進：いやいや、情報収集できなかったのですから、これは仕方ない。

才蔵：しかし、まさか訪れるだけでクリアできる場所だったとは。

ＧＭ：そういうのもひとつはあっていいかなと思って。ともあれ、カマソッツは死んだので、四国の魔界は労せずして滅んだことにはかわりない。

真弓：あーうー。それでも、なんだか損した気分～。

ＧＭ：ひとり、真弓がボヤいたところで、このシーンを終了しよう。




　かくしてカマソッツ元親は蘭丸によって処刑された。

　日本マヤ化計画、潰える！

　……が、なんだか納得のいかない真弓であった。







◆Middle 10◆「黒こく竜りゆうと黒こく狼ろう、激げき突とつす！」の段


Scene Player ─── イクフサ






　米よね沢ざわ。

　闇やみと瘴しよう気き渦うず巻まく巨きよ城じようの天てん守しゆ閣かくの上で、二匹ひきの獣けものが睨にらみ合っていた。

　一匹ぴきは、イクフサ。漆しつ黒こくの妖狼。

　一匹は、伊達政宗だて・まさむね。独どく眼がんの邪じや竜りゆう。




ＧＭ：次はイクフサ、君のシーンだ。

イクフサ：おうよ。やっとこさちゃんとした戦せん闘とうだな。腕うでが鳴るぜ！

ＧＭ：東北へ向かった君は、現在、政宗の城の天辺で彼と対たい峙じしている。邪じや魔まする者はいない。完全なタイマン勝負だ。

[image: ]

イクフサ：政宗に話しかける。小こ僧ぞう、テメェが政宗か？

ＧＭ：政宗は、十五歳さいの少年とは思えぬほどの覇は気きを発しながら口元に笑えみを浮うかべる。「ああ。お前がイクフサだな。俺にはわかるぜ。ここで俺とお前が戦うことこそ、神話の頃ころより定められた運命デイステイニー」

イクフサ：……で、でぃすてぃにぃ？（笑）

ＧＭ：（右目を押おさえながら）「くっ！　俺の邪眼イーヴイルアイが疼うずく！　空虚ヴオイドな心ハートを熱くさせるのは……お前という獣けものとの激しいハードな戦いバトルしかなさそうだ。でもわかるぜ、お前だってそうなんだろう？　お前は俺と同じ、この腐くさった世界を独ひとり寂さびしく駆かけ抜ぬけるロンリー・ウルフ……」

イクフサ：え、ええと……。

ＧＭ：（目を見開いて）「そうだろう!?」

イクフサ：（気け圧おされたように）お、おお……そ、そうかもしれんな。

浄ノ進：こ、こいつ……何を言っているのかまったくわからん。

才蔵：というか、思春期の自じ意い識しきを妙みようにこじらせたような感じがするでござる（笑）。

ＧＭ：「さぁ始めようイクフサ。俺とお前、闘とう争そうという名のシンフォニー、ふたりだけのセカイを！」政宗の眼がん帯たいが弾はじけとび、空くう虚きよな眼がん窩かからは巨大な闇やみが現れ出いでる！

イクフサ：ちと呆ぼう然ぜんとしてたが、こりゃヤバそうだ。すぐに戦せん闘とう態たい勢せいを整ととのえるぜ！

ＧＭ：「俺はバロール政宗！　邪じや眼がん持つエリンの大神！　我わが闇より生まれたるは、大暗黒竜クロウ・クルーアッハ!!」敵は政宗と、その従じゆう者しやであるクロウ・クルーアッハの二体です。

イクフサ：ちっ、二対一か！　まぁ、それも面白ぇ！

真弓：イクフサ、ひとりで大丈夫!?

イクフサ：おうよ！　十五の小こ僧ぞうに手こずるイクフサ様じゃねぇや！

ＧＭ：こちらは従者を作成したので、戦闘前にイクフサも何かエフェクトを使って準じゆん備びしていいよ。

イクフサ：なら《ハンティングスタイル》＋《完全獣じゆう化か》＋《破は壊かいの爪つめ》だ。




　邪眼の神と闇の竜の出しゆつ現げんに呼こ応おうするかのように、イクフサの肉体も変へん異いしてゆく。

　筋きん肉にくは巨大な巌いわおのように膨ふくれ上がり、漆黒の獣じゆう毛もうは妖よう気きを帯びて禍まが々まがしく輝かがやき始める。

　大妖イクフサの真の姿すがた。

　それは、心弱き者ならば、見るだけで卒そつ倒とうしかねないほどに恐おそろしい代しろ物ものであった。




◆第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：それではまずセットアップ。政宗は《灰はい色いろの庭》をイクフサに、クロウ・クルーアッハ（以下クロウ）は《赤せき方ほう偏へん移い世せ界かい》を政宗に使用するよ。政宗の邪眼はイクフサの体に重じゆう圧あつをかけ、クロウの禍まが々まがしい咆ほう哮こうが政宗の士気を奮ふるい立たたせる！

イクフサ：イニシアティブ値ち操そう作さか！

ＧＭ：ああ。イニシアティブ値がイクフサは６低下、政宗は４上じよう昇しよう。これで政宗は11、クロウは９、イクフサは３となる。

真弓：《ヴァイタルアップ》はしないんだ。イクフサなら、攻撃が当たれば倒たおせるね！

イクフサ：おうよ！

ＧＭ：その前に撃げき退たいしてやるわい。それでは政宗の行動から。まずは、マイナーアクションでクロウに攻撃命令を下す。そして、メジャーアクションで攻撃！

イクフサ：ちっ。エンゲージしちゃあくれねぇか。

ＧＭ：「闇に抱だかれ、甘かん美びなる地じ獄ごくに堕おちるがいい……それが、俺からお前に贈おくる神しん罰ばつという名の鎮魂歌レクイエム！」同時に、パイプオルガンの荘そう厳ごんな響ひびきが天てん守しゆ閣かくを満たす。

浄ノ進：いいからダイス振ふれよ（笑）。

ＧＭ：それでは、《封ふう印いんの呪じゆ》＋《夜よ闇やみの幻げん想そう》＋《黒の鉄てつ槌つい》＋《冥めい界かいの檻おり》＋《魔王の理》で〈ＲＣ〉攻撃。政宗の右みぎ眼めから闇やみが溢あふれ出し、イクフサを包み込む！　達たつ成せい値ちは26だ。

イクフサ：《竜りゆう鱗りん》を使って耐たえる！

ＧＭ：ならば、闇色の死し毒どくがイクフサの肉体を蝕むしばみ、24ダメージ！

イクフサ：よし、20点弾はじいて４ダメージ。まだまだ余よ裕ゆう！

ＧＭ：「耐たえたか。だが気をつけろ。邪じや眼がんの毒はじわじわと効きいてくる！」命中してダメージは通ったので、このラウンド中、イクフサの判はん定ていダイスに２個のペナルティと、次に行う判定のクリティカル値に＋１ね。

イクフサ：何ーっ！　では、ガハッと血を吐はきつつ膝ひざをつく。……なるほど、体の自由が効ききやがらねぇ。面おも白しろくなってきた！

ＧＭ：そして間かん髪はついれずにクロウの攻こう撃げきだ。黒き竜の肉体はどろりと崩くずれ、闇色の泥どろと化して襲おそいかかる！　マイナーアクションでエンゲージした後、《かりそめの剣けん士し》＋《渇かわきの主》＋《血族》で白はく兵へい攻撃。達成値は28！

イクフサ：ちっ、装そう甲こう無む視し攻撃か。なら、《復ふく讐しゆうの刃やいば》で防ぼう御ぎよを捨すてて殴なぐり返す！

ＧＭ：ほほう。ならダメージは22点だ。

イクフサ：倒たおれるが、《リザレクト》で即そく座ざに立ち上がる。クリティカル値が下がっても８あるぜ。（ダイスを振る）よし、達成値35で、ダメージは29点！

ＧＭ：ぐわっ、一発で破は壊かいされた!?　政宗は、「ヌァザをも殺した暗黒竜を屠ほふるか！」

イクフサ：ハッ！　暗黒竜だかなんだか知らねぇが、イクフサ様を舐なめるんじゃねぇや。侵しん蝕しよく率りつは丁ちよう度ど80％。《フルパワーアタック》でケリをつけてやらぁ。一気に政宗との間合いを詰つめ、そのまま襲おそいかかる！　達成値38！

ＧＭ：ぐおおっ!?　持っていた刀を抜ぬき放ち、受けを行う！《魔ま人じんの盾たて》＋《グラビティガード》その他による受けだ。よし、出目がいい！　受けには成功している。

イクフサ：構かまわず殴なぐり抜ぬけて、64点ダメージ。

一同：64っ!?

真弓：凄すごっ……！

ＧＭ：では、両者の刃がかみ合った瞬間、ちょっとした異変が発生する。

イクフサ：ぬぅ？

ＧＭ：先程、蘭丸に接近したときと同じ幻影だ。

真弓＆イクフサ：えっ!?




　脳裡に鮮やかに蘇るのは、あの少年の姿。

　蘭丸と同じ顔……だが、何かが決定的に違っている。

　その少年は、イクフサに何かを訴えかけようとしているのだ。

　ただ一言だけ聞き取れた。

　確かに、「真弓を守ってくれ」と叫んでいた。




ＧＭ：……そして、フラッシュバックは終わる。一方の政宗も、「今のは、なんだ……俺はバロール神……違う、俺は伊達政宗……人間……？」と呟いている。

才蔵：正気に戻ろうとしているでござるか？

ＧＭ：だが、すぐに表情は禍々しいものへと戻る。「邪眼の力を舐めるなよぉぉぉっ！」邪眼によって空間が歪わい曲きよくし、攻撃のエネルギーを弾く！　《斥力障壁》で＋12、日本刀で＋８、エフェクトで＋12、鎧で＋５、併せてダメージを37点軽けい減げん！

一同：うおっ!?

イクフサ：随ずい分ぶんと硬かたい野や郎ろうだな。

才蔵：しまった、佐助を登場させておけば《力の法ほう則そく》で支し援えんできたものを！

ＧＭ：（データを確かく認にんし、首を横に振る）しかし、彼のＨＰは18点しかない。９点オーヴァーして、こちらは倒れる。

イクフサ：お？

浄ノ進：ふむ。《ヴァイタルアップ》していなかったしな。

ＧＭ：いいや。政宗のように、故こ人じんでない武ぶ将しようは侵蝕率[image: ]％と設せつ定ていしてあるんだ。だから《ヴァイタルアップ》は意味がない。

浄之進：なるほど！

ＧＭ：絶ぜつ叫きようと共にバロールは倒れ、後には隻せき眼がんの少年だけが残される。先程までの禍まが々まがしさは微み塵じんもない。

イクフサ：ハン、とりあえず神の方はブチ殺せたかい。

ＧＭ：政宗はほどなくして目を覚まし、状じよう況きようを理り解かいする。「どうやら……負けちまったようだな。ま、南蛮の神の力を得た程度で取れるほど、天下は甘あまくないってことか」

イクフサ：ほう、正気に戻もどったか小僧。

ＧＭ：「ブン殴られたお蔭かな。……いや、あんたと刃を交えた瞬間、俺の中の俺自身が目を覚ませと叫びやがった」

イクフサ：俺の中の俺自身、か。ふむぅ。てことは、ワシの中にあのガキがおる……？　わけがわからんな。

ＧＭ：「ともあれ、だ。大妖イクフサ。あんたのような奴やつと死し合あえて嬉うれしかったぜ。次にやるときは、神なんぞ交えず、ふたりきり水入らずの勝負といこうや」

イクフサ：若ぇが大した奴だな。伊達政宗か。その名前、覚えておくぜ。喧けん嘩かし甲斐がいのある武将になれよ！




　かくて邪眼神バロールは倒れ、若わかき伊達政宗は正気を取り戻もどした。

　日本エリン化計画、潰ついえる！







バロール　ケルト神話において暴威を振るった巨神。その目は邪眼であり、睨まれた者は即死するという。

クロウ・クルーアッハ　ケルト神話に登場する暗黒竜。正体は闇そのものであり、その力は神々の王ヌァザをも殺すほどである。











◆Middle 11◆「商あきないの神、堺さかいを覇はす」の段


Scene Player ─── 浄ノ進






　堺。

　海外の宣せん教きよう師したちが〝東洋のヴェネチア〟と呼よんだ、日本屈くつ指しの貿ぼう易えき都市である。

　現在は、織田信長の資し金きん調ちよう達たつを行う出先機関の様相を呈ていしていた。




ＧＭ：お次は浄ノ進のシーンだ。君は今、魔ま界かい市し場じようと化した堺の地に降り立ったわけだ。大通りには一ひと際きわ巨きよ大だいな〝へるめす屋〟なる大おお店だながでんと鎮ちん座ざしている。

真弓：へるめす屋！

浄ノ進：堂々としたもんだ（笑）。

ＧＭ：君が来ることを予期していたのか「よく来た！　我われらは魔界一のソロバン上じよう手ずを謳うたわれるヘルメス神と契けい約やくせし魔界商人！」と、総そう出でで君を出で迎むかえる魔界屋一同。

浄ノ進：いっそ話が早くて助かる。魔界十じゆう字じ軍ぐんよ、お前たちの陰いん謀ぼうを挫くじきに来たぞ！　勝負方法は何だ、麻まー雀じやんか、料理か!?（笑）

ＧＭ：「我らは商人。ゆえに……相場で勝負だ！」……つーわけで、短期間の相場で収しゆう益えきを多く叩たたき出した方の勝ちね。




　ＧＭが提示したルールは次の通り。

・複数回の〈調達〉判定を行い、その達成値を累積させてゆく。

・ひとりが１ラウンドに判定できるのは一回だが、仲間も判定に参加してよい。

・へるめす屋はふたりが判定を行う。

・達成値の累積が先に50に達した方の勝利。




浄ノ進：……なるほどな。いいだろう、こちらとてその為ための対たい策さくは練ねってきた。つーわけで、手て数かずを増ふやすために従じゆう者しやを二体作成するぞ。出でよ、我わが分身！

才蔵：浄ノ進、頑がん張ばるでござるよ！

ＧＭ：「経けい済ざいのシロウトが、商業を司つかさどるヘルメス神の加か護ご篤あつき我らに勝てると思うか！」

浄ノ進：ではゆくぞ。私と従者Ａ＆Ｂの都合三人が判定をする。達成値は、それぞれ13、６、15……。

ＧＭ：おおおっ!?　一気に合計達成値34ーッ？




　短くも壮絶な判定合戦の結果……。




浄ノ進：よし、２ラウンド目で達成値50突破ぁ！

ＧＭ：…………ソウデスカ。




　へるめす屋、ボロ負け。




浄ノ進：（晴れやかな笑えみで）や、これは余よ裕ゆうだったなぁ！

ＧＭ：（ダイスを握にぎり締しめて机つくえに伏ふしながら）うう……人数でひとり分の差があるとはいえ、どうしてこう、ダイス目は俺を裏うら切ぎるのか。

真弓：ＧＭ、しっかり！

イクフサ：シヴァの時もそのダイス目だったらよかったのによぅ（笑）。

ＧＭ：……まぁいい。ともあれ、浄ノ進の経済工作により、〝へるめす屋〟は完かん膚ぷなきまでに潰つぶれ去り、堺の町の経済はごく普通の商人たちの手に取り戻されたのであった。

一同：よしっ！




　かくてヘルメス神が操あやつる邪じや悪あくな店は潰れ、堺の経済は正せい常じような状態に戻った。

　第二次日本ギリシャ化計画、潰える！







◆Middle 12◆「桜さくら島じま、鳴動す」の段


Scene Player ─── 才蔵






　桜島、御おん岳たけ。

　九州屈くつ指しの火の山は、今、危き機きに瀕ひんしていた。

　神が、この山を噴ふん火かさせるべく暴あばれ回っているのだ。

　それを守るべく立ち向かうは、霧隠才蔵ただひとり。




ＧＭ：それでは次は、桜島に向かった才蔵のシーン。そこでは、ひとりの老ろう将しようが桜島を見て歓かん喜きの声を上げている。「この桜島は、実に雄ゆう大だいで素す晴ばらしいわねぇ！　あたしがしろしめすに相応ふさわしい山だわぁン♪」

一同：オカマかよ！

浄ノ進：（なぜか嬉うれしそうに）しかもジジイだよ！

イクフサ：（素に戻って）矢野君は、ジジイやオカマキャラ好きだよねー（笑）。

才蔵：気が進まぬが、呼びかけてみるでござる。これ、そこの魔界衆！

ＧＭ：「あら、この島津ペレ義よし久ひさに何か用なの？」

一同：……え？

真弓：ペレ？

イクフサ：あれか、サッカーの神様か？

真弓：ああっ！　そっか！（手を叩たたく）

ＧＭ：違ちがうよ！　ペレは、ハワイで恐おそれられてる火山の女神！

一同：知らねぇぇぇっ！（爆笑）

才蔵：ハワイの神……なんてマイナーな。

浄ノ進：き、聞いたこともない……（笑）。

イクフサ：……俺、天のことだから、一いつ瞬しゆん、本気でサッカー選手のペレを登場させたのかと思った（笑）。

ＧＭ：それが、英傑として名高い島津義久に憑依したわけだ。「アロハ、信長公に逆さからう者どもよ！」

才蔵：何が〝アロハ〟でござるか。いいから、ちゃっちゃと勝負をつけるでござる！

ＧＭ：「あらせっかちさん。ま、いいわ。信長様に逆らう愚か者は、この火山諸共吹き飛んじゃいなさい！」




　ＧＭが提示した状況とルールは次の通り。

・ペレ義久は、桜島の大地を巨大な槌で砕いて火山の噴火を促し、それによりさらなる力を得ようとしている。

・ペレ義久は三回大地への攻撃を行う。このダメージ総計が[image: ]に達したら火山は噴火し、ペレはさらなる力を得てしまう。

・この攻撃には神の力を結集するため、三回の攻撃で火山を噴火させられなかった場合、一時的にペレは弱体化（＝エキストラ化）する。




才蔵：なるほど。エキストラ化させれば容易に倒せる、と。

ＧＭ：そういうこと。では、攻撃判定行くぞ！

才蔵：才蔵には《氷ひよう壁へき》も《束そく縛ばくの領りよう域いき》もあるでござるよ！　さぁ、どの霧に包まれたいでござるか？

ＧＭ：おのれぇぇぇ～！




　火山の噴火にも等しい大ダメージを与あたえる巨きよ鎚ついも、当たらなければ意味はない。

　ペレ義久は霧隠才蔵の忍にん法ぽうの前に、なすすべもなくリタイアするのであった。




ＧＭ：ダメだ、完かん封ぷうされた！

才蔵：（親指を立てて勝ち誇る）イエー！

浄ノ進：これは相あい性しようがよかったなぁ。

ＧＭ：ペレが倒たおれることにより、島津義久は己おのれを取り戻もどす。彼は、才蔵に深々と頭を下げるよ。「礼を言うぞ、若き忍にん者じやよ。危あやうく、我わが手で己の領りよう地ちと領民とを害するところであった」

才蔵：魔界十字軍は恐おそるべき相手。貴き公こうもこれより気をつけられよ！




　かくて火山女神ペレは倒れ、美しき桜島は守られた。

　また、薩さつ摩まの勇ゆう将しよう・島津義久は本来の己を取り戻したのである。

　日本ハワイ化計画、潰える！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、これで三ターンは終了し、君たちは九つの魔界を滅ぼすことに成功したわけだ。

浄ノ進：安土へ侵入することは可能、か。

才蔵：最低条件だった五つを軽く超えているでござるな。

イクフサ：どうすンでい真弓。信長を殴りにいくのか？

真弓：うん、行くよ！　安土に行かなければ、勇太のことも解決できないしね。

浄ノ進：しかし真弓様、その勇太殿に宿る蘭丸が立ちはだかるやも知れませぬ。そうなった場合、あなたは戦うことができるのですか？

真弓：ちょっと悩むような表情になるけど、すぐに首を横に振ります。大丈夫。だって、生きてる人間に憑依してるなら、倒しても体の方は無事だったんでしょ？

イクフサ：ああ。伊達の若造はピンピンしてやがったな。

才蔵：島津義久公も同様でござった！

真弓：ほら、ね？

浄ノ進：なるほど。あなたが迷っておられぬのであれば、我らも迷うことなく戦えます。

真弓：まぁ、確証はないんだけど、それでも今は進むしかないよ。悪い奴をやっつけて、みんな無事で帰ろうね！

一同：おうっ！

ＧＭ：では、君たちは決意を胸に安土城へと向かうのであった……というところでクライマックスフェイズへ移ろう。







ペレ　ハワイにおける火山の女神。





[image: ]







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆「第六天てん魔ま王おう、降こう臨りんす」の段


Scene Player ─── 真弓






　安土パンデモニウム。

〝第六天魔王〟の居きよ城じようにして、魔ま界かい十じゆう字じ軍ぐんの本ほん拠きよ地ち。

　天に浮うかぶ本丸を、長大な鎖くさりが安土山の頂いただきに繫つなぎ止めている。

　真弓たちは、その鎖を伝って内部へと侵しん入にゆうした。

　そこにはひとりの守兵もおらず、真弓たちを招まねき寄よせているかのようですらある。




ＧＭ：真弓たちを招まねき入いれるかのように、安あ土づち城じようの壮そう麗れいな城じよう門もんが開く。

浄ノ進：既すでに動きは悟さとられている、か。

イクフサ：まぁ、入りやすくしてくれるってンなら話は早い。さっさと行こうぜ。信長の顔に一いち撃げきくれてやらんことには腹はらがおさまらねぇ。

才蔵：衛えい兵へいはいないのでござるか？

ＧＭ：ああ、ひとりもいない。襖ふすまはひとりでに開き、まるで君たちを奥おくへと誘いざなうかのようだ。屛びよう風ぶや襖には、禍まが々まがしい姿すがたの兵士たちが、今にも動き出しそうな筆ひつ致ちで描えがかれている。

イクフサ：こけおどしだな。今いま更さらこれごときでは驚おどろかねぇさ。

浄ノ進：私わたしは《血の絆きずな》を使って、従じゆう者しやを三体引き連れて歩いてゆく。もう臨りん戦せん態たい勢せいだ。

ＧＭ：ん、許きよ可かしよう。そして、天てん守しゆ閣かくへ続く階かい段だんの前には、蘭丸が佇たたずんでいる。「ようこそ、神に反はん逆ぎやくする者たちよ」

才蔵：出たでござるな。

真弓：キッと睨にらみつける。勇太を……返してもらうよ！

ＧＭ：「そう急がなくてもいいだろう。この奥で、信長公がお待ちだよ。……罠わななどはないから、安心してついてくるといい」

真弓：今すぐトキジクでどうにかしてやりたい気持ちを抑おさえて、ついていきます。




　天守閣。

　黄おう金ごんと漆しつ黒こくを基き調ちようとして飾かざり立たてられ、別世界の如ごとき妖あやしく豪ごう奢しやな気配を漂ただよわせていた。

　奥に鎮ちん座ざするのは、禍々しい甲かつ冑ちゆう姿の〝第六天魔王〟織田信長ただひとり。




ＧＭ：「来たか……女子高生。うぬと見まみえる日、心待ちにしていたぞ」

イクフサ：余よ裕ゆうだな。テメェご自じ慢まんの部下はほとんどブチ殺してやったぜ？

ＧＭ：「イクフサか。ほほう、確たしかに、並なみ々なみならぬ殺気よのう。実によし。見るがいい、うぬらに倒たおされし神も、復ふく讐しゆうを求めて騒さわいでおるわ」




　信長は甲冑の胸むね当あてを外した。

　その下には、蠢うごめき脈動する肉にく塊かい。

　肉塊は幾いくつもの人面へと変じ、その口から無念無念と怨えん嗟さの言葉を漏もらす。




真弓：う、グロい……！

ＧＭ：君たちは、その面がパズズやバロールといった、これまでに倒した神々であることに気づく。だが、トキジクによって倒された連中はいない。

才蔵：なるほど。トキジクは神を滅ほろぼす弓でござったな。

イクフサ：……そういや、あのシヴァはどうしてやがる？

浄ノ進：そういえば討ち漏らしておったな。

ＧＭ：「シヴァは、うぬらをもてなすための兵力として、既に我が内へと帰参させておる。裏切り者のカマソッツも、また同様」……見れば、蠢く肉塊の中にはシヴァやカマソッツの顔もある。

イクフサ：ヘッ、家臣を食ったのかよ。

ＧＭ：「主君の戦の道具となるは、家臣の本懐であろうが」ルール的には、討ち漏らした神ひとりにつき信長の侵蝕率が10％加算される予定だった。シヴァとカマソッツの二体なので、＋20％ね。

才蔵：《ヴァイタルアップ》を考慮すると、ＨＰ20点分でござるな。

浄ノ進：しかし、この期ごに及およんで、なぜ我われ々われを招き入れるような真似まねをする？　信長よ、貴様の思おも惑わくがわからぬ。

ＧＭ：「いずれわかる。だが今は、語るよりも刃を交えるがよかろう」太刀を手に、信長は立ち上がる。

真弓：戦うしかないってことね……。

イクフサ：ヘッ。もとよりそいつは望んだこと！　やったろうじゃねぇか！

才蔵：……左さ様よう。伊い賀がの同どう胞ほうの仇かたき、ここで討うたせてもらうでござる!!




◆第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では最初のラウンドのセットアップだ。信長は、当然ながら《ヴァイタルアップ》。

才蔵：才蔵は《フルディフェンス》。印を組み、背せのヒョウタンから大量の霧きりを生成し始めるでござる。

浄ノ進：私は《フルインストール》でダイス数を増ふやしておこう。山住の血の力を活かつ性せい化かさせることで、精神が研とぎ澄すまされる……と同時に、その負荷で喀かつ血けつ（笑）。

ＧＭ：信長はマイナーアクションで《爪そう剣けん》。メジャーは《群むれの主》。君たちの両隣の襖に描かれた異形の兵士が蠢き、そのまま襖の外へと飛び出してくる！　右から２体、左から２体の、全４体！

浄ノ進：うおっ、トループ召しよう喚かん能のう力りよく持ちか！　ええい、鬱うつ陶とうしい戦い方を。

ＧＭ：従者使いの貴様に言われとうない。なお、トループの出しゆつ現げん位置は、この戦せん闘とうでは、君たちのエンゲージから左右に５ｍずつ離れた襖の前ということにします。

真弓：で、あたしか。信長に攻撃集中だね。《抜ぬき打うち》＋《クリスタライズ》で、信長に光の矢を雨のように撃うち込こみます。達たつ成せい値ちは……やたっ、57！

浄ノ進：しょっぱなから素す晴ばらしい出目ですな！

真弓：あと、リアクションのダイスは６個こ減へります。

ＧＭ：だが、そう簡かん単たんにはやらせん。信長が《束そく縛ばくの領りよう域いき》を使い、その攻こう撃げきを妨ぼう害がいする。クリティカル値７で、ダイス19個！

才蔵：はっはっは、ＧＭはきっと盛せい大だいに失敗してくれるでござるよ（笑）。

ＧＭ：舐なめるなぁーっ！（ダイスを振ふる）……おおっ、なんだかすごいぞ！

一同：おおおっ!?

ＧＭ：クリティカルしまくって、なんと達成値が[image: ]！

一同：うわぁーっ！

才蔵：げげぇーっ!?　あ、ありえん！　天なのに、その出目はありえん！（笑）

真弓：あちゃー。今の《抜き打ち》、最後の一回だったのにぃぃぃ。

ＧＭ：降ふり注そそぐ光の矢を、信長は一ひと睨にらみで文字通り雲うん散さん霧む消しようさせる。「どうした女子高生、これがお前の全力か!?」

一同：一睨み!!（笑）

才蔵：くっ、なんという超人っぷり……。

真弓：悔しいけど、カッコイイかもー！（笑）

ＧＭ：「つまらんつまらん。それしきの悪意では、我が天下にはまだ届とどかんぞっ！」

真弓：悪意？　その言葉を聞いて、キッと信長を睨み、矢を番つがえ直します。……あたしがあなたと戦うのは、悪意からじゃないっ！

ＧＭ：「ほう、ならばなんだ？　覇王たる我に取って代わろうとする野心か、それとも己おのれの力を示しめさんとする虚きよ栄えいか？」

真弓：違ちがう！　勇太を、みんなを助けたいから……ただ、それだけだよ！

ＧＭ：「ほう？　ただそれだけの理由で、第六天魔王と神々の軍ぐん団だんに刃は向むかえるのか！」

イクフサ：驚おどろいただろ、信長。この女は、根本的にワシやテメェらみてぇな〝はぐれモン〟とは違ちがう生き物なのさ。

ＧＭ：「……大たい妖ようすらも情じようにほだされるとはな。愉ゆ快かい、実に愉快だ。女子高生、うぬの清せい浄じようなる魂たましい、乱らん世せいの作法にて穢けがし嬲なぶり尽つくしてやろうぞ！」

真弓：（勇ましい声で）できるものならっ！

才蔵：次は才蔵の番でござるが、相手の攻こう撃げきに即そく応おうできるように待機。

イクフサ：んでもってワシと浄ノ進の行動か。すぐに終わるんで、ワシが先でいいか？

浄ノ進：うむ。

イクフサ：んじゃ、マイナーアクションで《ハンティングスタイル》＋《破は壊かいの爪つめ》＋《完全獣じゆう化か》。メジャーアクションで信長にエンゲージして、行動終しゆう了りよう。

ＧＭ：それでは最後に浄ノ進の行動だな。

浄ノ進：マイナーアクションで従者三体に攻撃命令を下し、私自身はイクフサと同じくメジャーアクションで信長にエンゲージ。

ＧＭ：ふむ。では従者の行動宣せん言げんをどうぞ。

浄ノ進：今回のシナリオは無理をすると決めた！　三体とも全力で動かす。《渇かわきの主》＋《忌いまわしき砲ほう弾だん》その他で、信長及およびトループを攻撃だ。

真弓：（不安そうな声で）それ、侵しん蝕しよく率りつどれくらい上がるんですか？

浄ノ進：１体につき10点が３体分で……ああ、信長のエンゲージは奴ひとりしかいないんで《忌まわしき砲弾》はいらないな。合計27点！

一同：うひゃー！

才蔵：おい浄ノ進、体が弱いクセに無茶をするなっ。

浄ノ進：才蔵、何を今いま更さらのことを。そもそも、神々と戦おうとする時点で無茶なのだ！　盛せい大だいに吐と血けつし、目から血けつ涙るいを流したりしながら、従者に力を送り込む！（山のようなダイスを振ふりまくる）従者Ａ、達成値43。従者Ｂ、達成値……。

ＧＭ：うおおっ、怒ど濤とうのように来やがったな！




　結果、浄ノ進の従者は、兵士の群れをふたつとも綺き麗れいに消し飛ばした。




ＧＭ：ぐおおっ、トループ全ぜん滅めつかよ！　信長もそれなりにダメージを受けている。……《渇きの主》だから、受けも使えない！

一同：おおおー！（拍はく手しゆ）

浄ノ進：よしっ！

ＧＭ：だが、ただでは済すまさん。信長及びトループは《裏うら切ぎりの右手》を宣言。従者たちの体に亡もう者じやたちの残ざん骸がいがへばりつき、腐ふ蝕しよくさせる。以い降こう、従者たちの素す手で攻撃力が６低下。

浄ノ進：うおっ、厄やつ介かいな技わざを！

ＧＭ：ふふん。ＰＣの行動は全部終了したな。それでは信長のセカンドアクション！《ふたつめの牙きば》＋《要かなめの陣じん形けい》＋《水すい刃じん》＋《大地の加か護ご》その他で〈ＲＣ〉攻撃だ。

一同：来たーっ！

ＧＭ：「我に敗やぶれし弱者どもよ、うぬらの憎ぞう悪おと怒いかりを示しめすがいい！」宣言と同時に、床ゆかや壁かべ、天てん井じようから次々と血ち塗まみれの死体が呪じゆ詛そと怨えん嗟さの声を上げながら出現する。それは、これまで信長が倒し取り込んできた者たちだ。

浄ノ進：自分の敵を全部喰くらって来たというのか……。

才蔵：ぬぬっ!?　するとつまり、そこには天てん正しよう伊い賀がの乱らんで散った才蔵の仲間も……。

ＧＭ：ああ、当然いるな。お前もこちらに来いと誘うかのようなうめき声を上げている。

才蔵：くっ、なんと悪あく趣しゆ味みな技を！

ＧＭ：（ポーンの配置を眺ながめ）あの従者ども、ＨＰ高いんだよなぁ……。よし、ＰＣ全員に攻撃だ。達成値は40！

才蔵：すかさず《氷ひよう壁へき》！　相手がオルクスのエフェクトなので、《支し配はいの領域》を組み合わせてダイスを増ふやすでござる。（ダイスを振る）……およよ？　達成値35で失敗ぃぃぃっ！

ＧＭ：よしっ！

才蔵：まだでござる！　信長へ取得していた感服／恐きよう怖ふで取得していたロイスをタイタスに変え、昇しよう華か！

浄ノ進：タイタスを達成値上じよう昇しように使うか。出目は５以上必要だから、四割で失敗だぞ？

才蔵：しかし、ここは負けるわけにはゆかぬでござる！




　迫せまり来る亡者の群れ。

　その中には、天正伊賀の乱で散った忍にん者じやたちの姿もあった。

　才蔵の目に、静かな怒いかりの炎ほのおが燃もえている。

　恐きよう怖ふを振ふり払はらうかのように、裂れつ帛ぱくの気合と共に呪じゆ印いんを組む。

　猛もう烈れつな勢いきおいで〝霧〟が周囲を覆おおい尽つくし───




才蔵：出目は７！　達成値42！

真弓：おおーっ！（拍手）才蔵、すごいっ！

才蔵：仲間の無念、才蔵が晴らすでござる！

ＧＭ：では、信長の攻撃を見事に凌しのいだところで１ラウンド目は終了だ。




◆第２ラウンド
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ＧＭ：セットアップ、信長は《ルーラー》を宣言。信長の体から暗黒の瘴しよう気きが噴ふん出しゆつし、天守閣を包む。このラウンド中、あらゆる判はん定ていダイスが３個減げん少しよう！

真弓：うっわー、やらしい技だよー。

浄ノ進：私はもう一度《フルインストール》だ。ダイス数＋９個。

ＧＭ：ほかにはいないね？　それでは信長の手番だ。再ふたたび、《群れの主》！　またもや６体のトループが出現するよ。

真弓：ひぃ～！　また出てきた！

才蔵：まことに鬱うつ陶とうしい限り！

浄ノ進：これは、もはやトループを相手にしている余裕はないな。キリがない。

ＧＭ：信長の行動は終了。では真弓からどうぞー。

真弓：あたし、マイナーで移い動どうしてイクフサや信長と同じエンゲージに入るよ。

イクフサ：むぅっ？

真弓：次のラウンド、あたしがイクフサを庇かばうよ！

イクフサ：ほほう、真弓がワシをかばうだと？　……いや、プレイヤーとしてはありがたいんじゃが（笑）。

真弓：ほら、《ラストアクション》が使いやすくなるし！

イクフサ：なるほどな。じゃあ、頼んだぜ。

真弓：んで、メジャーアクションだけど……あと侵蝕率１あればダイスが１個増ふえる。無む駄だに《ギガンティック・モード》で侵蝕率上げるかなぁ。

浄ノ進：悩なやみどころですな。けど、侵蝕率が随ずい分ぶんと高いのにダイス１個のために余よ分ぶんに上昇させるのは危き険けんですよ。

真弓：言われてみれば確かに。（しばし考えた後）よっし、普ふ通つうに攻こう撃げきしよう。もう《抜き打ち》がないのは残念だけど。

ＧＭ：さぁ、来い！

真弓：ていっ！（ダイスを振る）……あれれ？　１個しかクリティカルしてないよ？

イクフサ：今日は、ほんのりと真弓の出目が悪いな。

真弓：（悔くやしそうに）う～！　それでもなんとか達成値25！

ＧＭ：命中だ。射しや撃げき攻撃は受けられぬ。

才蔵：殿とのの動きに合わせるように動き、《力の法ほう則そく》！　ダメージ13点追加でござる！

真弓：あたしが41点だから、合計で54点、装そう甲こう無む視し！




　光の矢が無数に分ぶん裂れつし、信長の肉体に突つき刺ささってゆく。

　これまでの魔まか界い衆しゆうと同じく、彼かれもまた、トキジクの力の前には屈くつするほかはないようだ。

[image: ]




浄ノ進：私は前回と同じくマイナーアクションで従者に命令、メジャーアクションは破は棄き！

イクフサ：おい、またさっきのような動き方をするのか？

浄ノ進：先さき程ほどではないな。信長にエンゲージしている従者だけ《渇きの主》は使わず、マイナーアクションで《赫あかき剣けん》を発動。ＨＰは56点消費。

才蔵：なにゆえそんな半はん端ぱな数字？

浄ノ進：相手の《自動触しよく手しゆ》が４レベルと高めに仮か定ていして、８点ダメージを受けることになる。それでも１点はＨＰが残るように計算した。

才蔵：おー。理り解かい理解。

浄ノ進：ではゆくぞ！




　再び、従者の猛もう攻こうが吹ふき荒あれる。

　当然のことながら、トループはなす術すべもなく破は壊かいされてゆく。

　そして、信長もまた───




浄ノ進：信長への攻撃は、達成値87。……命中だな？　ではダメージ[image: ]点!!

ＧＭ：「おぼぶっ!?」受けで削けずっても、焼け石に水だ！　……やむをえん、そのダメージは《透とう過か》でキャンセルさせてもらう！

浄ノ進：よし、復ふつ活かつ系けいをひとつ削ったぞ！

ＧＭ：しかし、そっちも侵蝕率がすごいことになってるだろう！

浄ノ進：[image: ]％を超こえた！　あと一体従者を呼よべるようになったぜ！（笑）

真弓：よよよっ、呼よばなくていいからーっ！（悲鳴）

浄ノ進：はっ、わかっております。自じ重ちよういたします。

イクフサ：……さて、ここでようやっとワシの攻撃だな。浄ノ進ばかりにいい格かつ好こうはさせちゃおれンわい。

浄ノ進：（プレイヤーに戻もどって）キミくん、侵蝕率上げすぎないようにね。

イクフサ：あいよ！　浄ノ進が身を張はってくれてる分、こっちも上手くやらねぇとな。満を持して《フルパワーアタック》＋《鬼おにの一いち撃げき》。達成値は57！

ＧＭ：そいつは《爪剣》＋《歪みの体》で受けるぞ。達成値49＋受け値で、なんとか受け成立！

イクフサ：ダメージは62点！　ブッ倒たおれろ！

ＧＭ：13点弾はじいて49点ダメージか。痛いが、まだ倒れん！

イクフサ：はン、さすがは第六天魔王。

ＧＭ：おうともよ。そして《自動触手》による６点ダメージに加え、《裏切りの右手》による素手の攻こう撃げき力りよくが６点低下する！

イクフサ：ぐおお、小こ賢ざかしいぃぃっ！

才蔵：そして才蔵の番と。待機を解かい除じよして移動。とりあえず、従者Ｃと同じエンゲージに入っておくでござるよ。

ＧＭ：じゃあセカンドアクション始まるぞー。ＰＣ全員に、先程と同じ組み合わせで攻撃だ。達成値は……おおっ、クリティカルしまくっとる！　達成値76！

一同：うわあっ!?

才蔵：仕方ない！　Ｄロイス：伝でん承しよう者しやを使用して《束縛の領域》の達成値を上げるでござる。

真弓：頼たのむよ、才蔵！

才蔵：お任まかせあれっ！（振ふったダイスの目を見て顔をしかめる）うおおっ、酷ひどい出目！　ししし、失敗～……。

一同：あちゃ～。

ＧＭ：じゃあ改めて皆みなさん防ぼう御ぎよ判定をどうぞ。

一同：失敗！

イクフサ：くそっ、白はく兵へい攻撃ならば《復讐の刃》で殴なぐり返せたものを。

浄ノ進：私が真弓様、従者Ｃが才蔵、従者Ａがイクフサを、それぞれ《マグネットフォース》でカバーリング。

ＧＭ：それでは、全員にダメージを62点ずつ！

浄ノ進：私も従者も耐たえられるはずもない。従者は全ぜん滅めつ、私は［昏こん倒とう］。

真弓：浄ノ進さん！

浄ノ進：後は任まかせましたぞ……。ロイスを消しよう耗もうするわけにはいかないので、ここは倒れたままにしておこう。




　血を吐はき、倒れる浄ノ進。

　従者は元の人形に戻もどり、力なく崩くずれ落ちた。




◆第３ラウンド
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ＧＭ：さて、３ラウンド目のセットアップだ。信長はもういっちょ《ルーラー》を宣言。再び覇は王おうの瘴気に恐きよう怖ふせい！

真弓：あうう、また３Ｄのペナルティ～。

ＧＭ：そして信長の行動。《爪剣》を振ふりかぶり、《吸きゆう収しゆう》＋《命の剣》＋《要の陣形》＋《オーバーロード》その他で攻撃だ。

真弓：《命の剣》が来たー！

ＧＭ：ここらが決め時だな。《エンハンスアクション》を使って、ダイスを一気に15個増やす！　達成値は……85だ！

才蔵：《氷壁》……ダメだ、全然届とどかないでござる。

真弓：それじゃあ、あたしはメジャーアクション放ほう棄きでイクフサをかばう！

イクフサ：すまねぇっ！

ＧＭ：それでは全員に92点ダメージ。

イクフサ：ワシは《復讐の刃》だ。達成値は30ピッタリ！

ＧＭ：回かい避ひしようがない。ダメージをくれい。

イクフサ：ダメージは23点だ！　これで死ねいっ！

ＧＭ：まだ死なんっ！




　絡からみつく亡者を弾はじき飛とばし、イクフサの刃やいばが覇王の胸むな板いたへと迫せまる。

　刃は胸板を抉えぐり貫つらぬき、心しん臓ぞうへと───




ＧＭ：……だが、イクフサの刃に貫かれる直前、信長の心臓は金こん剛ごう石せきのように硬こう質しつ化かする！《ショックアブソーブ》でダメージを25点弾き、実ダメージ０！

イクフサ：ぬおおっ、しくじったか!?

才蔵：やむをえん。先程の失敗のツケは支し払はらうでござる！

真弓：えっ？

才蔵：たった今受けたダメージに対し、倒れつつも《復讐の領域》を宣言！　我らが痛いたみ、己おのが身で味わえ信長！




　倒れつつも、才蔵は忍にん法ぽう発動の呪印を完成させていた。

　それは、敵と己の神しん経けいを霧の糸で結合し、受けた痛みを相手にも与あたえるという禁きん断だんの秘ひ術じゆつ。

　術者の精神すら蝕むしばむ諸もろ刃はの剣つるぎである。




真弓：４Ｄ10エフェクト!?　だ、大だい丈じよう夫ぶなの？

才蔵：頑がん張ばるでござる！　……４Ｄ10して、出目が２、２、３、６。なんとたったの13！

一同：おおお～！（拍手）

才蔵：なんとか、まだ戻ってこれそうでござる！　それはそうと92点ダメージを喰らえっ！

ＧＭ：ぐわわっ！　信長の全身に、まるで打だ撃げきを受けた陶とう器きのような亀き裂れつが走る！

真弓：……生きてます？

ＧＭ：いや、さすがに死ぬ。亀裂は広がり、信長の肉体は微み塵じんに砕くだける……が、《イモータルライフ》で復活だ。ＨＰは……（２Ｄ10を振る）13点まで回かい復ふく。

才蔵：殿、今でござる！

真弓：うん！　そこであたしが《ラストアクション》を起動させます！




　衝しよう撃げきと苦く痛つうが、真弓を打ちのめした。

　吹ふき飛とぶ意い識しき。

　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい。

　だが、死に瀕ひんした肉体は、時として生き延のびるために最さい適てきの動作を選せん択たくする。

　意識のないまま、彼かの女じよの左手は弓を支ささえ、右手が弦つるを引く。

　それはこれまで何千何万と繰くり返してきた動作だった。

　そして、虚こ空くうより光ひかり輝かがやく矢が出現し───




真弓：無む我が夢む中ちゆうで、トキジクの弓を信長に放つ！　達成値は……59！

ＧＭ：俺は不ふ滅めつ……（ダイスを振る）いや死し滅めつ!?　回かい避ひできん。

真弓：ダメージ58点、装そう甲こう無む視し！




　無数の光条が信長の肉体に降り注ぐ。

　光が肉体を貫つらぬくたび、幾いくつもの断だん末まつ魔まが轟とどろく。

　信長の体に宿る、無数の神々が滅ほろび去さっているのだ。




ＧＭ：「ガハッ……見事、だ、女子高生……この肉に宿やどりし神どもも、花散る如ごとくに……滅ほろびよるわ……」




　全身を朱あけに染そめつつも、信長は笑っていた。

　心弱き者ならば、見るだけで震ふるえ上がり、そのまま死にかねないほど恐おそろしい笑みだ。

　その笑みを顔に張はり付つかせたまま……覇王は仰あお向むけに倒れた。

　かくて、天野真弓たちは織田信長を討うち果はたしたのだ。







《ヴァイタルアップ》　一般エフェクト。ＨＰを大幅に上昇させる。

《フルインストール》　ブラックドッグのエフェクト。生体電流を活性化させ、ダイス数を大幅に増やす。

《ルーラー》　Ｄロイス：古代種のエフェクト。自分以外の者にプレッシャーをかけてダイス数を減少させる。

《ラストアクション》　ノイマンのエフェクト。［昏倒］した際、脳内麻薬を大量分泌させて強引に攻撃を行う。











　　　ENDING PHASE




ＧＭ：さて、見事に信長を倒したところで自じ律りつ判定だ。

イクフサ：みんなのお蔭かげで、一倍振ぶりで還かえってこれそうだ。現げん在ざいの侵蝕率は[image: ]％。ロイスは６個あるんで、まず失敗はせん。（ダイスを振る）よし、成功！

一同：おめでとー！

イクフサ：ありがたやありがたや！

浄ノ進：こっちも無む理りをした甲か斐いがあったな。

才蔵：いかにもいかにも。

ＧＭ：で、無理をした浄ノ進と才蔵の様子は？

浄ノ進：三倍振りで、なんとかセーフ。ただし経けい験けん点てんは０だ。

才蔵：才蔵は、なんと二倍振りで成功！

ＧＭ：そいつは何よりだな。さて、真弓の方は？

真弓：あたしは侵蝕率[image: ]％ですけど、二倍振りすればダイス10個こなんで帰って来れるはず。

浄ノ進：ダイス１個辺り[image: ]でオッケーだね。

真弓：余よ裕ゆうッ！（ダイスを振る）……あ、あれれっ？

一同：あっ!?

ＧＭ：（出目を見ながら）おい、それ……やたらと低くない？

真弓：10Ｄ振って、合計が……たったの31！　失敗しちゃったぁぁぁぁーっ！

一同：ゲェーッ!?

イクフサ：マジか！

真弓：あ、あうう……あああ……。

才蔵：（ナレーションのように）かくて織田信長を倒した天野真弓は、新たな第六天魔王として戦国の世に君くん臨りんするのであった……（爆ばく笑しよう）。

真弓：やめて～っ！（笑）仕方ないので経験点放ほう棄きして、もう５個振ります。……あっ！

ＧＭ：（ぎこちない声で）あの、真弓さん？　まさか……。

真弓：だ、大だい丈じよう夫ぶです！　今度は出目が良よ過すぎて驚いただけ！（笑）

才蔵：心臓に悪いぃぃ～。

イクフサ：真弓が堕おちたら、大だい惨さん事じだからな。

真弓：うん、ダイスは五個なのになんと合計41。さっきの二倍振りのときに出てよぉ～！

イクフサ：今日は真弓の出目がそこかしこで悪かったな。

真弓：そうだね～。これであたしは経験点０～かわいそうな真弓！

ＧＭ：まぁ、何はともあれ、全員帰ってきて何よりだ。







◆Ending 01◆「戦国ラグナロク!!」の段


Scene Player ─── 真弓






　かくて、信長は倒れた。

　魔界十字軍もまた、同じく。

　広大な安土城内で、残る敵はロキ蘭丸ただひとり。




真弓：さて、信長は倒れたし……蘭丸はどこですか？

ＧＭ：戦闘中は姿を消していた蘭丸だが、戦いが終わると、再び虚こ空くうより姿を現す。

イクフサ：出やがったな。

ＧＭ：「ふぅ。さすがだね女子高生。そしてさすがはトキジクの弓。たとえ死しても蘇よみがえるはずの神々が……完全に滅ほろび去ってしまった」

イクフサ：神はまだ残ってるぜ。もはやテメェ一匹ぴきだがな。

才蔵：まさに年ねん貢ぐの納おさめ時でござる！

浄ノ進：私も、血を吐はきつつもなんとか立ち上がって状じよう況きようを見守ろう。

ＧＭ：「いいや。神は僕ぼく以外にも残っている。……そうでございましょう、信長様！」

一同：へっ？

ＧＭ：蘭丸の声に応おうじるかのように、死んだはずの信長がムクッと起き上がる！

真弓：えっ！　ちょっと！　何で！

才蔵：な、なななななっ!?

浄ノ進：まだ復活系エフェクトがあったか！

ＧＭ：さてね。ともあれ、起き上がった信長の体には、傷きずひとつついていない。

真弓：そんな……！

ＧＭ：信長は、しばし己の体を観察し、やがて納なつ得とくしたように頷うなずく。「……ふむ。かくて、我われと我わが眷けん属ぞくたる神々はすべて滅んだか。実に恐おそろしい力よの、女子高生」

真弓：くっ……第二ラウンド開始、ってこと？

ＧＭ：「勇ましいな。だが、実によい。すべては、その雄お々おしき気き性しようあってのこと」

真弓：褒ほめられても、嬉うれしくないなぁ。

ＧＭ：信長は、真弓をじっと見つめ、厳おごそかな声で宣言する。「〝女子高生〟天野真弓よ、役目大たい儀ぎ。……実に見事な神殺しであった！」

真弓：（虚きよを衝つかれたように）……役目？　どういうこと？

ＧＭ：「日ノ本の民たみを救うためとはいえ、よくも多くの神を殺しに殺したものよ。見るがいい、うぬが成なし遂とげた〝偉い業ぎよう〟を！」




　信長を包む真しん紅くの外がい套とうが翻ひるがえると同時に、安土城の内ない壁へきが眩まばゆく輝かがやき始める。

　輝きは、やがて真弓たちの眼がん前ぜんに巨きよ大だいな球体の像ぞうとして収しゆう束そくした。

　それは、紛まぎれもなく〝地球〟の姿であった。




ＧＭ：というわけで、安土城の持つ《天使の絵の具》によって、天守閣に地球の映えい像ぞうが映うつし出されるよ。それを理解できるのは真弓くらいのものだろうけど。

[image: ]

イクフサ：なんでぇ、こいつは？

真弓：これは……地球……。

才蔵：ちきゅう？　はてと首を傾かしげるでござる。

ＧＭ：「これはうぬらが住む大地。無む限げんの虚こ空くうに浮かぶ、地球と呼ばれる球体よ」

才蔵：そこが大地？　バカを言うなでござる！

真弓：才蔵、噓うそじゃないよ。あたしたちは、この大きな球体の上に住んでいるの。

ＧＭ：「さすが女子高生。西洋の諸しよ学がくにも通じておるようだ」……だが、その地球の各所は黒い雲のような何かに蝕むしばまれ、まるで虫むし喰くいの林りん檎ごのようになりつつある。

真弓：ええっ!?

ＧＭ：「見よ、女子高生。今、この地球……いや、世界は滅びかけておる。そしてこれは、……うぬがしでかしたことぞ！」

真弓：ど、どういうこと？　あたし、全然意味がわからないよ！

ＧＭ：横合いから、蘭丸が口を挟はさむ。「真弓。君が神を殺したからだよ。神なくして、人は、そして世界は存そん在ざいし得ない」

イクフサ：ああ？　ナニを言ってやがる？

浄ノ進：真弓様が貴様らの仲間を打うち倒たおしたことと、その世界の滅びとやらがどう関係してくるというのだ？

ＧＭ：蘭丸は言葉を続ける。「神話とは、人が自分たちのあり様を、世界を、運命の不ふ条じよう理りを説明するために生み出した物語。世界と己おのれと他た者しやとの絆ロイスを確かく認にんするための概がい念ねん。……そして人は、他との関かん係けい性せいによってのみ己を保たもてる……わかるかい？」

イクフサ：はン、何を言ってるのか小こ難むずかしくてわからねぇな！

ＧＭ：「他者との絆なくしては、何者も存在しえないってことだよ」

イクフサ：ケッ！　何を言ってやがる。ワシは、他の奴やつのことなど知ったこっちゃねぇぞ。

ＧＭ：「違うね。君は〝自分ではない他者〟がいるからこそ、〝イクフサ〟でいられるんだ。世界に君しかいないのなら、イクフサなどという名前は必要ない」

イクフサ：ぬぬぅ……。

ＧＭ：「それに、それほどの力を振ふるって、君が理性を保てるのは……君の心に絆があるからに他ならない」

イクフサ：ここで一いつ瞬しゆん、〝面おも影かげの君〟が脳のう裡りをよぎったりして、ワシは沈ちん黙もくする。

ＧＭ：「そして、〝神〟とは、人にとってかけがえのない〝絆ロイス〟。……天野真弓」




　名を呼ばれ、鼓こ動どうが一瞬、止まった。

　真弓は、言い知れぬ〝嫌いやな予感〟を抱いだいていた。

　これから先の言葉は、聞いてはならない……そんな予感だ。

　だが、今いま更さら耳を塞ふさぐことなどできはしない。




ＧＭ：「君の弓は神を滅ほろぼす。神話を、人が拠より所どころとする巨きよ大だいな物語を滅ぼす。そうなれば、それに繫つながる人も、世界も消える。〝人、神を思う。故ゆえに人あり〟といったところかな」

一同：…………。

真弓：それって……つまり……。

ＧＭ：「そう。君がトキジクの弓で神を滅ぼせば滅ぼすほど、この世界は滅めつ亡ぼうに近づいていたってことさ」

真弓：……!!




　真弓の心を、衝しよう撃げきが貫つらぬいた。

　自分の行いが、人を、世界を滅ぼす？

　───そんなバカな。ありえない。

　そう思いたかった。




真弓：そ、そんなの、噓……噓だよっ。

ＧＭ：蘭丸は嘲ちよう笑しようめいた薄うすい笑みを浮うかべたまま、君を見つめるのみだ。

真弓：あ、あうう……。

才蔵：殿！　しっかりなさいませ！

浄ノ進：一歩前に出て、吐はき捨すてるように言ってやろう。……何やら小こ難むずかしい理り屈くつは結けつ構こう。だが、それはあくまでも貴様らの繰くり言ごと！

ＧＭ：（面白がるような口調で）「ほう？」

浄ノ進：神が滅びたから世界が滅びるなどと、それが真弓様のせいだなどと……そのような世よ迷まい言ごと、到とう底てい、信じられぬわ！

才蔵：そうでござるそうでござる！

ＧＭ：その言葉に蘭丸は口くちの端はしを歪ゆがめて笑い、信長に語りかける。「信長様。ならば、今すぐ彼らに見せてやろうではありませぬか。……世界の終わりゆく様を！」

一同：なっ!?

ＧＭ：信長は無む表ひよう情じようで「是ぜ非ひもなし」と呟つぶやき、右手をすっと掲かかげ、振ふり下おろす。その瞬間、安土城が鳴動を始める。

才蔵：なんでござるか!?

ＧＭ：ここからちょっとしたイベントだ。安土城は君たちを乗せたまま《縮地》を使用し、世界各地の上空へと瞬間移動する！

一同：おおおおおおおっ!?




　鎖くさりの束そく縛ばくから解とき放はなたれ、巨城は天空へと飛び立った。

　不意に、城を包む空間が歪ゆがんだ。

　かと思えば、城は忽こつ然ぜんと日本上空より姿を消し、遥はるか異い国こくの空へと出現していた。

　安土パンデモニウムは、刹せつ那なよりも短い時間で数千里を渡わたったのである。




ＧＭ：まず、君たちはヨーロッパにある長なが靴ぐつ状じようの半島……つまりイタリアの上空へと連れてこられる。天てん守しゆ閣かくより眼がん下かに見えるは、ローマと呼ばれる都市だ。




　ローマ。

　かつて大だい帝てい国こくの中心であり、今はヴァチカンの至し聖せい所じよとなった地は、暗黒の染しみのような空間によって侵しん蝕しよくされていた。




一同：うっ……。

イクフサ：こりゃ、一体何事じゃい！

ＧＭ：うむ。ローマを中心に、イタリア半島の各地に暗黒の空間が出現し、大地や人々を吞のみ込こみながらどんどん広がっている。

真弓：人が吞み込まれてるの!?

ＧＭ：ああ。人々の恐きよう怖ふの叫さけび声は、遥はるか上空の安土パンデモニウムにまで届とどいている。剣けんを振ふるったり、祈いのりを捧ささげて抗あらがおうとする人もいるが、抵てい抗こうむなしく闇やみに吞まれてゆく。

真弓：その闇に向けて矢を撃うちます！

才蔵：拙せつ者しやも《氷ひよう壁へき》で人々を守るでござる！

ＧＭ：（首を横に振る）効こう果かはない。光の矢は闇に消え、才蔵の霧は虚きよ無むへと散る。

一同：…………。

ＧＭ：沈ちん黙もくが降おりた天守閣に、蘭丸の声が響ひびく。「……古伝に曰いわく、ローマ建国の祖そアエアネスはヴィーナス神の末まつ裔えい。だが、ヴィーナスは女子高生の手に討うち滅ほろぼされた。故ゆえにローマの命運も尽つきた、というわけさ」

真弓：…………。黙だまったまま、渾こん身しんの力で矢を闇に向かって放ち続けます。効果がなくても、何度も、何度も。

イクフサ：……もうよせ、真弓。

真弓：やめない。絶ぜつ対たいにやめない！




　次々と光の矢が生み出され、そのすべてが虚むなしく闇へと消えてゆく。

　だが、真弓は手を止めない。

　これまで、この弓と矢で己おのれの意い志しを貫いてきた。

　どんな邪じや悪あくも、いかなる外道も、打ち倒してきた。

　だから、今回も。

　敵を倒たおせるはず。人を救えるはず。

　……弦つるを引く真弓の指の皮は裂さけ、血が噴ふき出しはじめていた。




一同：…………。

ＧＭ：「はははっ、偉えらいね真弓！　けど、この悲ひ劇げきは一箇か所しよだけじゃないんだよ！」蘭丸の合図で、安土パンデモニウムは再び《縮地》を使う。次は……。




　エジプト。

　遥はるか古代、現あら人ひと神がみファラオによって統とう治ちされていた場所は、やはり暗黒に包まれていた。

　ファラオもまた、ヴィーナスと同じく真弓によって打ち倒されている。

　この滅びもまた、真弓の引き起こしたことなのだ。




ＧＭ：その後、城は北ほく欧おう、インド、ギリシャ、中南米……と、次々と場所を転てん移いするが、どこも状況は同じだ。そして、いかなる手しゆ段だんを尽くしても、侵蝕を止めることはできない。

真弓：これが……これがすべて、あたしのせい？

浄ノ進：（反はん射しや的てきに）違ちがいます！　これはきっと……。

ＧＭ：（浄ノ進を遮さえぎって）そこへ信長の大だい音おん声じようが響ひびく！

浄ノ進：ぐっ!?

ＧＭ：「その通りだ女子高生！　この滅びは、まさに貴様がもたらしたもの！　正せい義ぎを気取り、救ぐ世ぜと称しようして神を殺し殺し殺し尽くした結果がこれだ！」

真弓：そんな……そんなのって！　思わず、信長に矢を向ける！

ＧＭ：「ほう、また我を討うつか？　その弓矢で！　世界を滅ほろぼした、忌いまわしき代しろ物もので！」

真弓：う……。




　真弓の指は深く傷きずつき、弦を引く力は残されてはいない。

　痛みはなかった。

　ただ、どうしようもなく胸が苦しい。

　人々の叫び声は耳にこびりつき、頰ほおを流れる雫しずくはたまらなく熱い。




イクフサ：おい、真弓、しっかりしろ！

真弓：だって、だって……！

ＧＭ：「かくて乱世は極まり、世は神々の黄昏ラグナロクを迎むかえた。女子高生、貴様こそ〝戦国ラグナロク〟と呼よぶに相応ふさわしいぞ！」

一同：えええええーっ!?

ＧＭ：「かくて我が事成れり！　すべては、この第六天魔王の計画なり！」




　覇は王おうの大音声が響ひびき渡わたる。

　同時に、真弓の心は絶ぜつ望ぼうの闇へと沈しずんでゆく。

　───世界は今、速すみやかに終しゆう焉えんを迎むかえようとしていた……。







《縮地》　オルクスのエフェクト。長い距離を一瞬にして移動する。




















　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆「日ノ本、ビッグバンす」の段


Scene Player ─── 真弓






　───かくて、破は滅めつは始まった。

　蘇よみがえった信長は覇は王おうの哄こう笑しようを響ひびかせ、脇わきに控ひかえる蘭らん丸まるは真ま弓ゆみたちへと嘲ちよう笑しようを向ける。

　だが、敵てきの笑声も、仲間の励はげましも、己の過ちに苦しむ真弓には届とどかない。




ＧＭ：（プレイヤー全員を見回し）さて、全員集まったトコで早速オープニングだ！

一同：（驚きよう愕がくの表ひよう情じよう）ええええっ!?

浄ノ進：おい、プリプレイはどーしたっ。

ＧＭ：ンなもん後回し！　シーンは前回のエンディング直後から始まる。君たちの前で、信長は宣せん言げんする。「かくて我わが事成なれり！　すべては、この第だい六ろく天てん魔ま王おうの計画なり！」

真弓：呆ぼう然ぜんとした表情で、鸚おう鵡む返しに訊たずねます。計画……？

ＧＭ：「トキジクの弓によって神々を滅ほろぼすよう仕向けたのは、この信長と蘭丸！」

浄ノ進：あのヴィーナスやファラオ、オーディン、パズズらは貴き様さまの家臣ではないのか!?

ＧＭ：「主が為ために死ぬは家臣の誉ほまれぞ。人は神のために死に、神はこの信長のために死ぬ。魔ま界かい十じゆう字じ軍ぐんは、我が大たい望ぼうのために捧ささげられた供く物もつ。よくぞ殺してくれたものだ」

真弓：…………。

ＧＭ：そして、蘭丸が言葉を続ける。「真弓。君にトキジクが渡わたるように仕組んだのは僕ぼくさ。伊い賀がの忍にん者じや風ふ情ぜいが嚙かみ付いてきたのは予想外だったが……」

才蔵：伊賀の忍者……？　我が師し匠しよう・百地三太夫ももち・さんだゆうのことでござるか？

ＧＭ：「いかにも。だが、彼のお蔭かげで、この終末を呼よび込こむことができたともいえる。……そして山住浄ノ進やまずみ・じようのしん、君も上手うまく踊おどってくれたというわけだ」

浄ノ進：ぐぐぐ……無念のあまり、血を噴ふいて死にそうだ。

ＧＭ：信長は語る。「機は熟じゆくした。神は死に、悪あく魔まは去り、残るは神話なき荒こう野やのみ！」

真弓：……ね、教えて。それが本当だとして、この世を滅ほろぼして、それが何になるの……？

ＧＭ：「新世界の創造だ！」

真弓：新世界？

ＧＭ：「いかにも！　すべては、この日ノ本ジパングより始まる。すなわち───」
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一同：なんじゃそりゃー!!（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：……と、信長の大だい音おん声じようが響ひびいたところで、一度シーンは終しゆう了りようする。さぁ、軽くプリプレイを済ませるか。

浄ノ進：なんつー始まり方だよ（笑）。

ＧＭ：最終回だし、ノリよく行きたかったんでね。




　以後、本来プリプレイで行うべき作業の時間となった。

　各キャラの成長は次の通りである。

・真弓：経けい験けん点てん０のため、成長なし。

・イクフサ：《完全獣じゆう化か》１[image: ]２　《破は壊かいの爪つめ》１[image: ]４　浄ノ進へのロイス固定化

・浄ノ進：《血の契けい約やく》１（新しん規き）　余った経験点は温おん存ぞん

・才蔵：《極きよく大だい消しよう滅めつ波は》《リプレイコマンド》《要かなめの陣じん形けい》いずれも１（新規）、浄ノ進へのロイス固定化




真弓：ところで、ハンドアウトは？

ＧＭ：ちゃんと用意してあるよ。ジパング最後のハンドアウトは、これだ！




▼最終話用ハンドアウト（全員共通）

ロイス：（一番気に掛かる人物）　　　ポジティブ：（任意）／ネガティブ：（任意）

　世界は虚無に蝕まれつつあり、信長は無限に蘇る。

　ここは一旦、退いてでも体勢を立て直す必要があるだろう。

　そして、信長を倒し世界を破滅から救う手だてを見つけ出すのだ。

　さもなくば世界は滅び、君と、君の大切な人たちもまた死ぬだろう。




真弓：うわ、簡単だ！（笑）

浄ノ進：しかも全員統一か。ロイス対象はプレイヤーの好きにしていいってことだよな。

ＧＭ：うん。今回の話はシンプルで、敵は信長と蘭丸以外にはいない。だから、守りたい者を誰にするかは自由にしてもらおうと思ってね。

浄ノ進：なるほどな。

イクフサ：このロイス対象、今ここで決めるのか？

ＧＭ：いや、プレイ中に決めてくれて構わない。ただ、完全に敵対的な対象への取得は避けて欲しいな。

イクフサ：あいよ、了解。

真弓：うーん、とりあえずここは保留しておきます。

浄ノ進＆才蔵：同じく。

ＧＭ：なお、今回のシナリオでは、Ｓロイス……つまり、とりわけ強く想っているロイス対象の指定が重要になる場面がある。そのことを念頭に置いてくれ。

一同：はーい。

ＧＭ：さて、では改めて最終回を始めよう！

一同：おう！







百地三太夫　伊賀忍軍の頭領。才蔵の師匠という設定で、一巻第一話のオープニングにおいて死亡している。











◆Opening 02◆「孤こ狼ろう、月に吼ほえる」の段だん


Master Scene






　どこかで、狼おおかみが吠ほえた。

　それはまるで末まつ期ごの叫さけびのような、哀かなしく切ない声だった。

　天空にかかるは、真円の月。

　冷たい光が、夜の森に降ふり注そそいでいる。




ＧＭ：では次にマスターシーンだ。

イクフサ：なにやら、普ふ段だんと趣おもむきが違ちがうな。

才蔵：シリアスな描びよう写しやでござる。ジパングらしくもない。

ＧＭ：やかましい（笑）。さぁ、続きを読み上げるぞ。




　その月光に混まじるように、蛍ほたるのようにか細く暖あたたかい輝かがやきが、ひとつ。

　何かの面おも影かげを探さがすように求めるように、ゆらゆら、ふらふらと飛んでいた。

　輝きは森の奥おくへ、奥へ……より深い夜の闇やみへと溶とけ込こんでゆく。

　どこかで、狼が月に吠えた。

　まるで生まれたての赤子のような、哀しく切ない声だった。







◆Opening 03◆「第六天てん魔ま王おう、復ふつ活かつす」の段


Scene Player ─── イクフサ






　信長の哄こう笑しようが、ネオ安あ土づち城じようの天てん守しゆ閣かくに響ひびき渡わたる。

　イクフサたちの眼がん前ぜんに信長が立ちはだかるのは、これで九十九度目。




一同：多いよっ!!（爆笑）

ＧＭ：……というわけでシーンプレイヤーはイクフサ。オープニング01の直後からね。それから今に至いたるまで、君たちは蘇よみがえった信長と戦い、倒たおしてきた。

イクフサ：なんだよ九十九って！




　これまで幾いく度ども斬きって突ついて叩たたいて撃うって、きっちりとどめを刺さしてきた。

　その都つ度ど「是ぜ非ひもなし」と倒れ伏ふすのだが、すぐに不ふ死し鳥ちようのごとく蘇ってくるのだ。

　真弓たちの気力と体力はもう限げん界かいに近づいている。




才蔵：シリアスに始まったのに、いきなりダイナシでござる（笑）。

浄ノ進：殺し方の念の入り用も、やけに生々しいぞ。

真弓：ていうか、信長もいちいち「是非もなし」なんて反はん応のうしなくていいのに（笑）。

浄ノ進：……きっと私わたしは三十回目くらいで体力が尽つきて、後ろで布ふ団とんに寝ねたきり状じよう態たいで観戦しているな。頑がん張ばれ、みんな。

イクフサ：死なねぇってんなら死ぬまで殺すだけだ！　ガムシャラに信長をブン殴なぐる！

ＧＭ：信長は避よけようともせず、イクフサの前に倒れ伏した。

イクフサ：やったか!?

ＧＭ：……だが、やはり十秒ほどもすると起き上がってくる。（低い声で）「……これで丁ちよう度ど百回目、か。飽あきもせずよぅ続く」

イクフサ：忌いま々いましそうに舌した打うちするぜ。チッ、しぶといにも程ほどがある。

ＧＭ：「イクフサ。日ノ本の大だい魔ま縁えんよ。さしものうぬでも、この第六天魔王デミウルゴス従じゆ三さん位み権ごんの大だい納な言ごん右う近この衛え少しよう将しよう織お田だ三さぶ郎ろう平たいらの朝臣あそん信のぶ長ながを殺し尽くすことはかなわぬようだな」

一同：…………え？

ＧＭ：ん？　正式な名乗りだよ。繰くり返そうか。「さしものうぬでも、この第六天魔王デミウル……」

イクフサ：（ＧＭを遮さえぎって）長いよ！

才蔵：繰り返さないでいいから！

浄ノ進：……はっ、もしや！

イクフサ：どうした浄ノ進？

浄ノ進：超ちよう根こん拠きよのない名案を思いついた。奴やつは煩ぼん悩のうの数だけ命があるのではないか？

イクフサ：そりゃどういう意味でぇ、山住。

浄ノ進：煩悩の数に等しいだけ……すなわち百八回殺せば奴は死ぬかもしれん！

才蔵：ほ、本当に根拠がないでござるなぁ。

イクフサ：だが、やるだけやってみよう！　おうりゃ！（[image: ]投なげ技わざのようなジェスチャー）

ＧＭ：「うおおっ!?」（笑）




　投げ飛ばされ、天守閣から落下する信長。

　行灯あんどんの油を振ふり掛かけられ、真弓が鞄かばんから取り出したライター（何故なぜ持ってる？）によって炎えん上じようする信長。

　頭部を両りよう腕うでで抱かかえ込こまれ、首くび相撲ずもうから執しつ拗ような膝ひざ蹴げり連打を受ける信長。




ＧＭ：……と、そんなこんなで信長討とう伐ばつ回数は百八回に達したわけだ。

浄ノ進：やったか？

ＧＭ：いいや。あっさりと百九回目の復活をしながら、信長は呟つぶやく。「悪いが今の我は仏ぶつ教きよう徒とではない。煩悩とか関係ないから」

浄ノ進：（にこやかに）ああ。ですよねー。

イクフサ：浄ノ進、テメェ、いい加か減げんなことをぬかすんじゃねぇっ！（笑）

浄ノ進：ぬぅ、ならば……。

ＧＭ：「言っておくが、百二十八回や二百五十六回でもないぞ。六百六十六回でもない」

浄ノ進：（残念そうに）……そうか。

才蔵：トキジクの弓ではどうなんでござるか？

真弓：え？　トキジクの弓、かぁ……あたし、前回のアレを見ちゃってるし、撃うつのは……。

ＧＭ：止めておくかい？

真弓：（しばし考える）……いえ、撃つだけ撃ってみます。




　真弓の手の中に生まれた光条は、放はなたれるや否いなや信長の胸むな板いたを貫つらぬく。

　信長は倒れ伏し……そして、また蘇ってきた。




一同：ダメかぁ～！

ＧＭ：「無む駄だだ、女子高生！　いかにトキジクとて、〝信長〟を倒し切ることなど不ふ可か能のう！　不可能なのだ！」

才蔵：……しかし、こうも倒しまくると信長が雑魚ざこにしか見えないでござる。

浄ノ進：ふむ。それは一理あるな。

イクフサ：信長と蘭丸、どちらがラスボスか気になっていたのだが……こりゃ蘭丸が真の黒くろ幕まくかな？

ＧＭ：むむっ？　信長は雑魚じゃないぞ。圧あつ倒とう的てきな覇は王おうの気き迫はくが、君たちを圧倒し……。

イクフサ：でも殴ると死ぬんだよな。とりゃっ。

ＧＭ：あン♪（倒れるジェスチャー）

一同：弱ぇぇぇっ！（笑）

ＧＭ：……と、まぁおふざけはこれくらいにしよう。その一いち撃げきを涼すずしい顔で受け止めつつ、信長は重おも々おもしい声で宣言する。「無駄だ。ムスペルヘイムの不ふ滅めつの炎ほのおが本ほん能のう寺じに燃もえ盛さかる限かぎり、我はネバーダイ。祇ぎ園おん精しよう舎じやの鐘かねの声も、織田は死なずと響ひびきよるわ！」

イクフサ：なんで英語がまざるんだよ。

ＧＭ：「いや、南なん蛮ばんの神と融ゆう合ごうしたから……」

才蔵：だって英語関係なくね？

ＧＭ：「うるさいなうぬらは！」（爆笑）

真弓：ああっ、信長がなんだか可愛かわいいかも！

才蔵：やっぱ雑魚ざこ、つーか小物っぽいでござる！

ＧＭ：では、そこで横合いから蘭丸の声が響ひびく。「信長様。お戯たわむれはその程てい度どに。そろそろラグナロクの仕上げと参りましょうぞ！」

イクフサ：仕上げじゃと？

ＧＭ：信長がこくりと頷うなずくと同時に、彼の体から圧倒的な殺気が立ち上る。「いかにも、世の終わりまで、さほど時はない。うぬらを我が覇は業ぎようの仕上げとしようぞ」

真弓：ねぇ、あなたが創ろうとしている新世界って、何？

ＧＭ：その問いに、信長は揺るがぬ瞳で真弓を見据え、きっぱりと言い放つ。「乱世の終焉。絶対の治世。……すなわち、戦なき世」

イクフサ：ヘッ、冗談はよしゃあがれ。戦の申し子みてぇな男が、〝戦なき世〟だってぇ？

ＧＭ：「うぬ如きの理解など求めてはおらぬ。我が希求するは、苦も惨も悲も存在せぬ、全まつたき天下。己おのが〝弱さ〟を嘆く者のおらぬ世界よ」

一同：…………。

真弓：なのに、この世を滅ぼすの？　……全然わからないよ！

ＧＭ：「小虫に道理を説くは、もはや無意味。疾とく去いねい」（ダイスを握る）

イクフサ：げげっ、ダイスを握りやがった。これはマズイ気がする。

才蔵：……むぅ。先さき程ほどまでは冗じよう談だんで済すむとして、実じつ際さいにダイスの振ふり合いになって、あの調子で無む限げん復活されたらこちらがもたないでござるな。

真弓：た、確たしかに。でも、頼たのみの綱つなのトキジクの弓も効きかないし……。

一同：…………。

ＧＭ：「蘭丸。仕上げにはうぬも参加するがよい。これほどの強つわ者ものの断だん末まつ魔ま、貴様にとってはさぞかし美味であろう？」……信長の声に反応し、彼の横に蘭丸が出しゆつ現げんする。

才蔵：うん？　なんか今の、妙みような言い回しでござるな。断末魔が美味？

ＧＭ：蘭丸は、「片手で数えられる程度の人数では、我が求めるものには到とう底てい及およびませぬが……ご厚こう意い、謹つつしんで頂ちよう戴だいいたしまする」と一礼。瞳ひとみの色は、それまでの嘲ちよう笑しようめいたものから、獲え物ものを狙ねらう獣けもののそれへと変化する。

イクフサ：なンだぁ？　テメェも人食いだったのかよ。……言っておくが、（真弓を示しめしつつ）こいつはワシが喰くうと決めておる。横取りは許ゆるさンぞ！

ＧＭ：「ははっ。残念だけど、君と僕とでは、少し意味合いが異ことなるんだよ」

一同：…………？

浄ノ進：ともあれ、蘭丸まで参戦とあっては寝ねてもいられんな。こみ上げる血を必死で抑おさえつつ、立ち上がるとしよう。

ＧＭ：両りよう陣じん営えいの間に緊きん張ちようが走った瞬しゆん間かん、イクフサの脳のう裡りに、ひとつの声が響ひびく。

イクフサ：うン？




「違う。その信長じゃない」

　それは、イクフサにだけ聞こえる囁ささやきだった。

　まだあどけなさを残す男児の声だった。

　蘭丸のそれに酷こく似じしているが、何かが決定的に異ことなっている。

　その声に、イクフサは聞き覚えがあった。




イクフサ：これは……前回、伊達だての小こ僧ぞうとやりあったときの幻げん視しか!?

ＧＭ：（頷いて）

真弓：どうしたのイクフサ？

イクフサ：いや、ワケがわからねぇぞ。くそっ、誰だれだ、誰が喋しやべってやがる!?

ＧＭ：それに対し、脳裡の声が再ふたたび響く。「イクフサ、ここは逃にげるんだ！　今のあなたが念じれば、ほんの少しだけ隙すきを作ることができる！」

イクフサ：なンだってぇ!?

ＧＭ：戸と惑まどっていると、信長は巨きよ大だいな刀を抜ぬき放ち、君たちめがけて振ふり下ろそうとする。

一同：ぐっ！

イクフサ：ちっ、なんだかわからぬが……念じてやろうじゃねぇか！　言われるままに、信長を止めようとするぜ！

ＧＭ：その瞬間、イクフサと蘭丸の体が不思議な輝きを帯おび、凛りんと鈴すずの音が幾いく重えにも響く。それはまるで、両者が共鳴し合っているかのようだ。

一同：おおおっ!?

ＧＭ：いや。それより先に、驚おどろくべきことが発生する。脇に控ひかえていた蘭丸の体が、何者かに操あやつられるかのように動き、信長を背はい後ごから抱だき止める！

一同：え？

ＧＭ：そして、蘭丸は叫さけぶ。「早く！　今は逃げるんだ！」……その表情は、これまでの蘭丸とはまったく異ことなっている。大切なものを守ろうと必死になる、少年のものだ。

[image: ]

真弓：……勇太？

ＧＭ：真弓の呟つぶやきに、蘭丸は肯こう定ていするかのようにこくりと頷く。

真弓：勇太！　勇太なんだよね!?

ＧＭ：蘭丸は何かを口走ろうとするが、その表情は苦く痛つうに歪ゆがむ。何かを必死で押おさえつけているような様子だ。

浄ノ進：これは面めん妖ような……！　一体何が起こっておる？

才蔵：信長の様子は？

ＧＭ：あまりに予想外のことに驚いているようだ。

才蔵：今なら、隙をついて脱だつ出しゆつできそうでござるか？

ＧＭ：（こくりと頷く）簡かん単たんではないが、できるだろうね。

才蔵：ならば浄ノ進にめくばせするでござる。

浄ノ進：頷いて答えよう。……真弓様、ここは一時撤てつ退たいいたしましょう。

真弓：蘭丸を見て、ちょっと苦しそうな表情になるけど、すぐに頷くよ。うん、わかった！

才蔵：しかし、ここは空飛ぶ安土城内でござるが……。

ＧＭ：それに、蘭丸の妨ぼう害がいがあるとはいえ、タダでは逃のがさんぞ。具体的には誰か目もく標ひよう値ち10の〈運動〉判はん定ていをして貰もらう。全員失敗すると、容よう赦しやなく信長との戦せん闘とうに突とつ入にゆうする。

一同：うげげっ！

才蔵：オープニングなのに戦闘するつもりでござるか！

ＧＭ：逃にがさんと言っただろう。

真弓：あ！　ＧＭ、《ヴィークルモーフィング》で脱出っていいですか？　何か大きなグライダーを作って！

一同：おおっ！

ＧＭ：面白い手しゆ段だんだな。ならば、その効こう果かにより〈運動〉判定の目標値が２下がるものとしよう。

イクフサ：ならばワシの出番じゃな！　横の壁かべを殴なぐりつけて天守閣に穴あなを開け、そっから〝ぐらいだー〟とやらで逃げるとしよう！（ダイスを振ふる）判定は成功！




　イクフサは、安土城の壁を殴って大穴を穿うがった。

　その穴へと身を躍おどらせる一行。

　宙ちゆうへ放り出された次の瞬間、彼らは真弓の作り出したグライダーに乗り、空を駆かけていた。




真弓：さっきの表情で勇太本人だと確かく信しんしたあたしは、去り際ぎわに呼よびかけます。……勇太、必ず助けに来るからね！

ＧＭ：その声にフッと微び笑しようで応こたえるが、君たちが遠ざかると苦しげな表情へ変わり、そして忌いま々いましげな〝蘭丸〟の表情へと変わる。そして───




　豪ごう刀とう一いつ閃せん。

　だが、信長の斬ざん撃げきを飛び退すさって辛からくも逃のがれる蘭丸。

　信長を見返す瞳に怒いかりの色がよぎるが、それも一瞬のこと。即そく座ざに平へい伏ふくし、許ゆるしを請こう。

「何なに卒とぞご容よう赦しやを！　どうやらイクフサ……いえ、かの少年の横よこ槍やりにございます」

　しばし蘭丸を凝ぎよう視ししていた信長だが、ふ、と表情が緩ゆるむ。

「……何事も策さくの通りには進まぬ、か。是非もなし。だが蘭丸、この責せめは負うがよい」

「と、申されますと？」

「奴やつらの首しゆ級きゆう、うぬの手で挙あげてこい。それができぬ弱者など、我が許もとにいる資し格かくはない」

「…………！」

「うぬは他の神とは違う、真の神。〝弱さ〟と無縁の強き者。……そうであろう、〝界かい喰はみ〟」

　一方的に言い放つと、信長は鼻を鳴らし去っていった。

　残された蘭丸は、忌いま々いましそうに呟つぶやく。

「……人形風ふ情ぜいが」







従三位権大納言～　織田信長の官職と姓名をすべて並べたもの。実際には、こんな長ったらしい名乗りはしない。

《ヴィークルモーフィング》　モルフェウスのエフェクト。任意の形状の乗り物をひとつ作成する。











　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆「一行、再さい起きを志こころざす」の段だん


Scene Player ─── 真弓






　命からがら安あ土づち城じようから逃のがれた真弓たち。

　宙ちゆうを滑かつ空くうするグライダーから見える光景は、終末の気配に満ち満ちていた。

　日本を取り囲む海の向こうに広がるのは、暗黒の空間。

　その先に広がっていたであろう海も大地も、生命も、今はない。

　重苦しい沈ちん黙もくに包まれたまま、真弓たちは人気のない浜はま辺べへと降おり立った。




ＧＭ：ではミドルフェイズに移うつろう。最初のシーンプレイヤーは真弓。とある浜辺に降り立った君たちは、海の彼方かなたに広がる無む限げんの暗黒を目にすることとなる。

真弓：ああ…………。

イクフサ：世界中を吞のみ込んだっつー、あの黒い空間か。

ＧＭ：いかにも。それは、徐じよ々じよに徐々に日本へも迫せまっていることがわかる。

真弓：前回のラストで見た光景を思い出して、暗く打ちひしがれています。あたし、とんでもないことをしちゃったんだ……。

一同：…………。

才蔵：殿との……。

真弓：（振ふり絞しぼるように）あんなに苦しんでる人たちがいたのに、誰だれひとりとして助けられなかった。ううん、そもそもの原げん因いんは……あたしだ！

浄ノ進：まだ信長の言ったことが真実であるとは限かぎりませぬ。真弓様のお心を挫くじくための虚きよ言げんかもしれぬのです。

真弓：そう、かな……。

一同：…………。

浄ノ進：それに、真弓様だけのせいではございませぬ。元はといえば、トキジクの弓を真弓様に使うように推おしつけたのは、この私わたしです。

イクフサ：じゃあ、そこいらで一いつ喝かつさせて貰もらうぜ。じゃっかあしい！　メソメソしてンじゃねぇや、鬱うつ陶とうしい！

真弓：イクフサ……。

イクフサ：まずはあの信長と蘭丸の野や郎ろうをブチ倒たおす方法を考えるのが先だろ。世界がどうのこうのと悩なやんでたら、こっちが連中に殺られちまうぞ。

真弓：……ほんの少しだけ元気になります。ありがとうイクフサ、励はげましてくれて。

イクフサ：じゃあ、鼻を鳴らしつつそっぽを向いておこう。

浄ノ進：相変わらず言こと葉ば遣づかいを知らぬ奴やつだ。だが、お主の言うことももっともだ。真弓様、今の我われ々われには情じよう報ほうが少な過すぎます。まずは、信長の不死の秘ひ密みつを解とき、奴への対たい抗こう手しゆ段だんを捜さがすところから始めましょう。

真弓：で、でも！　対抗するっていっても、トキジクの弓は全然効きかないし、そもそもこれ以上弓を使っちゃったら……。

浄ノ進：だからこそです。弓のことも含ふくめ、様々なことを調べねばなりません。

才蔵：弓をどうするかは、それからの話でござるよ、殿。

真弓：……うん。

浄ノ進：では、調べるべきことをまとめてみましょう。




　意見を出し合った結果、次のような事こと柄がらに関する情報を集めることとなった。

・トキジクの弓と世界の危き機きの関連について。

・信長が死なない理由。

・勇太とイクフサの関係。




イクフサ：……こンなところかのう？

才蔵：あ！　才蔵は師匠についても調べておきたいでござる。敵てきの手て駒ごまだったか、踊おどらされていたか、それとも何か他に情じよう報ほうを摑つかんでいたのかどうか、調べて損そんはなさそうでござる。

浄ノ進：ふむ、それは確たしかに。

イクフサ：しかし、情報収しゆう集しゆうつったって、どうやって集めたもンかな。

浄ノ進：私は、ちと遠いが伊い勢せに赴おもむき、トキジクの弓について詳くわしく調べようと思う。

才蔵：才蔵は伊い賀がへ。そこでなら師匠関係の事こと柄がらを調べられそうでござるよ。

イクフサ：ワシはまったくアテがねぇなぁ。

真弓：……そういえば、魔界十字軍の生き残りに話を聞けないかな。

才蔵：連中は全ぜん滅めつしましたし、そもそもマトモに会話が成立する連中とは思えんでござるが。

真弓：そうじゃなくて。ほら、伊達政宗だて・まさむねとか島津義久しまづ・よしひさとか、生きてるときに憑ひよう依いされた人たちは、なんか神様の方を倒たおしたら正気に戻もどったじゃない？

一同：おおっ！

浄ノ進：そういえばそうでした！

イクフサ：確かに、当たってみる価か値ちはあるかもな。

ＧＭ：大体方ほう針しんは決まったかな？　では、ここでちょっと特別なルールの説明をします。まず、このシナリオには前回と同じく時間制せい限げんがあります。

一同：おおっ？

ＧＭ：一定時間が経けい過かし、それまでに現げん状じようの打だ開かい策さくが見つかっていない場合、シナリオは終しゆう了りようとなる。

一同：えええええっ!?

真弓：なっ、なんでですかっ？

ＧＭ：答えは簡かん単たん。地球の全すべてが、迫せまり来る虚きよ無むに吞のみ込こまれて滅ほろびるから。

真弓：あ……。

ＧＭ：全ＰＣが一回ずつシーンに登場し終えたら、それを１ターンとする。このターン数が規き定ていを超こえたらゲームオーバー。

浄ノ進：何ターン以内？

ＧＭ：秘密。それも情報項こう目もくには入っているよ。少なくとも、１ターン目でゲームオーバーにはならないとは教えておこう。

浄ノ進：ふーむ。

ＧＭ：また、各情報収集シーンの冒ぼう頭とうで、登場するＰＣには〈隠おん密みつ〉判はん定ていをして貰うよ。

一同：〈隠密〉？

ＧＭ：目もく標ひよう値ちは８ね。成功すると何事もないが、失敗すると蘭丸が襲おそい掛かかってきて、戦せん闘とうとなる。敗北したら殺され、逃にげるか蘭丸を退しりぞけたとしても、そのシーンでは情報収集ができなくなる。

一同：げげっ！

ＧＭ：では、蘭丸に遭そう遇ぐうしないように頑がん張ばってくれ。

才蔵：これは、やはりまた分かれて調べに行くしかなさそうでござるな。

真弓：でも、もし戦闘になったら、バラバラだとキツいよね。

才蔵：とりあえず、一番狙ねらわれるであろう殿には、この才蔵と一いつ緒しよに行動していただくのがよいかと思うでござる。

浄ノ進：防ぼう御ぎよ能のう力りよくを考えて、それが妥だ当とうだな。

イクフサ：異い存ぞんはねぇ。

真弓：……みんな、気をつけてね。とりあえず、演出的には、あたしがみんなを各地へ《ヴィークルモーフィング》で移動させてるということで。

イクフサ：へっへっへ。オメェみたいな凶きよう暴ぼう女おんなならひとりでも大だい丈じよう夫ぶだろうよ。

真弓：凶暴女ぁ!?　トキジクの弓をブンブン振ふって抗こう議ぎしちゃうよ（笑）。

イクフサ：おおっと、そいつぁ怖こわい怖い。ま、元気出てきたみてぇじゃねぇか。……と、ニヤリと笑って瞬しゆん時じに退たい場じよう。

ＧＭ：では、そこでシーンの演えん出しゆつを終えるとしよう。







◆Middle 02◆「妖よう狼ろう、独どく眼がん竜りゆうと再さい会かいす」の段


Scene Player ─── イクフサ






　奥おう州しゆう、伊達家の所しよ領りよう。

　若わかき独眼竜は、その日、鷹たか狩がりに興きようじていた。

　そこへ、かつて刃やいばを交えたイクフサが再ふたたび姿すがたを現あらわした。




ＧＭ：では、次のシーンプレイヤーはイクフサ。奥州へと向かった君が、バロールの支し配はいを脱だつした伊達政宗と出会うシーンだ。

イクフサ：おう。〈隠密〉判定は……。

ＧＭ：ああ、いらないよ。

イクフサ：へ？

ＧＭ：イクフサは判定しなくていいんだ。蘭丸は君の前には現れない。

イクフサ：なんと！

真弓：……蘭丸がイクフサを避さけてるってこと？

ＧＭ：さてね。それはわからない。

イクフサ：それじゃあ、蘭丸の気配をまるで感じないンで、奴やつめビビリおったか……？　とか考えつつ、政宗が鷹狩にでも興じているところへ現れようかい。

ＧＭ：では、鷹たか匠じようが放った鷹が君を発見する。鷹は、獣けものの王と呼よぶに相応ふさわしいイクフサの肩かたに止まり、まるでかしずくかのような仕草をしている。

イクフサ：態たい度どがいいから、喰くわずにおいてやろう。特に追おい払はらいもせず、ずかずかと政宗の方へと近づくぜ。

ＧＭ：君の存そん在ざいに気づいた政宗は、少年らしい笑顔を浮うかべる。「さすがは名めい鷹よう・太た郎ろう丸まるだ。兎うさぎどころか、とんだ大物を捕つかまえやがった」

イクフサ：よぅ、隻せき眼がんの若わか造ぞう。

ＧＭ：「何用だイクフサ。さっそく、俺おれと死し合あいに来たか？」政宗が左手を横に突つき出すと、傍かたわらに控ひかえていた武ぶ士しが即そく座ざに太刀たちを投げ渡わたす。

イクフサ：いいや。ワシと殺り合うにゃ、オメェはまだまだ青過ぎる。ちょいと、オメェに聞きたいことがあってな。

ＧＭ：「聞きたいこと？」君に殺気がないことを察し、政宗は太刀を下ろす。

イクフサ：おうよ。ほかでもねぇ、あの魔界十字軍どもについてのことが知りてぇ……と前置きして、ワシらが信長とやりあったが倒たおせなかったことなどを伝える。

ＧＭ：「なるほど。さすがは信長。お前ほどの奴でも敵かなわなかったかよ」

イクフサ：負けたわけじゃねぇ。……ただ、あの野郎は幾いくら殺しても殺しても起き上がってきやがる。

ＧＭ：「だろうな。あのバロールに憑つかれていたときの俺の記き憶おくだが、信長は不ふ死じ身みだぜ」

イクフサ：ほほう？　詳くわしく聞きてぇな。

ＧＭ：ではここで、政宗の記き憶おくを上手うまく引き出せるか〈情報：魔界〉か、〈交こう渉しよう〉で振ってみてくれ。目標値は７。

イクフサ：〈情報：魔界〉で達成値９。成功だ。

ＧＭ：では、政宗はしばし思いを巡めぐらせ、そして語り始める。「信長の不死は、蘭丸が施ほどこした、ちょっとした〝仕し掛かけ〟のお蔭かげだったはずだ」

イクフサ：仕掛け？

ＧＭ：「おう。理り屈くつはよくわからんが、今、この世にいる信長は、影かげのようなものらしい」

イクフサ：影ぇ？

ＧＭ：「ああ。話によると、その総そう数すうは千を三回掛かけ合わせた数以上といわれている。いずれも一いつ騎き当とう千せんの〝織田信長おだ・のぶなが〟で構こう成せいされた、信長軍ぐん団だんだ」

浄ノ進：千の三乗って……十億か！

一同：十億!?

才蔵：テキトーにも程ほどがある数でござる（笑）。

真弓：十億人を超こえる信長の群むれ……くっ！（[image: ]想そう像ぞうして吹ふき出した）

ＧＭ：「そして、本体は本ほん能のう寺じムスペルヘイムの内部にいる」

イクフサ：ほうほう。その本体を殺せば死ぬって寸すん法ぽうか。

ＧＭ：「理屈の上ではな。だが、ムスペルヘイムの向こう側は〝この世ならぬ場所〟。この世の存在では、到とう達たつできないんだとよ」

イクフサ：マジかよ。何か手を知らねぇか？

ＧＭ：「俺らは信長と蘭丸の手て駒ごまに過すぎなかったから知る由もないさ。だが、あの蘭丸もまた〝この世ならぬ場所〟から来た存在らしい。奴を探さぐれば、何かわかるんじゃねぇのかい」

イクフサ：鍵かぎは蘭丸……あの小こ僧ぞうか。

ＧＭ：「ところで、イクフサ」

イクフサ：なんだ？

ＧＭ：「いや、ちょいとな。バロールに憑かれてた名残なごりか、妙みように勘かんが働くようになった。俺が出会った蘭丸と、お前が、なんつーか……どこか同じ匂においがするんだよ」

イクフサ：ワシとあいつがぁ？　よしやがれ、あんなガキと一いつ緒しよにするんじゃねぇや。

ＧＭ：「確かに、似にても似つかない。だが、なんというか……お前からは、この世ならぬ気配がするんだよ」と、そこでイクフサの脳のう裏りに不思議な光景が蘇よみがえる。




　いずことも知れぬ場所。

　眼がん前ぜんに黒い瘴しよう気きが渦うず巻まき、不気味な声が響ひびく。

「南方勇太みなかた・ゆうた、その力、このロキが封ふうじさせてもらう！」

　体を貫つらぬく衝しよう撃げきに続く、圧あつ倒とう的てきな喪そう失しつ感。

　そして……。




ＧＭ：……というところで、一いつ瞬しゆんのフラッシュバックは終わる。

イクフサ：今のは……と、周囲を見回す。

ＧＭ：特に変わったことはない。政宗は、不思議そうな表ひよう情じようで君を見ている。「どうしたよ、狼。何か気になることでもあるのかい」

イクフサ：いや……。ところでよ、政宗。オメェ、自分の中に別の自分がいるような……そんな感じがしたことはねぇかい？

ＧＭ：面めん食くらったような表情を浮うかべた後、口くちの端はしを歪ゆがめて答える。「ああ、あるさ。バロールの野郎に取っ憑つかれてた時だ。俺であって俺でない……そんな奇き妙みような感じだったぜ」

イクフサ：ほう。

ＧＭ：「焼け付くように強い〝衝しよう動どう〟が、それがどうしようもなく俺を突つき動かしやがる」

浄ノ進：衝動に忠ちゆう実じつに動く、か。まさにジャームそのものだな。

ＧＭ：ああ。もっとも、ジャームだったのは政宗を動かしていたバロールであって、今の政宗は正気に戻っているよ。

才蔵：なんだか『ダブルクロス』っぽい話でござるな（笑）。

ＧＭ：『ダブルクロス』なんだよ、一いち応おう。

イクフサ：なるほどな。ワシのは、それとは少々違ちがうみてぇだ。……さて、聞くだけのことは聞いた。あばよ。

ＧＭ：「ツレない野郎だな。ちったぁゆっくりしていけよ。伊達の作法でもてなしてやろうじゃねぇか」と、獰どう猛もうな笑顔を浮かべつつ太刀を鞘さやから抜ぬき払はらう。

イクフサ：つくづく喧けん嘩か好きなガキだな。けど、今は急いでるんだよ。大きく跳ちよう躍やくしてその場から退場するぜ。

ＧＭ：では、政宗の太刀は一瞬遅おくれてイクフサがいた空間を薙なぐ。「逃にがしたか。……おおい、狼よぅ、暇ひまができたらすぐに遊びに来いよー！」

イクフサ：おう、いずれな！

ＧＭ：イクフサが去っていった方角を見つめる政宗。その顔は、凶きよう暴ぼうだが、どこか楽しげな様子であった……というところでシーン終しゆう了りようだな。

イクフサ：南方勇太か……あいつぁ、一体……。







◆Middle 03◆「浄ノ進、伊い勢せにて惑まどう」の段


Scene Player ─── 浄ノ進






　伊勢、内ない宮くう。

　トキジクの弓を授さずかった場所を、浄ノ進は再び訪おとずれていた。

　出で迎むかえた巫女みこ・ヤエは、かつて南蛮蹴鞠フツトボールのチームメイトとして、共にグラウンドを駆かけ抜ぬけた仲である。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーは浄ノ進。

浄ノ進：〈隠おん密みつ〉判はん定ていは……よし、成功。

ＧＭ：ふむ。ならば問題なく伊勢神宮に到とう着ちやくし、例の巫女・ヤエが出で迎むかえてくれる。「これはこれは山住浄ノ進様。いつぞやの蹴け鞠まりではお世話になりました」

浄ノ進：いつぞやっつーか、ついこの間だけどな。とかく、トキジクの弓について詳くわしい情報を伺うかがいたいということを伝えよう。

ＧＭ：話を聞き、ヤエはこくこくと頷うなずいた後、君を建物の奥おくにある書庫へと案内する。そこには、大量の書物や竹ちく簡かんが収おさめられている。

浄ノ進：ぐるりと室内を見み渡わたした後、これは凄すごい……と呟つぶやく。

ＧＭ：「トキジクの弓に関しては、私もすべてを存ぞんじてはおりません。しかし、ここにある記録を調べれば、あるいは……」

浄ノ進：なるほど、ありがたくお借りします。ここで情報収集判定ができるってことかな？

ＧＭ：その通り。〈情報：ジパング〉、もしくは〈知ち識しき：伝でん承しよう〉の判定に成功することで、記録からトキジクの弓に関する記き述じゆつを発見することができるものとする。

イクフサ：おお、図書館で秘密の書物捜そう索さくか。雰ふん囲い気きあるな。

浄ノ進：〈知識：伝承〉など持ってはいない。けど、【精せい神しん】５だから、ダイス数は〈情報：ジパング〉で振ふるよりも二個こ多いか。ふむ……。

ＧＭ：どちらの能力値で判定する？

浄ノ進：（しばし考えて）よし、【精神】に賭かけた！　とりゃっ……お、クリティカルして達成値14だ。




　膨ぼう大だいな文ぶん献けんを読み耽ふけること、およそ半日。

　浄ノ進は、気がかりな記述を発見した。




浄ノ進：ふむ、どのようなことが書いてあったのかな？

ＧＭ：そこには、トキジクの弓は「古いにしえの頃ころ、この世ならぬ地より到とう来らいした神々が、まつろわぬ神々を平らげるために用いたものである。討うたれた者は、その者自身の〝時〟を否ひ定ていされ、もとよりこの世になかったものとして歴史より抹まつ消しようされる」と記されている。

浄ノ進：まつろわぬ神々……。

イクフサ：あれかな？　朝ちよう廷ていに従したがわなかった豪ごう族ぞくとか、そういう連中。

浄ノ進：むむぅ。歴史より抹消って辺あたりが、かなり危き険けんな感じだな。

ＧＭ：続けるよ。「この世ならぬ者たちは、使用した弓の力を解かい放ほうすることで大地を癒いやし、その後に何処どこへともなく去った。ただ一ひと張はりのみが残されたが、この世ならぬ者によって作られたが故ゆえに、この世の者には扱あつかうことができなかった。そして弓は神の宝たからとして、伊勢に封ふう印いんされることとなった」と締しめくくられている。

浄ノ進：大地を癒す？　まさか、あの世界を蝕む闇を消し去る方法があるということか？

ＧＭ：文献からわかったことを簡かん潔けつにまとめると、次のような感じだ。




・神を倒すごとに、弓の内部には神の力が蓄たくわえられてゆく。

・弓を破は壊かいした場合、蓄えられていた力が解放される。神を倒すことで傷きずついた世界や人々は、その力を解放によってのみ癒される。

・弓を破壊できるのは、使い手自身のみ。




浄ノ進：トキジクの弓を壊せば世界は元に戻ると言うことか？　うむむ。

ＧＭ：君が文献を読み終えた頃、ヤエが現あらわれる。「調べ物は進みましたか？」と訊たずねつつ、白さ湯ゆが注がれた湯飲みを差し出す。

浄ノ進：それをありがたく頂ちよう戴だいしよう。はい、お蔭様で、あのトキジクの弓が相当に危険なものであることがわかりました。大まかに事じ情じようを説明しておこうか。

ＧＭ：「まぁ恐おそろしい。そのようなものが、この神宮からなくなって本当に良かったです」

浄ノ進：おい（笑）。

ＧＭ：「冗じよう談だんですよ。……日ノ本の運命、これよりどうなりましょう？」

浄ノ進：もはや日ノ本だけの問題ではなくなりました。海の外に広がる世界全すべての問題となったようです。

ＧＭ：「……そうですか。私にはもはや何もして差し上げられませんが、せめて御ご武ぶ運うんをお祈いのり申し上げて起きます」

浄ノ進：何、なんとかなりましょう。心強い主もおります。

ＧＭ：「主だけではないのでしょう？」

浄ノ進：まぁ、そうかもしれませんな。あの女忍にん者じやと妖よう怪かいめは、少々騒さわがしいが……それでも、頼たよりになる連中ではあります。

ＧＭ：「皆みな様さま方がたの道行き、どうか善よきことがございますように」と、ヤエが微笑ほほえんだところでシーン終了だ。







◆Middle 04◆「襲しゆう撃げき者しや、現あらわる」の段


Scene Player ─── 真弓






　伊い賀がへと続く街かい道どう。

　真弓はお供の佐助を肩に乗せ、先を急がんとしていたのだが……。




ＧＭ：さて、シーン冒ぼう頭とうの〈隠おん密みつ〉判はん定ていだが……。

真弓：大だい丈じよう夫ぶ、成功してるよ！

才蔵：では《ハンドリング》で登場させた佐助の判定を……うっ!?（ダイスを振ふった後、固まっている）…………。

ＧＭ：おや？　どうした？

才蔵：し……失敗で……ござる。

真弓：きゃーっ！




　突とつ如じよ、虚こ空くうを割わって何者かがふたりの前に現あらわれようとしていた。

　蘭らん丸まるである。

　信長の命を受け、彼かの女じよらの首を獲とりに来たのだ。




真弓＆才蔵：わーっ！

ＧＭ：「見つけたよ。人数はひとりと一匹……楽に仕し留とめられそうだ」

真弓：勇太、勇太なんでしょう？　目を覚まして！

ＧＭ：「無む駄だな呼よびかけはやめておきなよ。この間オープニングのようなことは、もう起こらないさ。この肉体の中に彼はいない」

真弓：え……？

ＧＭ：「奇き跡せきは二度も起こさせない。……さぁて戦うとしようかな」

才蔵：ぐぐぅっ、ここに浄ノ進やイクフサがおれば！

ＧＭ：「バカだなぁ。最大戦力の状じよう態たいの敵てきに挑いどむわけないだろう。これは兵ひよう法ほうの常じよう道どうだよ。危あぶなくなったら逃にげさせてもらうしね」

浄ノ進：……私わたしたちは登場できないのか？

ＧＭ：同じターンで、君とイクフサは既すでに行動しているのでダメ。

イクフサ＆浄ノ進：ううっ！

ＧＭ：薄うすく笑って、蘭丸は戦せん闘とう態たい勢せいに入ろうとするが……？

真弓：あの、一いち目もく散さんに逃にげられますか!?

ＧＭ：どうやって？

真弓：《ヴィークルモーフィング》で、何か乗り物……そうだ、バイクを作り出してダッシュで逃げます！

ＧＭ：ふむ。まだ戦闘ラウンドは始まってないし、まぁいいか。同じ乗り物に乗ったということで、作成者の真弓が対決に勝利すれば、ふたりとも戦闘から逃のがれられることにしよう。

真弓：頑がん張ばります……って、この場合の判定は〈運転〉になりますよね？

ＧＭ：そうなるね。蘭丸は〈運動〉で判定するよ。




　判定の結果、辛かろうじて勝利。




真弓＆才蔵：逃げたー！

ＧＭ：おめでとう。でも、これでこのシーンは終しゆう了りようだ。情じよう報ほう収しゆう集しゆうはできませんでした。

一同：あちゃー……。




　真弓と佐助がまたがったバイクはフルスロットルでその場を離り脱だつ。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、それまで真弓たちが立っていた地面を漆しつ黒こくの瘴しよう気きが蝕むしばみ、抉えぐった。

　獲え物ものを逃のがしたことを悟さとり、蘭丸は忌いま々いましげな表ひよう情じようを浮うかべ、そして再ふたたび虚こ空くうへと消えた。







◆Middle 05◆「霧きりの忍しのび、伊い賀がの影かげを見出す」の段


Scene Player ─── 才蔵






　蘭丸の追つい跡せきを逃のがれ、才蔵は森の中へと潜ひそんでいた。

　だが、逃にげてばかりもいられない。

　次の一手を思案する才蔵であった。




ＧＭ：では、お次は第２ターンへ……。

才蔵：ちょっと待つでござる。才蔵は、まだシーンに登場してないでござるよ。

ＧＭ：そういや、さっき登場したのは佐助だったか。じゃあ、改めて才蔵の番だ。。

才蔵：まずは〈隠おん密みつ〉判はん定てい。すべてはそれから……と、成功！

ＧＭ：おめでとう。さて、それでは百地三太夫関係の情報を集めるんだっけか？

才蔵：そうでござるよー。ちと演えん出しゆつを考えたでござる。伊賀まで赴おもむくのは危き険けんなので、《地じ獄ごく耳みみ》で、各地へ才蔵の領りよう域いきである〝霧きり〟を展てん開かいし、情じよう報ほうを探さぐるでござるよ。

ＧＭ：ほほう。

才蔵：それで、師し匠しよう直ちよく属ぞくの忍にん者じやで、運良く生き残っている者を見つけ出すとか、そういう演出でいかがでござろう？

ＧＭ：では、エキストラの忍者を登場させて、彼に語ってもらうことにしよう。




　霧きり深ふかい山中に、その集落はあった。

　そこに住むのは、かつて伊賀者として働いた忍者たち。

　今は信長の手を逃のがれ、こうして隠かくれ住んでいた。




ＧＭ：そこへ、かつて百地三太夫に仕えた忍者のひとりが、猟で仕し留とめた兎うさぎを片かた手てに戻ってくる。右手と左足は、いかにも動きが不自由な様子だ。

才蔵：では、そこに才蔵の放った〝霧〟が忍しのび寄よるでござる。

ＧＭ：その忍者は、立ち込めていた霧の性質が明らかに変化したことを感じ取り、懐ふところの手しゆ裏り剣けんに手を伸のばしつつ、周囲を警けい戒かいする。「……信長の狗いぬか？　あるいは甲こう賀が、風ふう魔まか？」

才蔵：我わが霧に気づくとは見事。だが安心せよ、お主ぬしの敵てきではないでござるよ。

ＧＭ：では、はっとした顔になり、「この霧に、その御お声こえ……もしや才蔵様？　霧隠才蔵様にございますか!?」と問いかけてくる。

才蔵：いかにも。ええと……そうだな、こいつの名前は影かげ丸まるということで。

ＧＭ：じゃあそれで。影丸は目を見開いて問いかける。「生きておられたのですな？　して、〝女子高生〟に会うことはできたのですか？　その方は、まだご存ぞん命めいか!?」

才蔵：落ち着け落ち着け。影丸にこちらの事じ情じようを伝え、こちらの知らない情報を摑つかんでいないかどうか訊たずねよう。あと師匠が生きているのかどうかとか。

ＧＭ：影丸曰いわく、やはり百地三太夫は一巻かんで才蔵に命を下した後に力ちから尽つきたということだ。

才蔵：むぅ、そうであったか……。お主が師匠の最さい期ごを看み取とったのでござるか？

ＧＭ：「は！　〝時とき滑すべり〟の秘ひ術じゆつを用いる際さい、他の者どもと共に百地様をお守りしておりました。しかし、あの森蘭丸……ロキめに妨ぼう害がいを受け……」

才蔵：ロキ。それが奴やつの神としての名でござるか。

ＧＭ：「は。なんでも、世に混こん沌とんをもたらす神だとか」

真弓：北ほく欧おう神話の神様だね。

ＧＭ：そうそう。んで、ラグナロクを引き起こす原げん因いんともなった神だ。「……そもそも、天正伊賀の乱らんはロキが信長に進言してやらせたこと」

才蔵：ほほう！　やはりこの才蔵を恐おそれてのことでござるか。

ＧＭ：「いえ、違ちがいます」（きっぱり）

才蔵：むぅ。

浄ノ進：お前は何を期待してるんだ（笑）。

ＧＭ：「当時、ロキは信長の近きん習じゆう・森成利もり・なりとし……またの名を乱らん丸まるとして仕えておりました」花の〝蘭〟ではなくて、「乱みだれる」という字を書く〝乱丸〟ね。

一同：ふむふむ。

ＧＭ：「この乱丸、時が過ぎれどその容貌は老いず、ということで知られた青年でありました」

才蔵：むぅ。そういえば一巻の時、そんな解説をＧＭがしていたような。

ＧＭ：「伊賀に伝わる秘術の中には、時を超こえる法や、この世ならぬ場所へと赴おもむく法がございます。されど乱丸は、己おのれ以外の者が、時空を渡わたる手しゆ段だんを持つことを許ゆるさなかった」

才蔵：では、その秘ひ法ほうを封ふうじるために、伊賀は根ね絶だやしにされたと!?

ＧＭ：「いかにも。辛くも難を逃れた頭領は、〝時滑り〟を用い、ロキに対たい抗こうしうる存そん在ざいを様々な時空に捜さがし求もとめることになさいました」

才蔵：それが……〝女子高生〟天野真弓殿どのでござるな。

真弓：…………。

ＧＭ：「だけではございませぬ。トキジクの弓を使いこなす資し格かくを持つ天野真弓様、そして時空を渡り信長本体を見つけ出すことのできる南方勇太様が必要にございました」

一同：おおっ!?

真弓：時空を渡る……。勇太は、そんなすごい能のう力りよくを持ってたんだ。

ＧＭ：「されど、すんでというところでロキの横よこ槍やりが入りました。我われらとロキとの壮そう絶ぜつな戦いの結果……頭領は倒たおされ、南方勇太殿はロキに奪うばわれ……」

才蔵：助かったのは殿……天野真弓様のみと。

ＧＭ：「そしてロキは、力を秘めた勇太様の肉体に憑ひよう依いし……そして、〝乱丸〟は〝蘭丸〟へ生まれ変わったという次第にございます」

才蔵：なるほど……。

ＧＭ：「才蔵様は、信長と戦っておいでか？」

才蔵：一度挑いどんだが、敗れたでござる。奴は不死にも思えるでござるよ。

ＧＭ：「勇太様のお体を取り戻もどすことが、信長を倒たおす秘ひ訣けつ。そう、頭領は申しておられた」

才蔵：信長本体を見つけ出せる、と申しておったな。

ＧＭ：「はい。それが、勇太様だけが持つ技。その名も忍法《ファスト・フォワード》」

才蔵：そのまんまでござる！（爆笑）

ＧＭ：「私は戦いで利きき腕うでと脚あしをやられ、戦うこともままなりませぬ。ここでこうして朽くちていくのみかとも思われましたが……貴方あなた様さまのお役に立てて、本望にございます」

才蔵：伊賀の者が生きていたというだけで、十分でござる。影丸よ、いずれ伊賀が蘇よみがえる日も来よう。その日に備そなえ、今は生き延のびるでござるよ。

ＧＭ：「ははっ！」……霧に向けて膝ひざをつき、深々と礼をしたところでこのシーンは終了だ。

才蔵：伊賀の仲間が生きていることがわかったので、ここで才蔵は〝伊賀の者たち〟にロイスを取得し、Ｓロイスに取得するでござる。

ＧＭ：なるほど。それはいいね。

才蔵：戻る場所がある、というのは実にありがたいことでござるよ。







◆Middle 06◆「一同、神を捕とらえんと画かく策さくす」の段


Scene Player ─── 浄ノ進






　打うち捨すてられた社。

　一行は再び合流し、これからの方ほう針しんについて話し合っていた。

　残された時間は、少ない。




ＧＭ：それでは次のシーンは全員登場。シーンプレイヤーは浄ノ進としようか。

浄ノ進：了りよう解かい。とりあえず合流か。

イクフサ：ああ。ワシも登場するから〈隠密〉判定不要だな？

ＧＭ：その通り。蘭丸の気配はない。

浄ノ進：では、とりあえず合流したんで情報を共有しよう。私はトキジクの弓周りの情報、イクフサと才蔵は蘭丸および勇太殿に関する情報。

真弓：やっぱり、あの子は勇太だったんだ。……そして、この世界崩ほう壊かいの危き機きがトキジクの弓のせいだということも裏うらづけできてしまったんで、改めて凹へこみます。

イクフサ：……仕方ねぇさ。オメェは戦わざるをえなかったんだろ。

浄ノ進：おおっ？　イクフサがそんなことを言うんで、私もちょっと驚おどろく。

真弓：最初の頃ころは、あたしを食べようとしてたのに……励はげましてくれるんだね。

イクフサ：はン。今でも喰くおうと思っとるぜ。けど、メシは活いきがよくなきゃ困こまるのさ。辛しん気きくせぇ面のオメェを喰うなんざまっぴらだ。

真弓：えへへ、そうなんだ。

浄ノ進：ここでトキジクの弓関係で問題が。この世界を救う方法があるということです。

真弓：弓を壊こわせば、闇やみに吞のまれちゃった人たちが助かるんだよね。

浄ノ進：その可か能のう性せいは高いかと。……しかし、早計は禁きん物もつです。

真弓：でも、このままじゃ、この世界が壊れちゃうんだよ。だったら、一いつ刻こくも早く……と、弓に手を伸ばします。

イクフサ：なら、そこでドン！　と床ゆかを叩たたいて手を止めさせるぜ。

真弓：んんっ？　驚いた顔をして、イクフサを見る。

イクフサ：そいつが神を殺せる武ぶ器きなのは確たしかなんだろ。それを壊したら、世界はどうあれ、信長は倒せなくなるんじゃねぇのかい。

真弓：あう……。た、確かに。

イクフサ：政まさ宗むねの奴は言っておったぞ。ワシらが戦ったのは信長の影。その影は、千を三回掛かけ合わせた数より多いんだとよ。

浄ノ進：その数を聞いて驚きよう愕がくの喀かつ血けつ。なんだその数は！

イクフサ：想そう像ぞうもつかねぇ数だが、ワシとしちゃあそれも悪くねぇと思ってる。なにせ、そんだけ多いなら好きなだけ喧けん嘩かができるってぇもんだ。

浄ノ進：冗じよう談だんではない！　あのような怪かい物ぶつが雲うん霞かの如ごとく押おし寄よせてきたら、乱らん世せいどころの話ではない。……それこそ世の破は滅めつだ。

才蔵：人類対信長。先さき程ほどは笑ったが、現げん実じつ化かしたら洒落しやれにならないでござる。

イクフサ：なら、弓を折るより先に信長本体をブチ倒さにゃならねぇってこったな。

真弓：…………。




　真弓は思し案あんする。

　ここで弓を折れば、世界崩ほう壊かいは免まぬがれる。

　だが、それと同時に人類は無数の信長を相手に戦うこととなる。

　一方、弓を以もつて信長に挑いどんだとして、もし敗北すればすべては終わる。

　黙考し、真弓が出した答えは───




真弓：……戦おう。

一同：おおっ？

真弓：信長を放置して弓を壊しても、また大きな戦を呼よび込こむだけだもの。そうしたら、生き返った人や世界は、また苦しまなきゃいけなくなる。

一同：…………。

真弓：だったら、先に信長を倒すしかない。……そうなんだよね。

イクフサ：ふン、小こ娘むすめと意見が一いつ致ちするのは癪しやくだが……ワシもそのつもりだったさ。

浄ノ進：これでなんとか見通しが立ってきたな。順番的には、蘭丸を倒たおし勇太殿を解かい放ほうする[image: ]その力を借りてムスペルヘイムの炎ほのおを越こえる[image: ]信長本体を倒す。

才蔵：しかし浄ノ進、いかにして蘭丸を倒すのでござるか？

浄ノ進：放っておけば向こうから来るようだが、イクフサがいる場合は来ないという。

イクフサ：ワシがいねぇ喧けん嘩かは、ちと辛いンじゃねぇか？

浄ノ進：うむ、その通りなのだ（笑）。

真弓：それに、各かつ個こ撃げき破はするつもりみたいだから、イクフサ抜ぬきの三人で待まち構かまえてても、やっぱり来ないかもしれないよ。

才蔵：不利になったら堂々と逃にげるとも言っていたでござる。

浄ノ進：逃げる敵か……厄やつ介かいな。シンドロームを考えると、おそらく《ワームホール》で逃げるつもりだろう。あれは……〈知覚〉対決か。

イクフサ：〈知覚〉はワシが得意だ。とはいっても、エフェクトを使われたら勝てる気がせん。

真弓：ＧＭ、蘭丸を足止めする方法について、情報収集判定で何か思いつけませんか？

ＧＭ：ふむ。何か、思いつくためのとっかかりになる事こと柄がらはない？

真弓：ええと……ん～、どうしよう（笑）。

イクフサ：オープニングで、信長を止めようと動いたよな。あれは？

真弓：ああっ、それです、それ！

ＧＭ：ＯＫ。情報収集というか、推すい論ろんになるな。蘭丸の思考を推おし量はかるということで【精せい神しん】で判定してみてくれ。目もく標ひよう値ちは８としておこう。

真弓：【精神】が高いから、まずは私が振ふってみるね。（ダイスを振る）うん、達たつ成せい値12！

ＧＭ：お見事。蘭丸がイクフサの前に出ようとしないのは、オープニングの二にの舞まい……つまり、自分の体の制せい御ぎよが効きかなくなる事じ態たいを恐おそれているのだろうと見当がつく。

真弓：イクフサがいれば蘭丸は動けなくなるってことかなぁ。

ＧＭ：さすがにそこまでの効こう果かはない。ただ、イクフサがいる状態で、もう一ひと押おしする精神的な〝何か〟があれば、彼の動きにもう少し制せい限げんをかけられるだろう。

才蔵：もう一押し、でござるか……。

ＧＭ：ちなみに、既すでに必要な情報は全部出てるよ。

一同：う～ん……。

浄ノ進：精神的な、というと……やはりロイスか？

真弓：冒頭で、ＧＭが「今回はＳロイスを使う場面がある」って言ってたけど……。

才蔵：おお、そういえば！

イクフサ：……で、誰だれが、何に対するＳロイスを取ればいいんじゃ？

一同：う～ん……。

浄ノ進：プレイヤー的には、ここは真弓かイクフサしかありえないんだよな（笑）。

才蔵：シナリオ中の演えん出しゆつを考こう慮りよすると、イクフサっぽいが……確かく証しようは持てんでござる。

真弓：ここは《インスピレーション》の使いどころ！　ＧＭに質問をしよう。

一同：それだ！

ＧＭ：質問内容は？

真弓：（しばし考えた後）イクフサで蘭丸を足止めするために、Ｓロイスは必要ですか？

ＧＭ：……ＹＥＳ！

一同：おおっ！

イクフサ：ワシがＳロイスを……蘭丸に取る？　あれ、南方勇太か？

真弓：勇太、でいいと思うよ。

浄ノ進：決まりだな。次のシーンは真弓様から始めてもらって、蘭丸が現あらわれたら我々も登場。

イクフサ：そして、ワシが勇太へのＳロイスを指定して戦せん闘とうか！

ＧＭ：あい、了解。では、作戦が出来上がったところで次のシーンへ移うつろう。







《ワームホール》　バロールのエフェクト。空間に穴を作り出し、そこを通じてシーンから退場する。











◆Middle 07◆「女子高生、ロキと相対す」の段だん


Scene Player ─── 真弓






　森の奥おくにある朽くち欠けた神社の境けい内だいに、真弓はひとり立っていた。

　蘭らん丸まるの来らい訪ほうを待っているのだ。

　手にはトキジクの弓を持ち、瞳ひとみには決意の炎ほのお。




ＧＭ：さて、次のシーンプレイヤーは……真弓だな。

真弓：それじゃあ、蘭丸をおびき寄よせるために、ひとり無む防ぼう備びに待ち……《ワーディング》を使用します。

ＧＭ：了りよう解かい。さほど時間もかからずに、待ち人は来るよ。虚こ空くうを割わり、南方勇太の姿すがたをした〝森蘭丸〟が、君の眼がん前ぜんに出しゆつ現げんする。

真弓：……来たね、蘭丸。

ＧＭ：「やぁ、天野真弓。ひとり……なわけないか」

浄ノ進：いかにも！　といいつつ、横合いから登場する。

才蔵：同じく。

ＧＭ：「ふむふむ。……で、あの妖よう怪かいもいるわけかな」

イクフサ：おうよ。ここにおるぜっ……と、上空から降ふって来て、地じ響ひびきを立てて着地。

ＧＭ：「勢せい揃ぞろい、か。あはは、まんまと餌えさに釣つられちゃったなぁ」なお、蘭丸の背はい後ごには《ワームホール》による穴あなが開き、いつでも逃にげられる態たい勢せいだ。

イクフサ：Ｓロイス……を試す前に、話は聞いておくか。

真弓：うん。……蘭丸。悪いけど、あなたを倒たおさせてもらうよ。

ＧＭ：「は、は、は。そうはいかないね。これほどに実った世界を〝喰くう〟こともなく倒れるなんて、勿もつ体たいなさ過すぎる」

真弓：世界を……喰う？

イクフサ：なんでぇ、そりゃ。どういう意味だ？

ＧＭ：「我われら〝神〟は、人の信しん仰こうより生まれた。信仰……すなわち人の意い志しそのものが我らを存そん続ぞくさせる。だが、見方を変えてみれば、人類とは、我らに食しよく糧りようを供きよう給きゆうするための存在ではないのかな？」

真弓：そんなはず、あるわけないじゃない！

ＧＭ：「いいや、君たちは神の贄にえさ。歴史がそれを証しよう明めいしている。神の名の下もとに、どれだけ多くの人命が消費されてきたことか！」

一同：…………。

ＧＭ：「もっとも、〝神〟だって大たい層そうな存在じゃない。人の意志を糧かてとする精神生命体だ。どこかの世界では、レネゲイドの意志の集合体、なんて呼ばれたこともあったっけ」

才蔵：おおっ、実に『ＤＸ２』っぽい話になってきたでござるな（笑）。

浄ノ進：だとしても、そんなものが神であるはずがない。

ＧＭ：「まぁ、僕ぼく自身の出自なんてどうでもいいさ。もしかしたら〝真の神様〟ってのが、どこかにいるのかもしれないけれど、生憎あいにくと僕はそんなものにお目にかかったことがない」




　蘭丸は、にいっと笑えみを浮うかべた。

　この世の全すべてを嘲あざけるような、そんな嫌いやな笑みだった。




ＧＭ：「僕らにとって、一番の美味はなんだかわかるかい？　それは生命根こん源げんからの欲よつ求きゆう……すなわち、生きることを望む想い。そして、ひとつの世界が崩ほう壊かいするとき、その想いは最も多く激はげしく生成されるのさ」

真弓：そんな……！

才蔵：なんと……貴き様さまは、己おのれの飢うえを満たすためだけに、このようなことを起こしたのでござるか！

ＧＭ：「そうさ。そのために僕は、無数の世界を渡わたり歩いてきた。意志持つ生命なき世界を見つければ、そこに生命の種を蒔まいた」

一同：…………。

真弓：無数の世界……。

ＧＭ：「そうだ。世界はひとつではない。ここは君の生まれ育った世界の、もうひとつの可か能のう性せい。似に通かよってはいるが、決して同じではない世界」

一同：ええーっ!?

真弓：似通ってないっ！　あたしの知ってる歴史では、城が空を飛んだりしないっ！（笑）

ＧＭ：「いいや似通ってる！　……そう、ここは並行世界パラレルワールドだ！」

真弓：パラレルワールドォォォッ!?

才蔵：『ＤＸ２』で、なんとまた奇き矯きような設せつ定ていを……！

浄ノ進：いや、『ストライク』シリーズの例もあるから、否ひ定ていはできん。

ＧＭ：「仏ぶつ教きようにおいては〝三千世界〟という言葉で表されているね。……そして僕は様々な世界で歴史に介かい入にゆうし、ラグナロクを引き起こしては無数の命を喰くらってきた」

一同：…………。

ＧＭ：「人の世に滅ほろびをもたらすのに一番簡かん単たんな方法がわかるかい？　それは、人類に天てん敵てきと、それに対たい抗こうするための強大無む比ひな〝力〟を与あたえることさ。トキジクの弓のようにね」

真弓：あっ……！

浄ノ進：トキジクの弓を作った〝神々〟というのは、貴様のことだったのか！

ＧＭ：「いいや。残念ながら違う。いつ、誰が作ったのかはわからずじまいさ。ただ、素晴らしい道具であることに違いはない。それを用いれば、より効率的にラグナロクを引き起こすことができるのだからね」

一同：…………。

ＧＭ：「この世界の場合、神々が人類の天敵。信長は、その首魁。彼もまぁ、少しばかりの力……〝他の並行世界から自分自身を呼び出す能力〟を与えてやったら、上手くその気になってくれたよ。最後には倒されるべき存在なのにねぇ」

イクフサ：ケッ。随分と胸糞悪ぃ黒幕だな。これなら信長の方が余程マシだぜ。

ＧＭ：「伝説の武ぶ器きを用意すれば、あとはそれを使いこなせる勇者の登場を待てばいい。そういった〝因いん子し〟を、それこそ無数にばら撒まいておけば、さして待つこともなく、どこかの世界でラグナロク最終戦争は発生する。あとは僕が美味おいしくいただくだけ」

真弓：そのために……自分ひとりの為ために、そんなことを繰くり返かえしてきたの!?

才蔵：こいつ、狂くるっているでござる！

ＧＭ：「そうかな？　単に、より美味しいモノを食べたいというシンプルな欲求さ」

イクフサ：へっ。神だなんだとぬかしちゃいるが、根っこはただの食道楽かい。

浄ノ進：……いかにもそうだ。こいつは断だんじて神でも仏ほとけでも、ましてや人を超こえた何かなどではない。餓が鬼き道どうに堕おち、無む限げんの飢き餓がに狂くるった哀あわれな怪かい物ぶつだ！

ＧＭ：「ふん。ならば君たちは、その怪物の餌えさに過ぎないじゃないか。どんなにあがこうと、君たちは食されるべき〝一ひと粒つぶの麦むぎ〟に過ぎない」

真弓：あたしは、みんなは、人間は麦なんかじゃないっ。

ＧＭ：「いいや、君たちは神に喰われる麦さ。『一粒の麦もし地に落ちて死なずば、ただひとつにてあらん。死なば多くの実を結ぶべし』……君たちの死は、神を喜ばせる実りとなる」

真弓：そんなの認みとめない。絶ぜつ対たいに認めないよ！　そう言って、弓を構かまえます。

ＧＭ：「おおっと。四対一は怖こわくないけど、面めん倒どうだ。あとでひとりずつ相手をしてあげるとしよう」そういって蘭丸はその場を離り脱だつする気配を見せるが……。

イクフサ：逃にがしゃしねぇぞ。ここでワシは南方勇太へのロイスを取得し、即座にＳロイスに指定する！　おい、どこにるんだか知らねぇが、テメェの出番だぜ！




　イクフサは、〝南方勇太〟へと呼よびかけた。

　知るはずがない、けれど何故なぜか近しく感じられる名だ。

　どこかで応おうじる声がした。




ＧＭ：突とつ如じよ、蘭丸の体を、淡あわい光が包み込む！　そして、彼かれの表ひよう情じようは純じゆん粋すいな少年のそれへと変化し、苦しそうな声で「今のうちに……倒すんだ！」と呼びかけてくる。

真弓：勇太！　勇太なんだね!?

ＧＭ：「ま……ゆみ……！」と、力の限かぎりに名前を口にするが、すぐに肉体の支し配はい権けんは蘭丸へと戻もどる。「クソッ、忌いま々いましい……」

浄ノ進：ダメだったか？

ＧＭ：「いやいや、十分さ。このガキが随ずい分ぶんとしぶといせいで、しばらくは虚こ空くうを渡わたる力が使えそうもない」……《ワームホール》で退たい場じようできないという意味ね。

一同：よしっ！

イクフサ：なら、遠えん慮りよなくオメェをブチのめさせてもらうとするかい。

才蔵：逃がしはしないでござるよ。伊達政宗だて・まさむねや島津義久しまづ・よしひさ同様、憑ひよう依いしている貴様を倒たおせば、勇太殿どのは解かい放ほうされるのであろう。

浄ノ進：そして、勇太殿の力があれば、ムスペルヘイムを乗のり越こえられる。

ＧＭ：「なるほど、ね。それはイイ考えだ。グッドアイディアでありナイスアイディアだよ。もっとも……」にこやかに話す蘭丸の体から、徐じよ々じよに漆しつ黒こくの瘴しよう気きが立ち昇のぼってゆく。

イクフサ：やっと本ほん性しようを出しやがったな。

ＧＭ：「脆ぜい弱じやくな人間風ふ情ぜいが、この蘭丸……いや、無数の世界をラグナロクへと導みちびいたロキに勝てるとは思わぬことだ！」

イクフサ：ロキよ、確たしかに人間は弱っちいさ。けどな、中にゃこいつらみてぇな骨ほねのある奴やつらもおる。そこにもってきて、このイクフサ様が援えん軍ぐんだ。……オメェ、絶対に勝てないぜ。

ＧＭ：「戯ざれ言ごとをぉぉぉぉっ！」ロキは鬼おにの如ごとき形相へと変わり、戦せん闘とう態勢へと移うつる。敵てきはロキが１体。

才蔵：いよいよ戦闘でござるな。才蔵も〝霧きり〟の領りよう域いきを展てん開かいさせるでござる。

真弓：同じく弓を構えます。

ＧＭ：なお、Ｓロイスによる足止め効こう果かは無限ではない。３ラウンド目のクリンナップフェイズにはロキは本来の力を取り戻もどすのでよろしく。

浄ノ進：３ラウンドか……。

イクフサ：上等！　やったろうじゃねぇか。




◆第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：最初のセットアップ。ロキのイニシアティブは９、それより速くセットアップに行動する人は？

一同：ないよー。

浄ノ進：私わたしが《従じゆう者しやの行進》を使うかどうか……ふむ、ここは使わなくていいや。

ＧＭ：ではロキが「僕をほかの〝神〟風ふ情ぜいと同じとは考えない方がいい」と傲ごう慢まんな声こわ色いろで告つげつつ、《時間調ちよう律りつ》を宣せん言げんし、セットアップのエフェクトをふたつ同時に使用。

才蔵：むむっ、厄介な技わざを！

ＧＭ：まず《ヴァイタルアップ》で己の生命力を強化しつつ、《灰はい色いろの庭》。対象は真弓。空間が歪ゆがみ、激はげしい重じゆう圧あつが君の肉体を縛しばる！　イニシアティブ値ちが15下がるよ。

真弓：じゅ、じゅうごっ!?　ええと、もちろん０になります……。

浄ノ進：……効果が大き過ぎる。あいつ〝Ｄロイス：起き源げん種しゆ〟持ちか。

ＧＭ：正せい解かい。「真弓、君のトキジクは厄やつ介かいだからね。しばらくそこでゆっくりしているといい」

真弓：重圧に喘あえぎながらも、名前を呼よびます。くっ……勇太……。

ＧＭ：しかし彼の体を支し配はいするロキは不ふ快かいな嘲ちよう笑しようを浮うかべるのみ。さて、お次は才蔵の番。

才蔵：才蔵はいつも通りに待機でござる。

イクフサ：そんじゃワシが行くぜ。マイナーアクションで《完全獣化》、メジャーアクションでロキにエンゲージする。……おっと、その前に真弓に言っておくことがあった。

真弓：……なに、イクフサ？

イクフサ：オメェが勇太を思っているように、勇太もオメェを思っているはずだ。何故かはわからンが、ワシにはそう思える。……諦あきらめるンじゃねぇぞ。

真弓：……うん！

イクフサ：いい返事だ！

浄ノ進：私の番が来たな。マイナーアクションで、私も同じく蘭丸にエンゲージ。メジャーアクションで従者を作成だ。

イクフサ：ふン。山住よ、ここんとこオメェと肩かたを並ならべて戦うことが多いじゃねぇか？

浄ノ進：心外だが、貴様と私は戦い方が上手うまくかみ合うようだ。（どこか嬉しそうな口調で）退たい魔ま師しが妖よう怪かいと共きよう闘とうとは、我われながら嘆なげかわしい！

イクフサ：（ニヤリと笑いながら）それはワシも同じことよ。

浄ノ進：まったくもって気に食くわぬ！　といいつつ、《血族》＋《血の従者》を使用。（ダイスを振ふる）うん、ＨＰ27の従者が一体出現。

真弓：（しみじみと）いいコンビだなぁ。

ＧＭ：そしてロキの番か。「これまで君たちの戦い方はよく見ていたよ」《異い世せ界かいの因いん子し》を使用して、浄ノ進の《血の従者》をコピーさせてもらう。

浄ノ進：なんと!?

才蔵：バカな、あれは浄ノ進の血を以ってのみ可か能のうな技わざ！　と、驚おどろいておくでござる。

ＧＭ：驚き役ありがとう。「これでも長く生きているんでね。技術アーツだろうと魔術ウイザードリイだろうと、一度見れば、その原理はおおよそ見当がつくのさ！」

浄ノ進：まぁいいさ、コピーに一手番使わせたと思えば……いや、奴はバロールか。だとするとアレがくるか……？

ＧＭ：その読みは正解だ。「僕は神を創つくり出す存在。クロノスやズルワーンといった〝時とき神がみ〟の力すらも、僕の中にある！」《時間凍結》を使用し、新たに行こう動どう権けんが発生する。

一同：うええっ！

ＧＭ：ではいくぞー。マイナーで《コンセントレイト》、メジャーで《マインドエンハンス》＋《エンハンスアクション》＋《血の従者》!!

イクフサ：色々と組み合わせとるのう。かなりＨＰでかい奴ができそうだな。

ＧＭ：「さぁ、我わが裡うちより生まれ出でよ魔ま狼ろうフェンリル！」




　ロキの声に応おうじ、森の木々を薙なぎ倒たおしつつ、巨きよ大だいな狼おおかみが出現した。

　その姿は、北ほく欧おう神話に語られる破は滅めつの怪かい物ぶつフェンリルそのものであった！




ＧＭ：（大量のダイスを振る）……よし、エフェクトでダイスを増ふやした甲か斐いがあった。見上げるほどに巨大な狼の姿をした従者が出現。ＨＰは75！

一同：うぎゃーっ!?

才蔵：ＨＰ75!?　……攻こう撃げきじゃないから妨ぼう害がいもできないでござる。

浄ノ進：なんと厄介な従者を作ってくれたのだ！

イクフサ：オメェが言うなよ（笑）。

ＧＭ：さて、ロキまで行動が終しゆう了りようしたところで、次は……（真弓を見る）。

真弓：はうっ、遂ついに手番が回ってきてしまった。……ううう、撃うちづらい、撃ちづらいよぅ。

ＧＭ：やはり心しん情じよう的てきに勇太の姿をした相手を撃つのは抵てい抗こうがあるか。んっふっふ、つくづく素す晴ばらしいＰＣ①ですよ水野さん！

浄ノ進：なんという外げ道どう（笑）。

真弓：あ～う～……。

ＧＭ：（満面の笑えみを浮うかべつつ、不ぶ気き味みな猫ねこ撫なで声で）「僕を撃つのぉぉぉ？　お姉ちゃぁぁぁぁんんんっ？」

真弓：（吹ふっ切れたような顔で）死ねやオラァァァッ！

ＧＭ：「なぜぇぇぇぇぇぇっ!?」（爆ばく笑しよう）

真弓：あ、ＧＭの余よ裕ゆう綽しやく々しやくの表情を見たら、つい。

浄ノ進：墓ぼ穴けつを掘ほったな、ＧＭ。

ＧＭ：ええわいええわい。まぁ、攻撃する決心がついたみたいね。

真弓：お蔭かげ様で（笑）。《抜ぬき打うち》＋《ピンホールショット》＋《ギガンティックモード》その他で、ロキと従者のフェンリルにまとめて攻撃します。達成値は37で、防ぼう御ぎよ判はん定ていのダイスが四個こ減へりますよ。

ＧＭ：くっ。それに対してはフェンリルが《孤こ独どくの魔ま眼がん》を使用して引き受けよう。その口は天と地を喰くらわんばかりに開かれ、光の矢をすべて吞のみ込こんでゆく！

真弓：27点ダメージ、装そう甲こうは有ゆう効こうです。

ＧＭ：ロキが《斥せき力りよく障しよう壁へき》を飛ばして13点軽けい減げん。フェンリルは、まだピンピンしている。

真弓：うぐぐ……。

才蔵：ここで待機を解かい除じよ。《リプレイコマンド》＋《要かなめの陣じん形けい》で、ふたりにセカンドアクションさせるでござる！

ＧＭ：対象は誰だれと誰？

才蔵：ふむ。さて、どうしたものか。

浄ノ進：才蔵、私はカバーリング要員と考えてくれ。

才蔵：わかった。ならばイクフサと殿とのを動かそう。問題は目もく標ひよう値ちに届とどくかどうか……（ダイスを振る）よし、ギリギリ成功！

真弓＆イクフサ：よっしゃ！

イクフサ：先手はワシじゃな。《獣けものの力》でロキを攻撃！　達成値は28！

ＧＭ：蘭丸は防御しない。

イクフサ：ぬぬっ!?

ＧＭ：《暗黒螺ら旋せん》。ロキを包む瘴気に触ふれると同時に、君の肉体が引ひき裂さかれる！　自動的に25点ダメージをプレゼント！

イクフサ：ぎゃうっ！　がっは、こいつは見事……！　倒たおれるが、《リザレクト》じゃ！

ＧＭ：そっちの攻撃自体は命中するんで、ダメージください。

イクフサ：ぴったり30点だ。真弓、追おい討うちしろ！

真弓：うん！　《オウガバトル》＋《ピンホールショット》でロキを攻撃。フェンリルに《孤独の魔眼》されたくないので、範はん囲い攻こう撃げきにはしません。達成値は25！

ＧＭ：ぬぅ。命中だ。

真弓：ダメージ24点です。そして、トキジクの弓の効果によって以い降こうの行動にダイスペナルティ三個……なんですが、こいつには効くんでしょうか？

ＧＭ：効くよ。一巻の最初に説明したように、こいつはオーヴァードやジャームには効果を発揮する。それはロキとて例外じゃない。

真弓：よしっ！（小さくガッツポーズ）みんな、たたみかけよう！

一同：おう！




◆第２ラウンド
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ＧＭ：それでは第２ラウンド。ロキは《時間調律》を宣言し、セットアップのエフェクトをふたつ使う。まず、《赤せき方ほう偏へん移い世せ界かい》で自分のイニシアティブを10上じよう昇しよう。19になりました。

一同：速っ！

ＧＭ：そして《重力の沼ぬま》。このラウンド中、君たちはセカンドアクションを行えない！

才蔵：なんとー！

ＧＭ：そして、ロキの行動。まずマイナーアクションで従者に行動命令を下す。そして、メジャーアクションでは……（少し考える）よし、やはり《血の従者》だな。「父なるロキの召しよう喚かんに応おうじよ、世界蛇ヨルムンガンド！」




　真弓たちの足元に影かげが差す。

　見上げれば、そこには天を覆おおわんばかりに巨きよ大だいな毒どく蛇じやの姿すがた。

　その名をヨルムンガンド。

　世界を取り巻く蛇である。




真弓：また増ふえたーっ！

ＧＭ：次にフェンリルの行動。まず、《リアクティブダッシュ》で現げん在ざいのエンゲージから16メートル離はなれた後方へと移い動どう。そして大きく口を開け、猛もう烈れつな勢いきおいで吸きゆう引いんし始める。




　フェンリルが咆哮ほえた。

　大地を轟とどろかせ、命あるものを恐きよう怖ふさせる破は滅めつの歌声だ。




ＧＭ：《悪あく魔まの影かげ》＋《虚こ空くうの陥かん穽せい》＋《死しに神がみの瞳ひとみ》その他で攻撃だ。対象はイクフサ、浄ノ進＆従者。なお、当たってもダメージは受けないよ。

才蔵：うおお……嫌いやな効果のエフェクト詰つめ合わせでござるな！

ＧＭ：いかにも。命中するとフェンリルのエンゲージに引き寄せられ、次に受ける攻撃に対するリアクション不ふ可か、更さらにダメージも増ぞう大だいするよ。

一同：げぇぇ～。

ＧＭ：「さぁフェンリルよ、無限の飢餓にて敵を喰くらえ!!」つっても、トキジクのせいでダイス数が減へってるんだよな……ちっ、達成値21。

才蔵：ならば《氷ひよう壁へき》にて妨ぼう害がいするでござる。達成値は……34！

真弓：やった！

イクフサ：ありがてぇ！　やるなチビ忍にん！

ＧＭ：「バカな！　フェンリルの飢餓を満たすほどの霧だと!?」

才蔵：んっふっふ、ちょろいちょろい！

真弓：次はあたしね。先さき程ほどと同じ組み合わせでロキを攻撃します。ただし、最終戦まで温おん存ぞんしたいので《抜き打ち》はなし。達成値は20！

ＧＭ：ロキの【肉体】能のう力りよく値ちは３で、ダイスペナルティが三個。起源種なのでダイスボーナスなし。ダイスを振るまでもなく回かい避ひ失敗だ。白兵攻撃じゃないから《暗黒螺旋》も使えん。

真弓：ならダメージ30点！

ＧＭ：《斥力障壁》で17点軽減し、実ダメージは13点。まだ生きてるが……かなりマズイ！

イクフサ：ワシは《破は壊かいの爪つめ》を生はやしつつ、こちらの攻撃は確かく実じつに当たりそうなんで、《獣の力》だけで殴なぐりかかるぜ。達成値28。

ＧＭ：もちろん命中するが、《暗黒螺旋》でお返しだ。

イクフサ：かまわンわい。ワシは倒れるが、そちらにも41点ダメージ！

ＧＭ：「うぐぁっ！」

イクフサ：《リザレクト》で立ち上がりつつ、笑みを浮かべるぜ。……痛ぇだろ？　だから、とっととその体から出て逃げ去るがいいぞ。

ＧＭ：「たかが、たかが妖よう怪かい風ふ情ぜいが……いい気になるなぁっ！」ここで《透とう過か》を宣せん言げんし、ダメージを無効化しつつＨＰが５Ｄ10回かい復ふく。通つう常じよう最さい大だい値ちの20点へと戻もどった。

イクフサ：ちっ。かわされたか。

ＧＭ：演出的には、ほんの一瞬だけ自分の肉体を並行世界にシフトさせて攻撃を回避し、時空転移時に虚数空間よりエネルギーを汲み上げて生命力へと転換した……ってとこだな。

イクフサ：なるほど。言葉の意味はわからんが、なんか超人っぽい行動をしたということだけはわかった（笑）。

浄ノ進：ここは畳たたみ掛かけよう。私はマイナーアクションで従者に命令し、メジャーで自ら攻撃。《渇かわきの主》＋《血族》で……むぅ、出目が悪いな。達成値18しかいかない。

ＧＭ：ロキは回かい避ひせず《暗黒螺旋》。25点ダメージね。

浄ノ進：ぐふぅっ！（吐と血けつ）　だが、こちらからも12点の装そう甲こう無む視しダメージだ。そして《リザレクト》で復活。

ＧＭ：痛いたい痛い……が、まだ死にはしない。

浄ノ進：まだ従者がいる！　マイナーで《赫あかき剣けん》、メジャーで《血族》＋《かりそめの剣けん士し》で攻撃。どうせ破壊されるから、全力で剣を作って攻こう撃げき力りよく＋26。達成値は27！

ＧＭ：《暗黒螺旋》、と言っておこう。

浄ノ進：もちろん従者は消し飛ぶ。だが、そちらにも43点ダメージだ！

ＧＭ：それは耐たえられないので、《黒星招しよう来らい》でダメージキャンセル。「死の女神ヘルよ、我が眼がん前ぜんに迫せまる〝死〟を殺せ！」巨大な暗あん黒こく洞どうが出現し、従者を吞み込んで消しよう滅めつする。

イクフサ：へっへっへ、どんどん切り札がなくなっていくなぁ。

ＧＭ：「定命者モータルの分ぶん際ざいで、永生者イモータルに勝てるつもりか！」

真弓：勝てるよ！　きっと勝つ！　勝って、勇太を取り戻すんだ！




◆第３ラウンド
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ＧＭ：さて、三回目のセットアップか。ロキは《時間調律》から自分に《赤方偏移世界》と《アーティクルリザーブ》。

イクフサ：《アーティクルリザーブ》？　なんだっけ。

浄ノ進：アイテムを入手する技わざ。

ＧＭ：ロキは懐ふところから黄おう金ごんの腕うで輪わを取り出す。「黄金輪ドラウプニルよ、我を守る宝具を滴したたり落とせ！」……すると、輝かがやく力場が彼の体を包み込む。リアクティブアーマー相当の個こ人じん用よう結けつ界かいだ。

イクフサ：そういう変わった行動、ホント好きな。

ＧＭ：まぁね。そしてメジャーアクションで再ふたたび従者を作成。「来たれスレイプニル！　世界を駆かける八はつ脚きやく怪かい馬ばよ！」と呼よびかけると同時に、虚空より八本脚あしの巨大な馬が出現する。

イクフサ：おい、また従者が増えたぞ。

浄ノ進：……危き険けんだな。起源種だから、きっと五体まで作成可能だ。

ＧＭ：そしてフェンリルとヨルムンガンドが行動を開始する。まずはフェンリルが、マイナーアクションで真弓たちにエンゲージ。

真弓：うわっ、なんか来た！

ＧＭ：そして、振り向いて先程と同じ攻撃をイクフサ＆浄ノ進に。達成値は27。

才蔵：その横合いから《氷ひよう壁へき》！（ダイスを振る）……よし、成功でござる！

浄ノ進：助かる！

ＧＭ：攻撃は失敗か。……ならば、ヨルムンガンドはマイナーアクションで《爪そう剣けん》。巨大な体をくねらせると、その体表から毒どく液えきに塗まみれた木の枝のようなものが無数に生えてくる。

浄ノ進：なにやら嫌な感じの演出だな。当たったらヤバそうだ。

ＧＭ：いかにも。《餓が鬼き魂だまの使い》＋《伸しん縮しゆく腕わん》＋《ジャイアント・グロウス》その他で、真弓たちのいるエンゲージまで長い体を伸のばして薙なぎ払はらう。達成値は35！　ちなみに、当たると［転倒］して、さらにダイスペナルティと毎ラウンドの継続ダメージだよ。

才蔵：それは絶対に受けたくないでござる。《束そく縛ばくの領域》!!　うぐっ、届とどかない!?

ＧＭ：よし！「受けるがいい、世界蛇の毒と、神をも殺すヤドリギの枝を組み合わせたまったくあたらしい神罰兵器！」

真弓：う、あたしは回避失敗。

才蔵：ぬぅ。とりあえずは殿をカバーリングせねば。

真弓：守ってもらうのは心苦しいけど……。

才蔵：今更、何を言うでござるか！　では《炎えん陣じん》にて殿をカバーリング。

真弓：ごめんね、才蔵！

ＧＭ：では、才蔵は［転倒］しつつ40点ダメージ、ラウンド終了までダイスペナルティ２個、さらにクリンナップ６点のダメージをプレゼント。

真弓：才蔵のためにもロキに矢を撃つよ！　達成値は27！

ＧＭ：うむ、命中。

真弓：ダメージは32点！　出目が良かった！

ＧＭ：だが、《斥せき力りよく障しよう壁へき》とリアクティブアーマーの効果で３Ｄ＋10点を軽減。（ダイスを振る）……おおっ!?　出目が７・７・８。よし、完全に弾はじいた！

イクフサ：うおっ!?　出目がいいなオイ。

真弓：（じたばたしながら）し・ぶ・と・い～！

浄ノ進：だが、もうそろそろ種切れのはず。私は《渇きの主》＋《血族》で攻撃をするぞ。

ＧＭ：「虚きよ弱じやくな退魔師が、人形もなしになにをしようというのだ!?」

浄ノ進：人形ではなく、我が血そのものがお相手いたそう。攻撃の達成値は36。

ＧＭ：ぬぅ、命中だ。やばいか!?

浄ノ進：では演出を。右親指の肉を嚙かみ切り、鮮せん血けつを蘭丸に振ふり掛かける。

ＧＭ：「ぬぅっ!?」

浄ノ進：「……異い邦ほうの神ロキよ、我が山住の血は山の神の贄にえ。貴様も神を名乗るならば、この血を求め、その体より現あらわれ出でい！」ダメージは26点。




　山やま住ずみ。

　武蔵むさし野のの地にて、大いなる山神を奉ほうじる一族である。

　彼らの体に流れる血には霊れい威いが溢あふれ、儀ぎ式しきの際さいには山神への供く物もつとして饗きようされるという。

　ロキもまた神なれば、その甘あまやかな霊れい血けつの誘ゆう惑わくに抗あらがうことはできなかった。

　血を求め、蘭丸の体内より黒い瘴しよう気き……ロキ神そのものが立ち上る。
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ＧＭ：黒い瘴気が触ふれると同時に、浄ノ進の血けつ液えきは猛もう毒どくへと変じ、瞬またたく間まにロキの精神を蝕むしばんでゆく。「ぐぎゃああああああっ!?　なぜだ、なぜ我が、ロキが敗れ去るッ!?」

浄ノ進：……あまり人間を舐なめない方がいい。

ＧＭ：これでロキのＨＰは０になった。戦せん闘とうは終了、そして黒い瘴気だけが安土城へと逃げ帰る。

才蔵：ぬっ、逃げられるのでござるか？

ＧＭ：演出上ね。キャラクターとしてのロキは死んだよ。もうこのセッションではエキストラとして扱われる。

才蔵：なるほど、無害になったのでござるな。

ＧＭ：そういうこと。さて、ロキ蘭丸は消え、抜ぬけ殻がらとなった肉体は地面に倒たおれ伏ふす。

浄ノ進：では、ニヤリと笑って吐血。

才蔵：浄ノ進に駆かけ寄よろう。無理をしおって。それほどの血、命に関わるぞ！

イクフサ：なぁに、こいつはこれくらいじゃくたばらねぇよ。なぁ？

浄ノ進：うむ、お主との戦いで慣なれておるからな。……それより真弓様、勇太殿を。

真弓：うん！　勇太、しっかりしてと抱だき起こします。

ＧＭ：勇太の体には確たしかな温ぬくもりがあり、自じ発はつ呼こ吸きゆうもしている。だが、目を覚ます様子はない。

真弓：どうしよう……。

イクフサ：ワシも勇太が気になるので、真弓の肩かた越ごしに軽く頭を摑つかんで揺ゆする。おい、ワシはオメェに聞きたいことが色々ある。早く目を覚まさンかい。

ＧＭ：ふむ。では、ここでイベントが発生します。イクフサと勇太が触れ合った部分から眩まばゆい輝かがやきが生まれ、たちまち辺あたりを包んでゆく。そして───







『ストライク』シリーズ　『ＤＸ２』のリプレイシリーズのひとつ。現代を舞台に奇矯なキャラたちが暴れ回るスラップスティックＳＦである（全三巻）。著：小太刀右京、絵：石田ヒロユキ。なお、主人公である国見以蔵を演じているのは田中天。

《異世界の因子》　エグザイルのエフェクト。他者のエフェクトをコピーする。

《時間凍結》　バロールのエフェクト。時間を止め、自分だけが行動する。

《孤独の魔眼》　バロールのエフェクト。範囲への攻撃を自分ひとりで引き受ける。

《斥力障壁》　バロールのエフェクト。斥力によって攻撃を弾き、ダメージを軽減する。

《暗黒螺旋》　バロールのエフェクト。防御を放棄し、攻撃してきた者へダメージを与える。

《悪魔の影》　バロールのエフェクト。相手を重力場に閉じ込め、次の攻撃に対するリアクションを行えなくさせる。

《虚空の陥穽》　バロールのエフェクト。高重力により敵を引き寄せる。

《死神の瞳》　バロールのエフェクト。力を集中し、対象が受ける次回のダメージを増幅する。

《餓鬼魂の使い》　エグザイルのエフェクト。対象の体内に、継続ダメージを与える肉芽を埋め込む。

《伸縮腕》　エグザイルのエフェクト。射撃距離へ白兵攻撃を行う。

《ジャイアント・グロウス》　エグザイルのエフェクト。白兵攻撃の対象を範囲へ拡大し、ダメージを大幅に上昇させる。











◆Middle 08◆「切なる想おもい、時を超こえる」の段


Scene Player ─── イクフサ






　これより語られるは、ひとつの夢ゆめ。

　───それは、イクフサと呼ばれる妖よう狼ろうの物語。




ＧＭ：……さて。ここは、イクフサの過か去こが明らかになるシーンだ。

一同：おおっ！

ＧＭ：長めの描びよう写しやがあるんで、ちょっと失礼いたします。




　ずっと昔むかしのことだ。

　室むろ町まち、鎌かま倉くら、あるいは朝ちよう廷ていが今よりも力を持っていた、そんな時代。

　肉体を失った孤こ独どくな魂たましいが、暗い森の奥おくをさまよっていた。

　それは、南方勇太と呼ばれる少年だった。

　ロキの姦かん計けいにより肉体を失い、精神のみが、この時代へと放ほう逐ちくされたのだ。

　どこかで、狼おおかみが吠ほえた。

　まるで末まつ期ごの叫さけびのような、哀かなしく切ない声だった。

　天空にかかるは、真円の月。

　冷たい光が、夜の森に降ふり注そそいでいる。




真弓：あ、それってオープニングのマスターシーンの描写……。

才蔵：なるほど、ここに繫つながるでござるか！




　勇太は、咆ほう哮こうの源みなもとへ向かう。

　出会ったのは、一匹ぴきの黒毛の狼。

　岩場の上に佇たたずみ、月を見上げている。

　どこにも傷きずはないのに、狼は酷ひどく衰すい弱じやくしているように見えた。




イクフサ：狼……もしかして、これがワシか？

ＧＭ：いや、それはまだ決まっていない。

イクフサ：まだ？

ＧＭ：ここでイクフサに相談だ。君がこの狼をイクフサだとするなら、勇太の魂は狼の肉体と融合し、ずっと一緒に別々の人格として生きてきた……という設定となる。

イクフサ：ふむふむ。

ＧＭ：また、勇太の魂が死んだ狼の身体に宿って、そのまま妖怪になった……と考えることも出来るんだ。

イクフサ：ほほう！　つまり、ここでワシ自身の設定を選べと!?

ＧＭ：うん。

一同：おおー。

イクフサ：これは……面白い！　だが、さて、どうしたもんかな。

真弓：この展開は予想してませんでした。どうなるんだろう……。

イクフサ：（しばし黙考）……よし。ともかく描写を続けてもらえるかな。ただ、その狼はワシが担当してぇ。

ＧＭ：ＯＫ！

イクフサ：では、現あらわれた輝かがやきへ目を向け、語りかける。（しわがれた声で）……我わが終しゆう焉えんの刻ときを邪じや魔まするな。静かに逝いきたい。

ＧＭ：輝きからは「……生きたい……」という思念が伝わってくる。

イクフサ：生きる、だと？　なにゆえ、生きることを望む。汝は何を求めている？

ＧＭ：「会いたい人……いる……だから……」




　光の粒つぶが乱らん舞ぶする。

　その輝きのひとつひとつに、人間の顔が浮うかび上がる。

　笑っている顔、怒おこっている顔、心配しているような顔……。

　ひとりの少女……すなわち、天野真弓の姿すがたであった。




真弓：勇太……。

イクフサ：……愛する者か？

ＧＭ：「オレが……守る……守るンだ……」強い敬けい慕ぼの念が伝わるが、輝き自体は弱まっており、今にも消えてしまいそうだ。

イクフサ：では、その強い感かん情じようにより、朽くちかけていた狼が揺ゆり動かされる。……そのように強き想い、とうの昔に忘わすれていたぞ。

ＧＭ：「…………」

イクフサ：幼おさなき魂たましいよ。我は生きることに飽あき、朽ち果てようとしておる。だが、この肉体はまだ朽ちてはおらぬ。望むならば、汝なんじの器うつわとして使うがよい！




　肉体を失った少年の魂と、生きる魂を失おうとしている獣けもの。

　いずれからともなく共鳴し、融ゆう合ごうした。

　レネゲイドの神しん秘ぴか、はたまた生命の強さか。

　狼は再ふたたび立ち上がり、月に吠えた。

　まるで生まれたての赤あか子ごのような、哀しく切ない声だった。




　それから時が流れた。

　狼は、まだ生きていた。死ぬわけにはいかなかった。

　彼を駆かり立たてるのは、たったひとつの想い。

　遥はるか遠い過去に別れた人。

　遥か遠い未来に再さい会かいすべき人。

　五年……十年……五十年……そして数百年。

　想い人の顔も名も、時の流れが押おし流ながしてしまった。

　残ったのは、優やさしく美しい笑顔の面おも影かげのみ。

　狼は、それを〝面影の君〟と名づけた。

　そして、狼は、いつしか〝大だい妖よう怪かい〟と畏い怖ふされる存在になっていた。

　その大妖怪の名は───







◆Middle 09◆「女子高生、本ほん能のう寺じを目指す」の段


Scene Player ─── 真弓






　懐なつかしき夢ゆめは終わり、大妖の記き憶おくにかかった霧きりは晴れた。

　場を満たした眩まばゆい光は消え、真弓が目にしたものは……。




ＧＭ：回想は終しゆう了りようし、再ふたたび現げん在ざいのシーンとなる。シーンプレイヤーは真弓で、全員登場だ。

イクフサ：で、ワシと勇太はどうなるんだ？

ＧＭ：勇太の体は、君が触ふれた部分から光の粒りゆう子しとなり、そして君の体の内部へと吸きゆう収しゆうされていく。その気になれば勇太の姿すがたに戻もどることも可か能のうだ。

イクフサ：そうか。……なら、ここは右みぎ腕うでと目の異い形ぎようがなくなることにしよう。

ＧＭ：ほほう？

イクフサ：理由はこうだ。元々は狼おおかみだったのが、勇太の魂たましいを得て人間に化けられるようになった。けど、人間としての肉体が欠けていることが、腕や目の異形として現あらわれていた。

ＧＭ：なるほど！　それはカッコイイ！

真弓：おずおずとイクフサに近ちか寄よります。えと……勇太……なの？

イクフサ：ああ。正せい確かくには「オレの中に南方勇太がいる」と表ひよう現げんすべきかもな。記き憶おくを取り戻したんで、一いち人にん称しようは勇太本来の〝オレ〟に変えておくぜ。

真弓：……おかえり、勇太。

イクフサ：（優やさしい声で）ただいま、〝姉ちゃん〟。……この日を待っていたぜ。

真弓：いつの間にか、あたしより大人になっちゃってこの子は。

イクフサ：（苦笑しつつ）そりゃあもう長いこと生きたからな。

真弓：あ、あのさ。あなたのこと、イクフサと呼よべばいいの？　それとも勇太？

イクフサ：好きにするといいさ。……が、今は〝イクフサ〟がしっくり来るかな。

真弓：うん、わかったよイクフサ。

イクフサ：ここで独ひとり言ごとのように呟つぶやく。……にしても、あの〝面おも影かげの君〟の正体がこいつ真弓だったとはなぁ。やれやれ、我われながら小ッ恥ぱずかしい話だぜ。

真弓：では耳ざとく聞きつけちゃおう。んんっ？　なんか言った？

イクフサ：なンでもねぇよ、凶きよう暴ぼう女ッ！

真弓：なんですって!?　と、トキジクの弓を振ふりかざして怒おこります（笑）。

イクフサ：ひゃあ、おっかねえおっかねえ。……暴ぼう言げんで照てれ隠かくしをしつつ、〝面影の君〟へのロイスをタイタスにして、天野真弓へのロイスを取得しておくぜ。

一同：おお～っ！

ＧＭ：それは綺き麗れいな流れだな。素す晴ばらしい。

イクフサ：感かん情じようは〝幸福感／不安〟ってことで。自分でも何も考えずに設せつ定ていしたロイスが、こうも上手うまくハマるとは。

真弓：（驚いた顔で）天さんと打ち合わせしてたんじゃないんだ!?

イクフサ：ああ。まったく何も考えず、〝面影の君〟を設定した。

ＧＭ：（嬉しそうに）いやぁ、俺もイクフサ＝勇太というネタは漠然と考えてたんだけど、キミくんが〝面影の君〟を設定したときはビビッた。こいつ、シナリオ知ってるのかと（笑）。

真弓：おおお～。さすがつきあい長いだけのことありますね！

ＧＭ：うんうん。ではちょっと解説を。勇太はエグザイル／バロールの変へん異い種しゆだ。現状はイクフサに《融ゆう合ごう》していると扱い、一時的に《ファスト・フォワード》を使用できる。

イクフサ：ほほう。それを使えば、ムスペルヘイムの先へ行けるのか？

ＧＭ：本来の効果は〝シーンが切り替わる〟だけなんだけど、このシナリオにおいては、〝シーンが切り替わり、ＰＣたちはクライマックスフェイズに登場する〟だ。

浄ノ進：そして、クライマックスフェイズの場所は、ムスペルヘイムの炎の先にある、か。

才蔵：なるほど！　そういう仕掛けでござったか。

真弓：もう、いつでもクライマックスに……信長本体との戦いに行けるんだね！

浄ノ進：ならば私わたしは、《血の絆きずな》を使用し、シーンをまたいで維い持じできる従じゆう者しやを作成しておこう。クライマックスで従者作成に手数を費やすことは避さけたい。

ＧＭ：ん、ＯＫ。

浄ノ進：（ダイスを振ふる）ＨＰ30の従者が三体出来上がった。姿は……そうだな、白はく狼ろうにしよう。山住の奉ほうじる山の神を降おろしたということで。

才蔵：準じゆん備びは万ばん端たんでござるな。

真弓：じゃあイクフサ、早速行こうよ！

イクフサ：（エフェクトのデータを読んでいる）……ふむ。穏おだやかな表ひよう情じようで座ざ禅ぜんを組むぜ。

一同：…………？

浄ノ進：どうしたのだ、イクフサ。

イクフサ：（穏やかな声で）みなさん、《ファスト・フォワード》は侵しん蝕しよく率りつが８点も上じよう昇しようするので危き険けんです。

ＧＭ：……うん、それで？

イクフサ：（和なごやかな笑みで合がつ掌しようしつつ）次回のセッションまで機会を待ちましょう。

一同：待てるかーっ！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：今回が最終回だよ！

イクフサ：ちっ、しゃーねぇな。おい、オメェら準備はいいか？

真弓：うん！

浄ノ進：言われるまでもない。

才蔵：こくりと無言で頷うなずくでござる。

イクフサ：よし、いっちょやったるか。本能寺にズカズカと歩あゆみ寄よって、おもむろに後ろを振ふり返かえり、真弓を見る。

真弓：どうしたの？

イクフサ：勇太の記憶があるから、〝これ〟を言ってもいいよな。真弓、本能寺に攻せめ込こむとき、オメェの世界で有名な台詞せりふがあるだろう？　そいつでビシッと決めてくれよ。

真弓：有名な台詞って……ああ、アレ？　うん、わかった！




　真弓は皆みなの顔を見み渡わたした。

　イクフサ。浄ノ進。才蔵。

　本来ならば、出会うはずのなかった仲間たち。

　苦しいことの多い旅だったが、彼かれらとの出会いは救いでもあった。

　───さぁ、行こう。

　真弓は凜りんとした表情で燃もえ盛さかる本能寺を見み据すえた。




真弓：行こう、みんな。〝敵てきは、本能寺にあり!!〟

一同：おうッ！
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◆Middle 10◆「覇は王おう、出しゆつ陣じんす」の段


Master Scene






　安土パンデモニウム、天てん守しゆ閣かく。

　信長は、部屋の中央に浮うかぶ地球の幻げん像ぞうを見つめていた。

　幻像の大部分は暗黒に侵しん食しよくされ、蒼あおく美しい面おも影かげは微み塵じんもない。

　暗黒が領りよう土どを広げるごとに、信長のまとう神気はさらに増ましてゆく。

　不意に、信長の傍かたわらの空間が揺ゆらいだ。

　揺らぎから現あらわれたのは、ロキ。

　その姿は、まるで黒い霧きりか影かげ法ぼう師しのような有様であった。




ＧＭ：つーわけでミドル最後のシーンはマスターシーンだ。肉体を失ったロキは、黒い霧のような状じよう態たいで信長の下へと逃にげ帰ってくる。

真弓：勇太の肉体を失ったからですね。

イクフサ：なんとも惨みじめな姿だな。




「敗やぶれたか、蘭丸。いやさロキ」

「……め、面めん目もく次第もございません！　南方勇太の肉体、奪うばわれましてございます」

「で、あるか」




ＧＭ：信長がロキに向ける視し線せんは、冷ややかさとは異ことなる、何か異い質しつなモノを含ふくんでいる。だが、ロキは気づかずにヒステリックな声を上げる。（甲かん高だかい声で）「ええい、それにしても忌いま々いましい連中よ！」

イクフサ：え、だ、誰っ!?

ＧＭ：ロキ。

真弓：えええええっ!?　な、なんでいきなりそんな小こ物ものっぽい声に（笑）。

ＧＭ：いや、だって、もう勇太の肉体は失ってるし。

浄ノ進：……そうか、あの声は勇太の体があったからなのだな。

才蔵：それにしたって、三さん下した小物化するにも程ほどがあるでござる（笑）。




「このままでは信長様の不死が失われるのも時間の問題。かくなる上は御おん自みずから出しゆつ陣じんなさり、〝真の力〟にて奴やつらを屠ほふらねば、すべての計画は水すい泡ほうに帰しますぞ！」

　信長は、何も答えない。

　ここに至いたり、やっとロキは異い変へんに気づいた。

「信長様……。いや、信長……？」




浄ノ進：ああっ、もうダメだロキ！（爆笑）

ＧＭ：（低く渋しぶい声で）「ロキよ。混こん乱らんを喜ぶ道どう化けの神が、己おのれの計画を邪じや魔ま立だてされた程てい度どでうろたえてどうする」（超ちよう小物っぽい甲高い声で）「しかし、このままでは、あなたの願う新世界の創そう造ぞうが……！」

真弓：の、信長とロキの演えんじ方かたの差が酷ひど過すぎます（笑）。




　必死に言い募つのるロキに対し、信長の声はあくまでも冷ややかだった。

「新世界の創造だと？　くだらぬ。己おのれ自身で信じてもいないことを口にするな」

「バ、バカな！　なぜ!?」

「我われは人の上に立つ王。目を見れば、そ奴が何を考えているかなどおおよその見当がつく」

「なっ!?」

「うぬの目には、卑いやしく浅ましい色があった。腹はらを空すかせた犬畜ちく生しようと同じ目だ」

「…………！」

「この信長を利用して、己の腹を満たそうなどとは片かた腹はら痛いたいわ。真の神を気取っておっても、所しよ詮せんは己の空くう腹ふくにすら勝てぬ弱者めが！」




真弓：信長、とっくに見み破やぶってたー！

イクフサ：しかもどんどんカッコよくなってるぞ。

ＧＭ：ロキが周囲を見回すと、無数の信長が居並んでいる。姿形はそれぞれに微妙に異なり、中には異形も露わな信長もいる。いずれも、無限の並行世界から集った信長たちだ。




　信長〝たち〟は、一斉にロキに手を伸ばした。

　その腕から発した炎がロキを焼き、あるいは冷たい鋼の腕が押し潰し、あるいは不定形の擬腕が消化し、あるいは殺意の視線が光線となって貫いてゆく。

「ギャァァァァッ！　な、何を……!?」

「裏うら切ぎりは罪つみではない。だが、うぬの〝弱さ〟は万死に値する！」

「のののっ、信長とは一体……ウボァーッ！」

　無様な悲鳴と共に、黒い瘴気は消え去った。

　それが、道化神ロキの最期であった。




真弓：ロキ、死んじゃったかぁ。

才蔵：実に悲惨な最期でござったな。

ＧＭ：そして、信長たちは声をそろえて呟く。「真の〝我信長〟よ、今こそうぬの下へと馳せ参じよう。我は、本能寺にあり!!」







　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆「女子高生、真なる第六天魔王と雌し雄ゆうを決す！」の段


Scene Player ─── 真弓






　真弓たちは、燃もえ盛さかる炎ほのおの壁かべを超こえた。

　瞬しゆん間かん、炎は何処かへと消え失せ、眼がん前ぜんには静せい寂じやくにして清せい浄じようなる雰ふん囲い気きを漂ただよわせた本ほん能のう寺じが佇たたずんでいる。

　歩を進め、本堂へと上がる真弓たち。

　そこには、南なん蛮ばん鎧よろいに身を包んだ織田信長が鎮ちん座ざしていた。




ＧＭ：「……来たか、女子高生」

真弓：あなたが本物の信長なのね？

ＧＭ：「いかにも。我われは織田信長。日本を制せいし、世界の全すべてを覇はす第六天魔王なり」

浄ノ進：では、我々が戦っていた信長は、一体なんだというのだ？

ＧＭ：「それもまた、無数の隣となり合う並へい行こう世界にある我。我わが意い志しにて、この世へと呼よび寄よせたのだ」

浄ノ進：つまり、並行世界の自分自身を残ざん機きとして使っていたわけか！

才蔵：うぬぬ。三話やオープニングで戦ったときよりも大物っぽいでござるな。

ＧＭ：「我以外の信長を少しばかり倒たおした程てい度どで増ぞう長ちようするな。うぬらが倒したのは、信長の中でも一番の小信長！」

一同：このぶなが！

真弓：じゃあ、この人は一番の大信長……！（笑）

イクフサ：ずいぶんと余よ裕ゆうだな。オメェにはもう守りもないンだぜ。

ＧＭ：「いいや、ただのひとりでこそ戦い甲斐がいがある。反はん逆ぎやくのし甲斐があるというものよ。ロキも、つくづく良い敵てきを仕立て上げてくれた」

真弓：ねぇ。あなたの求める新世界って、本当に何もかも滅ぼさなければ達成できないの？

ＧＭ：「無論。その仕上げる様、うぬらに見せてくれようぞ！」




　信長の右手が天を、左手が地を指す。

　瞬間、本能寺の天てん井じようと四方の壁かべは消し飛んだ。

　その向こうに広がっていたのは、星々の輝かがやく大だい宇う宙ちゆう。




真弓：う、宇宙ー!?

才蔵：これはなんでござるか！

ＧＭ：そして、その宇宙空間には、地球とそっくりの惑わく星せいが無数に浮うかんでいる。その数は、到とう底てい数え切れない。

真弓：地球……まさか、ロキの言ってた並行世界？

ＧＭ：「いかにも。このスペース本能寺は、あらゆる並行世界に繫つながる異い空くう間かん。仏ぶつ法ぽうにおいては三千世界……千を三度掛かけ合わせたよりもなお巨きよ大だいなる数の世界へと繫つながる場所」

浄ノ進：信じられん……まさか、このようなことが現げん実じつに起ころうとは……。血を吐はいていることにも気づかず、呆ぼう然ぜんと眺ながめていよう。

ＧＭ：「ロキめは、この稀け有う壮そう大だいなる三千世界をネズミの如ごとくちまちまと齧かじり喰くうつもりだったようだが……実に愚おろかしいことよ。まさに弱き虫けらの愚考」

イクフサ：ならばテメェはなンとする？

ＧＭ：「こうするのだ！」叫さけぶと同時に、《全知の欠片かけら》＋《スターダストレイン》＋《虚こ空くうの陥かん穽せい》を使用する。対象は、すべての並行世界！

一同：何ぃーっ!?

真弓：な、なにをするつもりなんですか？

才蔵：まさか……全並行世界をまとめて１エンゲージに引ひき寄よせるのか！

ＧＭ：「いかにも！　無む限げんなる世界全てを引き寄せるには、無限なる力が必要。……ならば我は無限の力を振ふるうまで！」その咆ほう哮こうによって目覚めたかのように、信長の額ひたいに第三の眼めが開く。その眼がん球きゆうには三つの瞳ひとみが存そん在ざいしている。……これらはいずれも賢けん者じやの石だ。

真弓：えええええっ！

イクフサ：賢者の石三つも持ってンのかよ！

ＧＭ：《全知の欠片》でクリティカル値ち７、賢者の石三個の同時使用でクリティカル値-6。クリティカル値１なので、この判はん定ていの達成値は無む限げん大だいとなる！「集つどえ、三千世界！　百万世界の合、ここに来たれり！」




　信長は、咆哮ほえた。

　その大だい音おん声じようは虚こ空くうを裂さき次元を貫つらぬき、すべての宇宙に響ひびき渡わたった。

　圧あつ倒とう的てきな覇は気き！

　───行こう、あの方の元へ……。

　意志なきモノと思われていた〝世界〟そのものすらも抗あらがうことはできない。

　時間と空間を超ちよう越えつしたスペース本能寺に、決して交じり合うはずのない大三千世界が、今、ここに集ったのだ。




ＧＭ：というわけで、本能寺の本堂を取り囲む宇宙空間に、無数の蒼あおい星がどんどんと接せつ近きんしてくる。その中には、もちろん真弓のいた世界も混まざっている。

真弓：こんなことして、何をするつもりなの？

ＧＭ：「知れたこと。すべて破は壊かいするのみよ」

真弓：はぁっ!?　どうして!?　争いのない新世界を創るのに、なんで何もかも滅ぼさなきゃならないのよ！

ＧＭ：「〝弱さ〟を克服するため。我こそが一いつ切さい勝しよう者しやにして唯一の強者とならんがため」

真弓：世界を潰して、それがどうして弱さの克服に繫がるのよ！

ＧＭ：「我は世界に等しき絶対存在。なれば、世界に棲みつく衆しゆ生じようは、我が体内に巣くう〝弱さ〟に他ならぬ！　一切の生しよう者じやなくば、煩ぼん悩のう煩はん悶もんもまた一いつ切さい皆かい無む！」

イクフサ：全部綺麗に消し飛ばしちまえば、嫌ぇなものを見ずに済むってか？

真弓：あなたは造ぞう物ぶつ主しゆなんでしょう？　すべてを創れる神様なんでしょう？　なのに、自分の世界を、弱い人がいるっていうだけで何もかも壊すっていうの!?

ＧＭ：「汝なんじはデミウルゴスの本ほん質しつを知らぬ。かつては己おのれの被ひ造ぞう物ぶつたちを、あるいは洪こう水ずいで、あるいは硫い黄おうの雨で、あるいは裁さばきの雷いかずちで破壊した。デミウルゴスとは、傲ごう慢まんで、嫉しつ妬と深ぶかく、己以外の何者をも認みとめぬ者ぞ。すなわち、万ばん物ぶつに敵てき対たいする反逆の神なのだ」

真弓：そんな、そんなのって……。

ＧＭ：「美の神は美を、武の神は武を追求する。うぬら生者が生を追求するが如し。そして我は、我以外の脆弱なる森羅万象三千世界すべてを否定して、初めて我は我足りうるのだ」

才蔵：まったく理解できんでござる。すべてを破壊し、ただひとり残って何を望む！

ＧＭ：「永えい劫ごうなる孤こ独どくのまま、我は在あろう。そこに強者たる我以外に存在はなく、ならばいかなる弱さも存在しない。それこそが、我が求める真まことの新世界」

イクフサ：ただひとりで、何もないトコに君くん臨りんしようってのかよ？

ＧＭ：「然り。宇は時間、宙は空間。宇う宙ちゆう万ばん物ぶつ金こん剛ごう胎たい蔵ぞうありとあらゆる時空を吞のみ込こみ、我わが武ぶで覇す。すなわちギャラクシー布ふ武ぶ！」

真弓：ギャ、ギャラクシー布武……！

ＧＭ：「全並行世界は、この日ノ本ジパングの大散華ビツグバンを呼よび水みずとして、連鎖的に爆散し微み塵じんへと消し飛ぶ。それが、我が日ノ本ビッグバン計画の真しん髄ずいよ！」

一同：狂ってる！（笑）

ＧＭ：「信長とデミウルゴス……両者は互たがいに驚おどろくほどよく馴な染じんだ。いや、それもそのはず。我らは元々同じ存在だったのだ」

真弓：同じ存在……？

ＧＭ：「いかにも。織田信長。デミウルゴス。……女子高生よ、この両者を並ならべて何か気づくことはないか？」

一同：…………？

真弓：（考え込んで）想そう像ぞうもつきません、というか、この信長と同じ考えに行き着きたくないです（笑）。

イクフサ：わからねぇな。一体、何が言いてぇンだ信長よ？

ＧＭ：「ならば教えてやろう。この世の真実を！」信長は真しん紅くのマントを翻ひるがえし、声も高らかに宣せん言げんする（超ちよう真面目まじめな顔で）。




　お・だ・の・ぶ・な・が

　で・み・う・る・ご・す




ＧＭ：「……どうだ。いずれも文字数が同じ六文字ではないか！」

一同：ちょっ……！（絶ぜつ句く）

真弓：ちょっと待ってぇぇぇぇぇっ!!（爆笑）

浄ノ進＆才蔵：（ハモッて）おい天っ！

イクフサ：もっと真面目にやれぇぇぇっ！（[image: ]あまりにも悲痛な叫び）

浄ノ進：宇宙が、並行世界が、ギャラクシー布武がどうこうとご大たい層そうなこと抜ぬかしといて、オチがそれかっ!?　「文字数が同じ」って、それだけか！

才蔵：それで同どう一いつ存そん在ざいだったら、この世にどれだけ同一存在がいるっちゅーんだ！

ＧＭ：「黙だまれいっ！　いかにバカバカしかろうと、この事実を本気で言い張ったのは、この信長が一番最初！」

真弓：あなた以外にそんなこと言う人いないよっ！（悲鳴）

ＧＭ：「南蛮の言葉で〝コロンブスの卵たまご〟……すなわち、パイオニアは常つねにジャスティス！　そして信長はパイオニア！　ゆえに信長はジャスティス！　Ｎｏｂｕｎａｇａ信長　ｉｓは　ａｌｗａｙｓ常に　ｒｉｇｈｔ正しい!!」

一同：無茶苦茶だーっ！

才蔵：ある意味、「日本が尾お張わり」とかほざいた天海をも上回るド阿あ呆ほうでござる。

イクフサ：オォ、ジーザス……。思わず神に祈いのるくらい驚おどろいたぜ……。

真弓：（[image: ]呼こ吸きゆう不ふ能のう状じよう態たいで、机つくえの下に沈しずんでゆく）

才蔵：ああっ、殿とのがかつてないほど斬ざん新しんな方向に突っ伏しておられる！

ＧＭ：「そして女子高生！　貴様も己の名を数えてみるがいい！」

真弓：（息を整ととのえている）ふぅ、ふぅ、はひ……ええと、（指折り数える）あ・ま・の・ま・ゆ・み……あああっ、六文字ィーッ!?（爆笑）

ＧＭ：「どうだ!?　これで貴様がトキジクの使い手となった理由も明めい白はく！　運命が、我と貴様とを引き合わせたのだ！」

真弓：ぶふぅっ!?（[image: ]再ふたたび吹ふき出して突つっ伏ぷす）やめてっ、あたしまで引きずり込まないでーっ！（笑）

ＧＭ：（真面目な顔で）俺おれも、この事実に気づいたときは戦せん慄りつした。すごいよこれ！

浄ノ進：こ、こいつ本気で言ってやがる……！

イクフサ：お前、水野さんがキャラ名を平ひら仮が名なで六文字にしなかったらどうするつもりだったんだ？

ＧＭ：（小首をかしげながら）…………。

一同：…………

ＧＭ：……さぁ？

イクフサ：「さぁ？」じゃねーだろっ！（爆笑）

真弓：と、とにかく、そんなわけのわからない理由で世界を滅ほろぼされちゃたまらないよ！

浄ノ進：まったくもって同意します！

才蔵：まったくでござる！

真弓：みんながいる世界には、色んな可か能のう性せいがあるんだよ。それを、なんで簡かん単たんに破壊しようとするの!?

ＧＭ：「言ったであろう。弱きゆえ。いくらもがきあがこうと、うぬらはすべていずれは消えゆく存在ではないか。そう、『下天の内を比くらぶれば夢まぼろしのごとくなり』だ」

イクフサ：我は我のみあればよい……か。ヘッ。ちぃと前までのオレみてぇじゃねぇか。

真弓：イクフサ……。

イクフサ：けどよ、自分のためにしか力を振ふるえねぇってのは、つまらンぜ。それを気づかせてくれた連中のためにも、テメェの思い通りにはさせてやらねぇ。

ＧＭ：「ほう……？」

イクフサ：……それに〝想おもい〟は簡かん単たんには消えないぜ。オレは、オレの中の勇太は、何百年もただひとりの女のことを想い続けてきたンだからなぁ！

真弓：（感極まった声で）イクフサ……！

浄ノ進：危あやうく狂きよう気きに吞まれるところであった。信長よ、確たしかにお主は三千世界を追おい詰つめたのかもしれぬ。だが、お主もまた、我らが追い詰めておる。いかに虚きよ勢せいを張はったところで、ここで我らが勝てば、お主の野望はすべて挫くじかれるのだ！

真弓：……ほかの誰だれも必要ないなんて、あなたは可哀かわい想そうな人だ。

ＧＭ：「小こ娘むすめが。我を弱者と憐あわれむのか？」

真弓：違ちがうよ。そんなんじゃない。あたしは、周りがあたしを認みとめてくれて、あたしが誰だれかを認められる世界が好き。

ＧＭ：「ぬぅ……？」

真弓：どんなに強くたって、偉えらくたって、いいことしたって、それを認めて笑ってくれる人がいなきゃ意味がない。人と想いを、絆きずなを結び合えない世界なんて、あたしはいらない！

ＧＭ：「何が絆か！　それは弱さにほかならぬ！　他者がいなくば保てぬ己に何の意味があろうか。そのような弱さ、我は認めぬ！　我の孤独は我だけのもの！」

真弓：違う、絆は強さ！　……ここであたしは信長にロイスを取る！

一同：おおっ!?

真弓：絆を嫌いやがってるなら、絆を作ってやる！　感かん情じようは〝有ゆう為い／憤ふん懣まん〟!!

ＧＭ：「……気にいらぬ！　ならばその絆、うぬの命もろとも永えい久きゆうに消し去ってくれる！」と、信長の肉体が輝かがやきに包まれたかと思うと、次の瞬間、七つに分かれる！

イクフサ：分身か？

ＧＭ：違う。体の各部位がバラバラになるんだ。そして、「三千世界の我よ！　ここに集え！」と叫ぶと同時に、虚空から無数の信長が飛来し、七つの部位に結集して巨大な形を作ってゆく。

才蔵：うお、信長軍団でござるか！

[image: ]

ＧＭ：その姿は途方もなく巨大に膨れあがり……それぞれが宇宙空間に浮かび上がる。内訳は次の通りだ。




・真・信長王（顔面及および三つの眼）

・信長キャノン（頭部の髷まげ）

・信長ヴォイス（声）

・信長ブレイド（右みぎ腕うで）

・信長フィスト（左ひだり腕うで）

・信長アーマー（鎧よろい）

・信長オーラ（全身を包む覇は気き）




イクフサ：なんつーネーミングだよ……。

真弓：ていうか、髷が！　ちょんまげがキャノン！（笑）

ＧＭ：カッコイイだろう？　巨大化した信長の大きさはさながら山脈の如く、広大な宇宙空間をバックに雄ゆう大だいにそびえたっている。

才蔵：もはや地形でござるな。

ＧＭ：さて、ここでイクフサにはひとつ朗ろう報ほう。

イクフサ：お、なんだなんだ？

ＧＭ：君に《融ゆう合ごう》した勇太の力により、一回だけ《時の棺ひつぎ》が使用できるよ。

イクフサ：そいつぁありがてぇ！　……が、侵しん蝕しよく率りつ的に使っている余裕があるかどうかだな。

浄ノ進：《時の棺》の侵蝕率上じよう昇しようは７点。相手の強きよう烈れつな範はん囲い攻こう撃げきに対して使えば、全員のロイスが一個ずつ浮うくと考えることもできる、か。

ＧＭ：「では征くぞ。弱き者よ、死に候そうらえ!!」




◆第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：まず、真・信長王のイニシアティブ値ちは[image: ]。

一同：[image: ]!?

ＧＭ：うむ。そして全ぜん能のう力りよく値が50、技ぎ能のうはなし！

浄ノ進：その無茶な数字はどっから出てきた！

ＧＭ：（しれっと）ん、〝人間五十年〟だから。

浄ノ進：理由になってねぇぇぇっ！

ＧＭ：んで、他の連中は全員15で統とう一いつされている。

真弓：う、みんなすごく高い……。

ＧＭ：真・信長王は特に何もせず、キャノン＆ブレイド＆ヴォイスの三体は微び妙みようにズレてハモりながらヴァヴァ《ヴァイタルアップ》アップップと宣言。信長オーラは《極きよく大だい消しよう滅めつ波は》。

一同：来たー！

イクフサ：名前からして、おそらくそうなンじゃねぇかと思ってたぜ！（笑）

真弓：（拳こぶしを握にぎり締しめ）来た！　あたしの《ラストアクション》が輝く時が来た！　あたしへのカバーリングはいらないよ～。

才蔵：おお、セットアップで攻撃できる絶好の機会でござるな。

浄ノ進：ならば私わたしは才蔵を、従じゆう者しやＡはイクフサを《マグネットフォース》でカバーリング。

ＧＭ：信長を包むオーラが凝ぎよう集しゆうし、空間に穴あなを穿うがつ。そして、そこから凄すさまじいエネルギーが流出する。「受けよ、宇宙開かい闢びやくの力！」自動的に命中して、全員にダメージ21点。

浄ノ進：うむ、私も従者Ａも耐たえられんな。ダウンした。

真弓：あたしは吹ふき飛とばされつつ、《ラストアクション》起動！　真・信長王たち全員に矢を打うち込こみます。いつもの組み合わせに《クリスタライズ》も乗せて、達成値30ピッタリ！

ＧＭ：「ぬぅッ!?　その傷きずで、なぜ動ける！」すべての信長に命中、信長アーマーは真・信長王をカバーリング。

才蔵：そこへ《力の法ほう則そく》で支し援えん。14点追加でござる。

真弓：あたし自身は53点なので、合計67点装そう甲こう無む視しダメージ！

ＧＭ：ぐわわっ！　オーラ、フィスト、アーマーの三体は「我が宇宙が！」「コスモが！」「ユニヴァースがぁぁぁっ!!」と叫さけびつつ爆ばく散さん。

真弓：よし！　小さくガッツポーズを取りつつ、一いつ旦たん倒たおれ伏ふします。

イクフサ：それを見て、少し動どう揺ようするぜ。真弓ッ！

ＧＭ：「うぬら一同、まことに良き敵なり！　褒ほう美びを取らそう！」

一同：褒美？

ＧＭ：「自らを裁さばくことを許す。さぁ自害せよっ!!」

イクフサ：するかボケッ！（爆笑）

ＧＭ：むぅ、せっかくの覇は王おうの厚意を。

浄ノ進：そんな厚意、いらんわっ！

才蔵：侵蝕率97……ええい、かまわん。《フルディフェンス》を宣言して侵蝕率丁ちよう度ど[image: ]％！

浄ノ進：私は《フルインストール》！

ＧＭ：真・信長王の第三の目から漆しつ黒こくの光線が放たれる。《主の恩おん恵けい》＋《黒き明かり》＋《スターダストレイン》＋《魔王の腕うで》その他で攻撃だ。……というわけで皆みな様さま、ラスボスの攻撃にご協力を。ひとり10個ずつダイスを振ふってくださいませ。クリティカル値は10。

一同：はいはい（笑）。

ＧＭ：（全員のダイス目を確認して）ええと、達成値は26か。……みんな、もっと高い目出してくれよぅ！

浄ノ進：お願いされても、ダイスの出目はどうしようもあるまい（笑）。

才蔵：（嬉しそうに）その達成値なら楽勝でござるな。では《氷ひよう壁へき》を……。

ＧＭ：させん。そこへ真・信長王が《時の棺》。暗黒の眼が輝き、才蔵の霧きりを吹ふき散ちらす！

才蔵：くっ！　手て強ごわい！

イクフサ：オレァ回かい避ひ失敗じゃ。

才蔵：才蔵自身は、《絶ぜつ対たいの空間》＋《幸運の守しゆ護ご》で楽々回避でござる。

浄ノ進：従者Ｂは回避してる。では従者Ｃがイクフサをカバーリングし、砕くだけ散った。

ＧＭ：信長軍の行動はまだ続く。信長ヴォイスは《ファクトリー》＋《アクセル》＋《ポイズンフォッグ》等を組み合わせ、全信長にセカンドアクションの権けん利りを与あたえようとするよ。

真弓：ひいいいいっ！

浄ノ進：マズい！　この数でセカンドアクションされたら終わるぞ。

イクフサ：させねぇよ！　《時の棺》でその判定を潰つぶす！

一同：おおっ！




　イクフサ、咆吼す。

　瞬間、全宇宙に激震が走った。

　信長の声ヴオイスはたちまちかき消され、虚無へと還ってゆく。




ＧＭ：「小こ癪しやくなマネを……ならば、ギャラクティック・タネガシマ!!」叫ぶと同時に、星間宇宙に漂ただよう塵ちりや銀ぎん河が系けいが弾だん丸がんサイズに圧あつ縮しゆくされる。

真弓：もう……何をされても意外じゃない（笑）。

ＧＭ：その弾丸を信長キャノンが《ハンドレッドガンズ》から《ギガンティック・モード》＋《レインフォース》等々で射しや出しゆつし、範囲攻撃。

才蔵：ううっ、早速《束そく縛ばくの領りよう域いき》を切る羽は目めになるか……。

ＧＭ：達成値は……え、14!?（出目を確かく認にんする）……うん、14だ。

一同：低っ！




　当然ながら、ＰＣたちは全員が回避に成功した。




ＧＭ：全員回避した、か……。だがまだ終わらん！「第六天魔王流剣けん術じゆつ！」信長ブレイドが《赫あかき剣けん》で巨大な刀を生成し、全員に斬きりかかる。今度は出目がいいぞ！　達成値31！

才蔵：《束そく縛ばくの領りよう域いき》。〝Ｄロイス：伝でん承しよう者しや〟を使うでござる。Ｄロイスで達成値が15上昇し、最終的な達成値は52！

ＧＭ：ちっ、消されたか。

真弓：まず、信長へのロイスをタイタスにして昇華し、立ち上がります。……ほら、あなたを止めたいって思うから、どんなに苦しくても、また立ち上がれる！

ＧＭ：「戯言を！」

真弓：あたしは、みんなは、あなたを倒して元の世界へ帰る！　さっきと同じ組み合わせで攻撃して、達成値は35！

ＧＭ：回避はせぬ。

一同：えっ？

ＧＭ：この信長は、攻撃を恐れぬ。回避せぬ。だからいかなる攻撃も自動命中だ。

イクフサ：うおっ、カッコイイぞ！

才蔵：言われてみれば、先ほどもまったく回避ダイスを振ってなかったでござるな。

真弓：ダメージは48点、装甲値無視！

ＧＭ：ではその攻撃で真・信長王以外はすべて倒たおれ、星間宇宙の塵へと還る。

真弓：やった！

ＧＭ：だが、死に際に信長ヴォイスは信長ブレイドを《奇き跡せきの雫しずく》で復ふつ活かつさせ、信長キャノンは塵と化しつつも《ラストアクション》で全員に攻撃だ。

イクフサ：しぶてぇ！

ＧＭ：《ラストアクション》の達成値22だ。あまり振ふるわなかったな。

才蔵：そうはさせぬ。伊賀の者たちへのＳロイスをタイタスとして《束縛の領域》の使用回数を復活。……うげげっ！　達成値20!?

一同：うわっ!?

才蔵：まだまだ！　師し匠しようへのタイタスを昇華して達成値を上げ、26！　伊い賀が忍にん法ぽう・星ほし隠がくれ！

ＧＭ：「バカな、星間宇宙に漂ただよう塵ちりを己の武ぶ器きとしたか!?」

浄ノ進：では、やっと我々の番だな。私も信長へのロイスをタイタスにして復ふつ帰き。マイナーで従者に命令を下し、メジャーアクションでイクフサに《血の契けい約やく》！

ＧＭ：おおっ、遂ついに使うか。

浄ノ進：（イクフサに）……私と争っていた頃ころのお主とはまるで別人だな。

イクフサ：オレァ変わっちゃいねぇさ。……ただ、風ってなぁちょっとした拍ひよう子しで吹ふき方が変わるもンよ。

浄ノ進：（微笑ほほえみつつ）我が血を飲めイクフサ、と左腕を差し出す。山住の血は神魔を魅み了りようし奮ふるい立たせる。飲めばお主の力を増ぞう幅ふくさせることだろう。

イクフサ：なら、馳ち走そうになるぜ。腕の肉を、ほんの一いつ片ぺんだけ齧かじり取る。オメェとはキッチリ勝負をつけてぇからよぅ、今はこれっくらいにしといてやンよ。

浄ノ進：フン。後こう悔かいしても知らんぞ。……行け、お主の道は私が作ってやる！

イクフサ：ヘッ！　道はオレが決めるモンさ！　マイナーで《ハンティングスタイル》から《破壊の爪つめ》＋《完全獣化》しつつ、メジャーでエンゲージ！




　イクフサは駆かけ出した。

　その様は、まさに黒き風。

　そして浄ノ進が創つくり出した白狼が白き風となって供とも駆がけする。

　大妖と、人の子の力が、今ひとつとなって〝世界の天てん敵てき〟たる第六天魔王へと挑いどむ！




◆第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：次のセットアップだが、信長陣じん営えいは特になし。他の方は？

浄ノ進：もはや侵蝕率的に《フルインストール》は厳きびしいな。何もしない。

才蔵：うぬぬぬぬ……さて、どうしたものか。

イクフサ：まさかアレをやるつもりか？

才蔵：うむ。要[image: ]％エフェクト《極大消滅波》！

一同：おおおっ!?

ＧＭ：無茶だ才蔵、やれー！

浄ノ進：どっちだよ！（笑）

才蔵：《奇跡の雫》で蘇よみがえったなら、信長ブレイドはＨＰ１のはず。ならば範囲攻撃が来る前に確かく実じつに仕し留とめるでござる!!　真・信長王＆ブレイドを巻まき込こむように《極大消滅波》！




　才蔵が禁きん忌きの印いん形ぎようを結ぶ。

　瞬間、彼かの女じよが展てん開かいする〝霧〟を構こう成せいする分子の運動が、爆ばく発はつ的てきに激げき化かした！




才蔵：（ダイスを振る）回避不能の実ダメージを21点。

ＧＭ：くっ！　ブレイドは〝霧〟の生み出した大熱量によって分子レベルで崩ほう壊かいしてゆく。そして真・信長王自身にもダメージを与あたえている。

才蔵：よしっ！　そして侵蝕率上昇は……ゲゲェーッ！　こ、この出目はぁー！

真弓：どうしたのっ？

才蔵：４Ｄ10の合計が31！　侵蝕率が一気に[image: ]！　こ、これはもう何もできぬでござる……。

一同：うわ～。

浄ノ進：私も侵蝕率は[image: ]だ。従者に命令を下す以外のことは何もできん。……真弓様とイクフサのみが頼たよりにございます。

真弓：う、うん！　頑がん張ばるよ！

イクフサ：ヘッ、言われるまでもねぇ。

ＧＭ：「残るは、ただ独ひとりの我か。だが、それもまた心地ここち良し。さぁ、この三千世界より永久に消え失せるがよい!!」真・信長王は、先程の組み合わせに《パーフェクト・サクセス》を追加し、クリティカル値６でシーン攻撃を行う！




　再び、怒ど涛とうの勢いきおいでダイスが振ふられる。その結果は───




ＧＭ：達成値74！

浄ノ進：従者はメジャーアクション放ほう棄きでイクフサをカバーリング。そして私自身は───

才蔵：浄ノ進よ、おそらく考えていることは一いつ緒しよよな。

浄ノ進：ああ。真弓様をカバーリングする。

才蔵：（頷うなずきながら）ルール的に意味はないが、それでも一緒にカバーリングする！




　虚きよ無むと暗黒の力りき場ばが、真弓に迫せまる。

　そのとき、ふたつの影かげが真弓の前に立ちはだかった。

　山住浄ノ進と霧隠才蔵。

　ふたりの〝真弓を守る〟という想いは、ぴたりと合がつ致ちしていた。




ＧＭ：ダメージは62点、装甲値無視。

浄ノ進＆才蔵：倒たおれます。

真弓：浄ノ進さん！　才蔵！

浄ノ進：（強い語調で）振ふり向くな！

才蔵：左様！　さぁ、早くイクフサと共に！

真弓：……うん！




　崩くずれ落ちるふたりを背せに、真弓は駆け出した。

　目指すは、あの恐おそるべき覇は王おうが立つ場所。

　だが、その場所は、心を結んだ妖狼が立つ場所でもあるのだ。




真弓：マイナーでイクフサの隣となりに走り込みました。イクフサ、お待たせ！

イクフサ：来たか、真弓！

真弓：真・信長王を攻撃します。達成値は38。ダメージは装甲無視で50点！

ＧＭ：光の矢に体を貫つらぬかれながらも、真・信長王は宇宙全体を鳴めい動どうさせるように哄こう笑しようする。「見事！　見事なり女子高生！　されど、我が怒いかりと反逆の炎ほのおを鎮しずめるには遠いぞ！」

真弓：まだ倒たおせない……。そろそろ、あたしも侵蝕率がヤバいね。




　異能の力を使ったがゆえの痛みは、彼女の健やかな魂を蝕み始めている。

　だが、ここで退けば世界は終わる。

　───たとえ、この身や心が砕かれようと……！

　悲壮な決意が心をよぎった瞬間、声が響いた。




イクフサ：もう限げん界かいか、真弓？　挑ちよう発はつするように問いかけるぜ。

真弓：……ッ！　まだまだ！




　そうだ。すべてを、命を、大切な人たちとの絆を捨てて勝ったところで、何の意味があろう？

　───それじゃあ、あたしまであの信長と同じになる！




真弓：あたしは、苦しいことから逃げないって約束した！




　絆を捨てることは、彼女にとっては逃げることに等しかった。

　それだけはできない。

　永い時を生き、待ち続けた少年に、あまりに申し訳が立たないではないか。




真弓：逃げずに戦って、勝って、それで……一緒に帰るんだ！

イクフサ：この意地っ張りめ！　オメェが意地っ張りなせいで、お蔭かげでオレまで、あンな化け物信長相手に、逃にげることすらできねぇ意地っ張りになっちまった！

真弓：怒おこってる？

イクフサ：ああ。喰っちまいてぇほどにな。けど今は意地っ張りな面が無む性しように嬉うれしいぜ！




　───ああ、そうだ。その顔だ。

　脳のう裡りに刻きざまれた、あのおぼろげな顔かんばせと、真弓の表ひよう情じようとが重なり合う。

　その瞬間、イクフサの中でひとつの謎なぞが解とけた。

　───面おも影かげの君よ。我が追い求めてきたモノは、意地っ張りで、頑がん固こで……けれど最高に優やさしい、その笑顔なのだ。




イクフサ：……オレが決めてやるよ、真弓！

真弓：うん！

ＧＭ：「来るがよい！　うぬらがすがる絆もろとも、この信長が打ち砕いてくれようぞ！」

イクフサ：《獣けものの力》＋《フルパワーアタック》＋《渇かわきの主》で真・信長王に攻撃じゃ。数百年想い続けた〝面影の君〟のタイタスを昇しよう華かしてクリティカル値を下げる！

一同：行けーっ！

イクフサ：とりゃっ！（[image: ]ダイスを振る）　30……40……。

真弓：頑がん張ばってー！

イクフサ：60！　70！　80！　……まだクリティカルが続く！

一同：おおっ！

イクフサ：[image: ]行け[image: ]行け[image: ]行け……って、よし、達成値[image: ]超えたっ！　達成値[image: ]！

一同：おおおおおーっ！（拍はく手しゆ）

イクフサ：ダメージは装甲値無視で[image: ]点！　これで終われ、信長！

ＧＭ：「がぁぁぁぁっ!?　我が……崩くずれる……消えてゆく……？　三千世界を吞み込み、すべてを否定し反逆する我が……このようにちっぽけな存在に……砕くだかれるだとっ!?」

イクフサ：……ここで信長にロイスを取ってやるぜ。「オメェがすべてを否定しても、オレはオメェを忘わすれねぇ。あばよ、信長。強かったぜ」

ＧＭ：「……人間五十年。下天の内を比ぶれば、夢まぼろしのごとくなり……是ぜ非ひもなし」




　信長の顔面、そして三つの眼に亀き裂れつが走る。

　その肉体は塵ちりと化し、星間宇宙へと吹ふき散ちらされてゆく。

　それが、三千世界を滅ほろぼさんとした〝第六天魔王〟の最さい期ごであった。







下天の内を比ぶれば　信長が好んだ「幸若舞」の『敦盛』の一節。人の世の儚さを詠う。

第六天魔王流剣術　もちろん架空の剣術である。











　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆「女子高生、還かえる。そしてまた、始まる」の段


Scene Player ─── 真弓






　かくて信長は倒たおれた。

　だが、無数の地球は傷きずつき、崩ほう壊かいしつつある。

　後に残された希望は……真弓であった。




ＧＭ：さて、なんとか無事に全員自じ律りつ判はん定ていに成功したところでエンディングだ。

真弓：でも、世界はボロボロなんですよね？

ＧＭ：うむ。ジパングはほぼ全ぜん域いきが暗黒の深しん淵えんに吞まれ、その勢いきおいは、この本ほん能のう寺じを通じて繫つながる他の世界へも及およぼうとしている。

真弓：あうう…………。

才蔵：諸しよ悪あくの根こん源げんは倒したけれど、でござるな。

真弓：……やるべきことは、わかってるよ。

一同：（こくりと頷うなずく）

真弓：トキジクの弓を黒い地球に向け掲かかげて……破は壊かいします。

ＧＭ：うむ。力は必要ではない。破壊を念じた瞬しゆん間かん、澄すんだ音を立ててトキジクの弓は粉こな微み塵じんに砕くだけ散ちる。

一同：…………。




　昇しよう華かに伴ともない、トキジクの弓は光の粒りゆう子しとなって四方八方に散ってゆく。




真弓：……さよなら。

ＧＭ：だが、まだ終わりじゃないぞ。光が周囲を満たすと、厳おごそかな声が響ひびく。トキジクの弓自身の声だ。

真弓：弓の声……？

ＧＭ：簡かん単たんな問いだよ。「我われはトキジク時非。時に非あらざるもの。すなわち、時と世界とが始まる以前、可か能のう性せいそのもの。……女子高生よ、汝なんじは新たな世界の創そう造ぞうを望むか？　それとも、これまで通りの世を望むか？」




　委ゆだねられたのは、世界を思うがままに創つくる権けん利り。

　真弓は瞑めい目もくし、そして───




真弓：いいえ。あたしは……あたしは、ただの女子高生です。世界の創造なんて、あたしには向いてない。




　迷まよいのない、健すこやかな声だった。




真弓：ただの女子高生は、自分の世界に帰ります。強しいて言うなら……才蔵や浄ノ進さん、勘かん助すけたちが笑って暮くらせるような世界になると嬉うれしいな。

ＧＭ：「……あいわかった。ならば、すべてはあるがままに」




　光の粒りゆう子しが、世界を蝕むしばむ虚きよ無むを満たしてゆく。

　かくて世界は修しゆう復ふくされ、元の姿すがたを取り戻もどしたのだ。

　同時に、信長が維い持じしていた〝本能寺〟という異い空くう間かんは消えようとしている。

　それは、別れの時を意味していた。




イクフサ：……どうやら、そろそろ潮しお時どきらしいな。

才蔵：お別れ、なのでござるか……？

浄ノ進：そういうことになるだろうな。

真弓：…………。

イクフサ：おい真弓。オメェの大事なモンを返すぜ。

真弓：え？

イクフサ：ここでオレは、本来の姿すがたに戻もどるぜ。南方勇太と出会い、融ゆう合ごうする前の姿にな。

ＧＭ：なるほど、了りよう解かい。それでは───




　眩まばゆい光が生まれ、そして消えた。

　それまでイクフサが立っていた場所には、一匹ぴきの狼おおかみが佇たたずんでいた。

　巨きよ大だいで、猛たけ々だけしく、威い厳げん溢あふれる黒い狼だ。

　それは、大たい妖ようイクフサの真の姿。

　まこと大おお神かみと讃たたえるに相応ふさわしい、人の触ふれえぬ〝自然そのもの〟の体たい現げんであった。

　その背せでは、幼おさない少年が長い獣じゆう毛もうに包まれながら眠ねむっていた。




イクフサ：（静かな声で）これが、〝わし〟本来の姿だ。

真弓：イクフサ……。

イクフサ：さぁ、勇太を連れて帰るがいい。そう言いながら脚あしを折り曲げて、勇太の体を真弓に預あずける。

真弓：おそるおそる受け取ります。

ＧＭ：勇太の体は、とても温かい。放っておいても、いずれ眠ねむりから覚めるだろうということがわかる。

真弓：勇太の体をきゅっと抱だきしめて、背せ中なかをぽんぽんと叩たたきます。おかえり、勇太。

イクフサ：確たしかに返したからな。もう離はなすでないぞ。

真弓：……ありがとう、イクフサ。

イクフサ：礼を言うのはわしの方さ。朽くち果はてようとしていたわしの魂たましいは、この少年の熱き想いに触れ、再ふたたび蘇よみがえることができたのだから。

真弓：（泣きそうな声で）……ずるいよ。あんなに口が悪かったクセに、最後の最後でそんなこと言うなんて……！

一同：…………。

イクフサ：泣くな、真弓。わしもお前と別れるのは哀かなしい。

真弓：…………。

イクフサ：だが、お前には、お前の世界でやるべきことがある。……そうであろう？

真弓：……うん。




　　　　＊　　　＊　　　＊




浄ノ進：（深々と一礼する）お見事でございました。あなたのご活かつ躍やくで織田信長は倒たおれ、私わたしの住む世界のみならず、三千世界全すべてが救われたのです。

真弓：んもう、最後まで大げさなんだね、浄ノ進さん。

浄ノ進：こういう性しよう分ぶんですから。さて、めでたく故こ郷きように戻もどられる方にこのようなことを申し上げるのは気が引けるのですが……。

真弓：どうしたの？

浄ノ進：トキジクの弓によって目覚めた力は、あなたにとっては災わざわいの種となるやも知れません。……少なくとも私にとって異い能のうの力は厄やつ介かいなものでしかありませんでした。

真弓：あわわ。実はちょっと心配してたんだけど……やっぱり？

浄ノ進：人ならぬ〝力〟は、やはり人ならぬ〝力〟を呼よびます。……しかし、あなたならきっと大だい丈じよう夫ぶですよ。

真弓：そうかな？

浄ノ進：もちろんですとも！　いかなる苦く境きようにおいても、あなたは健やかに生き抜ぬき、そして多くの人々を救った。それが、あなたの真の強さでございましょう。

真弓：浄ノ進さん……。

浄ノ進：私は、己おのれの血を呪のろったこともございます。しかし、あなたと旅を共にして迷いから覚めた。……何やら憑つき物ものが落ちたかのような気分です。

真弓：そっか。

浄ノ進：それに、あなたのそばには勇太殿どのがおられる。同じような〝力〟持つ者同士、困こまったときは頼たよられるとよいでしょう。

真弓：うん、そうするよ。……浄ノ進さんは、これからも退たい魔ま師しを続けるの？

浄ノ進：正直、私の体は此こ度たびの戦いくさでガタガタです。ですが、私なりに頑がん張ばってはみようと思います。見み届とどけたいものもございますし。

真弓：見届けたいもの？　それは何？

浄ノ進：……この乱らん世せいの、行く末。




　山住浄ノ進。

　信長との激げき戦せんによる負ふ担たんは大きく、以い降こうは一線より退しりぞくことを余よ儀ぎなくされ、武蔵むさしの国くにの本家に帰参した後、その非ひ凡ぼんな知ち識しきと技ぎ術じゆつで当主を陰かげながら支ささえた。

　また、天てん海かい僧そう正じようとの縁えんにより、新しん幕ばく府ふの本ほん拠きよとなる都市の設せつ計けいにも関わり、その霊れい的てき防ぼう衛えいにおいて重要な役やく割わりを果たしたという。

　身体は生しよう涯がい虚きよ弱じやくなままであったが、意外にもそこそこの年ねん齢れいまで生き、乱世の終わりと治世の始まりを見届けてから死んだ。伝えられるところによると、時折、小こ猿ざるを連れた女や巨大な黒い狼が訪おとずれては稀き少しような薬草をもたらし、それが望外の長命に繫つながったのだという。




　　　　＊　　　＊　　　＊




才蔵：別れねばならぬとわかって、才蔵は泣きまくっているでござる。ううう、殿とのぉ～！

真弓：（涙なみだ声ごえで）最強の忍にん者じやなんでしょう？　そんなに泣いたら、可愛かわいい顔が台無しだよ。

才蔵：と、殿だって泣いておられるではありませぬか！

真弓：あたしは別に忍者じゃないからい～の。大切な人とお別れするときには泣いてもいいって、お祖父じいちゃんが言ってたもん！

才蔵：大切な人、でござるか？　才蔵が？

真弓：そうだよ。才蔵は頼たよりになる仲間で、可愛い妹みたいな子で、とても大切な友達！

才蔵：と、殿……！

真弓：最後くらいは、名前で呼よんで欲ほしいな。泣き笑いの顔で、すっと右手を差し出します。

才蔵：それを両手で握にぎり締しめてブンブンと振ふる。どうかお達者で、殿。……いいえ、真弓！




　霧隠才蔵。

　この後、真田幸村さなだ・ゆきむら（信のぶ繁しげ）という主を得て、佐助と共に〝真田十勇士〟の一員として戦国末期を駆かけ抜ぬけることとなるが、それはまた別の機会に語られるべきであろう。

　とある史書には、慶けい長ちよう二十年の〝大おお坂ざか夏の陣じん〟にて討うち死じにしたと記されているが、これは信しん憑ぴよう性せいが薄うすいとの見方が強い。

　また別の伝では、徳川家康とくがわ・いえやすを裏うらで操あやつる平将門たいらの・まさかどの怨おん霊りようと壮そう絶ぜつな相あい討うちを遂とげたと語られ、果ては、武蔵国の山中にて霧の神じん通つう力りきを能よくする川天てん狗ぐこそが才蔵なのだとする説もある。




　　　　＊　　　＊　　　＊




真弓：イクフサ……お別れ、だね。

イクフサ：そのようだな。……ならば、巨大な狼の頭を真弓に近づけ、愛おしむように頰ほお摺ずりをするとしようか。

真弓：ぎゅって抱だき返します。

イクフサ：心地ここち良し。……わしは、お主のことが好きであったぞ。

真弓：（こくこくと頷うなずきながら）うん……うん。

イクフサ：さらばだ、天野真弓！　たとえ世界は遠く隔へだてようと、我わが名を忘わすれるなよ！〝日ノ本の大だい魔ま縁えん〟イクフサの名を！

真弓：絶ぜつ対たい、絶対忘れないよっ！




　大妖イクフサ。

　以後の消息は、杳ようとして知れない。

　とある地方では、月が凛りんとした光に輝かがやく夜は、決まって山の頂いただきから狼の恐おそろしげな遠とお吠ぼえが聞こえてくるという。

　また別の地方では、山中の祠ほこらに立りつ派ぱな弓を持参して詣もうでると、その願い事が叶かなうとの俗ぞく信しんが伝えられている。

　いずれにせよ、この魔ま狼ろうが永ながく霊れい威いを保たもち、日ノ本ジパングの山中異界に君くん臨りんし続けたことは間ま違ちがいないであろう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて。名残なごり惜おしいかもしれないが、そろそろ別れも潮しお時どきだ。

真弓：そっか……。




　世界と世界とを繫つないでいた鎖くさりは次々と崩ほう壊かいしてゆく。

　その最後の鎖が崩くずれ去ろうとした、その間ま際ぎわ───




真弓：そうだ！　最後、写真を撮とります！

イクフサ：おお、そいつはいいな！

真弓：携けい帯たい電話を取り出して、自分もレンズに入るようにして構かまえます。みんな、撮るよ～。笑って笑って！

才蔵：では、密ひそかに殿とのに教えてもらっていたＶサインをするでござる！

浄ノ進：微笑ほほえみつつも、その口元からは血がつーっと（笑）。

イクフサ：狼は笑ったりしねぇ。けど、おとなしく撮られてやるとするかい。




　万ばん感かんの想おもいを込こめ、真弓はシャッターボタンを押おした。

　切り取られた一いつ瞬しゆんが、携帯電話のメモリに刻きざみ込まれる。

　そして、その場にいる全員の心にも、また。




真弓：みんな、さよなら。……またね！

一同：またなっ！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、そして真弓個人のエンディングへと移るわけだ。

真弓：勇太と一緒に平和な日常に帰れるんですね！　あ、平和じゃなくなっちゃうのか。

浄ノ進：一度オーヴァードになっちゃうと戻れないしなぁ。真弓が元々いた場所が基本ステージだとすると……ＵＧＮやＦＨとか、そういうのと絡むことになる。

才蔵：ある種、『ＤＸ２』の基本ラインに戻ったという訳か（笑）。

ＧＭ：そうそう。大山鳴動して、結局、元々住んでいた世界的には「ひとりの少女がオーヴァードに覚醒した」というだけの話なんだよね。けど、当人にとっては、それこそ自分が認識していた世界がブッ壊れるほどの驚きなわけだ。

一同：ふむふむ。

ＧＭ：ジパングという「世界が崩壊し、そして癒される」物語で真弓が経験したことは、ひとりのオーヴァードが誕生する際の心理的な変化を表わしたものかも知れない。

イクフサ：なんかイイ話っぽくまとめようとしてないか？（笑）

ＧＭ：ともかく！　『2nd Edition』は終わり、『3rd Edition』という新世界が始まろうとしている。真弓の、本当の意味での〝オーヴァード〟としての物語も、これから始まるわけだ。

真弓：うん、頑張ります！

ＧＭ：信長は『2nd Edition』を総括し、体現するボスだったのかもしれない……。

浄ノ進：んなわけあるかーっ！（爆笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




　───東京近きん郊こう、Ｋ市。

　閑かん静せいな住じゆう宅たく街がいの一角に、古風な屋や敷しきがある。

　その広い玄げん関かん口ぐちに、ふたりの年とし若わかい男女の姿すがた。




ＧＭ：……気がつくと君と勇太は、すべてが始まった朝へと戻もどっている。

真弓：あれ？　あたし……帰ってきた、のよね？　はっと気づいて携帯電話を開く！




　その画面には撮さつ影えいしたばかりの〝仲間〟との写真が表ひよう示じされていた。

　そして、手の中には、黒くつややかな獣じゆう毛もうが一ひと房ふさ。

　───大だい丈じよう夫ぶ。夢ゆめなんかじゃなかったんだ。




ＧＭ：物思いに耽ふけっていると、背せ負おった勇太から目覚めそうな気配がしてくる。

真弓：っと、そういえばおぶってたんだっけ！　おーい勇太。ゆ～た～。そろそろ起きてよ。

ＧＭ：「……ん……。ああ、真弓、かぁ。……あれ？　あれあれ？」目覚めた勇太は君の背から降おりつつも、何か不思議そうに首を傾かしげたり辺あたりを見回したりしている。

真弓：どうしたの？

ＧＭ：「……なあ。オレ、勇太、だよな？」

真弓：当たり前じゃない。あなたは南方勇太だよ。

ＧＭ：「オレ、夢ゆめを見てたみたいだ。永ながい、永い夢でさ……オレが狼で、狼がオレで……」

真弓：それは夢じゃないよ。夢なんかじゃない。




　真弓は、勇太に写真を見せた。

　勇太は画面に手を伸のばし、イクフサの姿を指した。




ＧＭ：「……オレ、こいつのこと、よく知ってる」

真弓：うん。あたしもだよ。とても乱らん暴ぼうで、強くて、そして優やさしい狼なんだよね。

ＧＭ：「ああ！」そう頷うなずく勇太の顔には、全てを理り解かいしたような表ひよう情じようが浮うかんでいる。

真弓：ニッコリ微笑ほほえみながら、頭を撫なでながら言います。……おかえり、勇太。

ＧＭ：「ただいま、真弓」




　頭を撫でる真弓の手に、勇太の手が重ねられた。

　互たがいの指が絡からみ合い、温もりを確たしかめ合う。

　言葉にしなくとも、通じるものがあった。




真弓：……さて、と。ちょっと長い寄より道みちだったけど、時間は全然経たってないんだよね？

ＧＭ：うむ。時計を見れば、もう登校時間だ。

真弓：さーて、今日も元気に学校行こうか！

ＧＭ：「マジかよ真弓！　たった今、『おかえり』『ただいま』っつって、すぐそれかよ！」

真弓：だって、あたしは久ひさしぶりにお父さんとお母さんに〝行ってきます〟の挨あい拶さつしたいし、学校のみんなに会いたいし……それに〝約束〟したでしょ？　針はり千せん本ぼん飲ましちゃうよ～？

ＧＭ：「わった、わーった！　ったくよぅ、なんで大だい妖よう怪かいたるこのイクフサ様が小学校なんぞに……って、違ちがう違う、なんか混まざってンぞ!?」

真弓：あはは。それじゃ、行こうか？

ＧＭ：「……うん」




　玄げん関かん扉とびらを開けた。

　気持ちのよい陽光が、ふたりを照らしている。




ＧＭ：「それじゃあ……」

真弓：行って来まーす！




　……昨日と同じ今日、今日と同じ明日。

　世界は繰くり返し時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが、天野真弓にとっての〝世界〟は、確かく実じつに変へん貌ぼうしていた。

　これから先、〝力〟に覚かく醒せいした彼かの女じよの〝日にち常じよう〟は脅おびやかされ続けることだろう。

　しかし、真弓には大事な人々との〝絆きずな〟がある。

　その絆がある限かぎり、真弓が力の闇やみに吞まれることはない筈はずだ。

　見るがいい、朝日差す中を駆かけ行く真弓の姿を。

　健すこやかさ溢れる足取りは、若わかき狼のように軽やかではないか！




　かくてひとつの物語は終わり───

　そして、新たな物語が始まる。





『ダブルクロス・リプレイ・ジパング』─完─


















　　　あとがき　～あるいは『ダブルクロス The 2nd Edition』への〝ありがとう〟～




　ここまでお読みいただき、ありがとうございました。そんなこんなで、あとがきです。

〝あとがき〟では、本ほん編ぺんについてあれこれと解かい説せつを述のべるのが常つねですが、今回は、別のお話を先にさせていただきます。




〝はじめに〟でも述べましたように、本書は『ＤＸ２』のリプレイ本です。

　それも、今回はちょっと……いやかなり特別。

　何が特別なのかというと、本書が「『ＤＸ２』最後のリプレイである」ということです。

　もちろん、『ダブルクロス』という作品自体が終わるわけではありません。

　この夏（二〇〇九年七月）、ダブルクロスはまったく新しい姿すがたに生まれ変わります。

　その名は、『ダブルクロス The 3rd Edition』。

　出版元は富ふ士じ見み書しよ房ぼう、判はん型けいはなんと本書と同じ文庫サイズ！

『ＤＸ２』発売以来、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社と矢野俊策やの・しゆんさくが蓄ちく積せきしてきたゲーム製せい作さく技ぎ術じゆつのすべてを結集した、現げん代だい超ちよう能のう力りよくアクションＲＰＧの傑けつ作さくになることでしょう。




『ＤＸ２』のリプレイ・シリーズが、リプレイの名手・菊きく池ちたけし氏の『闇やみに降ふる雪 -Queen of Blue-』によって華はな々ばなしく幕まくを開けたのが二〇〇三年二月。

　それから六年。色々な物語が紡つむがれました。

　少年と少女が出会い、大切な絆きずなを手に入れました（『闇に降る雪』『聖せい夜やに鳴る鐘かね』）。

　ふたりの少年少女が試練を乗のり越こえ、未来へと歩き出しました（『オリジン』シリーズ）。

　板ばん東どう武む者しやが鬼おにを狩かり、勇者たちがＭＭＯ世界を駆かけ抜ぬけました（『消え去りし楽園』）。

　快かい男だん児じが、超ちよう科か学がくを操あやつるナチスの陰いん謀ぼうを打うち砕くだきました（『トワイライト』シリーズ）。

　少女が日にち常じようを失い、悩なやみ、やがて新たな光を見つけました（『アライブ』シリーズ）。

　女好きの少年が、ドタバタ劇げきを通じて少しだけ成長しました（『ストライク』シリーズ）。

　少年少女＋爺じいさんが、秋葉原で奇き妙みような冒ぼう険けんを繰り広ひろげました（『果てなきカーニバル』）。

　悲しき改かい造ぞう人間たちが、己おのれを縛しばる鎖くさりを断たち切りました（『エクソダス』シリーズ）。

　女子高生が異い常じような戦国時代に召しよう喚かんされました（『ジパング』シリーズ）。

　その数、実に二十二冊さつ。

　そして今回、本書『日ノ本ビッグバン』が、『ＤＸ２』リプレイ二十三冊目にしてシリーズの大トリを務つとめることとなったのです！

　いいのか本当に!?　だが、それが現げん実じつ！

　ならばやるしかあるまい。俺おれが終わらせようではないか『ＤＸ２』をッ!!

　……と、冗じよう談だんはさておき。初しよ版はんからダブルクロスに関わってきた者のひとりとして、この事実は素す直なおに嬉うれしく、そして感かん慨がい深ぶかいものがありました。

「最後だし、せっかくだから思い切りスケールをデカくしてやろうじゃないか！」

　その結果が今回の一話と二話。ノリはまさに「ぼくのかんがえたさいきょうの織田信長おだ・のぶなが」。

　この無茶なシナリオにプレイヤー陣じんもノッてくれたため、延えん々えんと爆笑続きのセッションとなりました。特に真弓役の水野さんが笑い過すぎで呼こ吸きゆう困こん難なんに陥おちいり、それがまた他者の笑いを誘さそい、「全員が何が何だかわからない状じよう態たいで笑い続ける」という状況が頻ひん繁ぱんに発生し、「これ、どうやってリプレイに起こせばいいんだ？」と途と方ほうに暮くれたのもよい思い出です。




　ここで、本書に関わる方々に感かん謝しやの言葉を述のべさせていただきます。

　本書の製作および出版にご尽じん力りよくくださった編へん集しゆうＫ氏およびＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の皆みな様さま。

　素す晴ばらしいイラストでジパング世界を描えがき切ってくださった獅し子し猿ざる先生。

　最後までつきあってくれた四人のプレイヤーたち。

　ありがとうございました＆これからもよろしくお願いいたします。

　……そして最後に。ありがとう、『ダブルクロス The 2nd Edition』。

　また、『ダブルクロス The 3rd Edition』で会おう！


二〇〇九年五月二十五日　田中天
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